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　自じ慢まんじゃないが、私に怖いモノはない。毛の生えた鉄の心しん臓ぞうとすら呼ばれている。

　――高校を卒業して、その考えが大アマだったことを思い知らされた。

「ちょっと、いるんでしょ？　開けてくださいよ！」

　十坪つぼほどの広さの部屋で、私が隠れられる場所はソファベッドの後ろしかなかった。そこで身体からだを丸めて、ウサギのぬいぐるみを抱えながらガタガタ震えることしかできない。少しでも声を上げたら終わりである。

『おい、出なくていーのか？』

　頭上から脳のう天てん気きな声がかかるが、無視。

「鳥屋さん！　いるのはわかってるんですよ！」

　ノックの音が強くなってきた。

「いいかげんにこの部屋の家や賃ちん払って下さいよ！　もう二ヶ月滞たい納のうしてるんですよ！」

　心の中では、大家さんに土ど下げ座ざしている私。お世話になっている大家さんだけど、ない袖そでは振れない。どこからかお金がワープしてこない限り、家賃を払う術すべはないのだ。

『オメー、なんでそんなに金ねーんだよ？　仕事の報ほう酬しゆうもらってるんだろ？　それで家賃なんかホイホイ払えるだろ？』

「うっさいわね！　だまっててよ！」

　つい声を荒らげてしまったが、もともとコイツが悪いのだ。私はソファの横にある鳥とり籠かごを指さし、小声で怒ど鳴なった。

「あんたの改造やメンテナンスでどれだけのお金がかかるかわかってんの!?　ン百万なんて軽く飛んでいくのよ！　ウチはお兄ちゃんみたいにお金持ちじゃないのよ！」

　鳥籠――それは人間でも入れるくらい大きな鳥籠だった。赤い格こう子しが天てん井じようからぶら下がっており、その中に入っているのはもちろん鳥である。

　ただし普通の鳥ではない。全身が金属でできた鳥だ。その鳥がこんなナマイキな口をきいているのだ。

『師し匠しようと比べたってどーにもならねーだろ。バカかオメーは』

「バカはあんたよ！　無む駄だ飯めし喰ぐらいの鳥のくせに、お金だけはかかるんだから！　これじゃいつまでたっても借金返せないじゃないのよ！」

『借金なんて、するほうが悪いんだろ』

　私の中でなにかがぷつっと切れた。

「んの鳥……！」

　鳥籠を両手で持って全力で揺さぶると、教会の鐘かねのように涼やかな音が連続して響ひびき渡った。鳥が中でギャーギャー騒さわいでいるが、私の気が晴れるまで揺さぶり続ける。

「おーい、ひかるちゃーん。やっぱり中にいるねー」

　……すっかり忘れていた。

「すみません、大家さん……」

　ドアの向こうでずっと待っていた大家さんに、それでもドア越ごしに謝あやまる。我知らず、及び腰になっていた。

「あのですね、もうちょっと待っていただけると、こないだの仕事の報酬が振り込まれるはずなんですよね。そしたらまとめてドーンと……」

「いいよ、もう。わかったから」

　溜ため息いきが聞こえてきた。

「ウチのビルは、みんなこんな人たちばかりだからね……もう慣れたよ。まともに家賃払ってくれるのが、一階と四階の人たちだけっていうのもねぇ……」

「ご、ごめんなさ――あうっ」

　思いきり頭を下げたら、ドアにぶつけた。たまに自分の背が高いのを忘れる時がある。思い出した時にすごくショックなのだ。

「ひかるちゃん、お腹なか減へってる？」

　大家さんに言われて、お腹をさすってみた。

　ぐぅ。

　減ってた。時計を見ると、もう正午だ。

「隣となりのラーメン一いつ心しんさん、なんか新作餃ぎよう子ざができたんで、ひかるちゃんに食べて欲しいって言ってたよ。家賃のついでに、そのことも伝えようと思ってさ」

「あ、ありがとうございます！」

「家賃の方は気長に待ってるから。それじゃ」

　ドアに耳をくっつけて足音が遠ざかるのを確認し、ようやく私はその場に座り込んだ。あの大家さん、いつもは優しいのに、家賃の取り立てだけは鬼のように容よう赦しやがない。

『てめぇ、ひかる……』

　鳥籠の中からうめき声がした。

「なによ、鳥」

『なによじゃねぇよ天パー！　鳥籠揺するなっていつもあれほど言ってるじゃねーかよ！　マジでブッ壊れんぞオイ！　聞いてんのかコラ、天パー！』

　助走をつけて鳥籠に飛とび蹴げりを食らわせると、鳥のヤツはようやくおとなしくなった。人が気にしていることを言うからそうなるんだ。

「だいたい、ウチにお金がない原因のほとんどがあんたにあるってわかってんの？　まずあんたを造るのにいくらかかったか――ああああ、考えただけで恐ろしくなってきた」

　籠の中の鳥は、ナマイキにも肩をすくめるような動作をして、私を蔑さげすむような目で見る。造った自分が言うのもなんだが、こういう感情表現はバカみたいによくできている。

『ところでひかる、いい加か減げんに俺の名前考えたのか？』

「めんどくさい」

『めんどくさいじゃねーよ！　俺はいつまで鳥って呼ばれるんだよ!?　もう生まれて三ヶ月は経たってんだぞ！』

「別に間違ってないからいいじゃん！」

『オメーだって人間って名前で呼ばれたらヤだろ!?』

　確かに。しょうがない。ご飯ついでに、この鳥の名前でも考えてこよう。口は悪いが、我が「鳥屋」の稼かせぎ頭がしらなのだ。ちなみに「鳥屋」っていうのはウチの屋や号ごう。探偵と運送業と調査員を足して三で割ったような、つまるところなんでも屋だ。普通の仕事じゃ解決できないような厄やつ介かいな事こと柄がらを、それに見合った値段で解決している。

　何度も危険な目にあったけど、どうにかくぐり抜けてきた。これからも、どんな仕事だってこなしてみせるつもりだ。師匠から教わった錬金術さえあれば、怖いモノはない。

　……借金と家賃以外は。
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　全ての原因は、あの鳥なのだ。

　高校卒業と同時に、子どもの頃から兄のように慕したっていた師匠から教わった錬れん金きん術じゆつで、私はもう一つの卒業試験のつもりでこの鳥を造った。

　今までに教わった技があれば、完成させることはたやすかった。そして何より、初めて造るモノだったので、楽しかった。楽しすぎてのめり込み、恐ろしく高価な素材を使ってしまい、親に借金しまくった。

　結果、私は半ば勘かん当どうされた形でこの雑ざつ居きよビルに移り住むことになった。どうせ高校を出たら独り立ちするつもりだったけど、マイナスからのスタートはつらかった。どれだけお金を稼いだつもりでも、食費家賃光熱費その他に消えていく。今の私は住居兼仕事場の雑居ビルで、来ない依頼を待ちながら、隣のラーメン一心のご主人の新作料理の実験台になる日々を送るしかないようだ。

「ふー」

　腹をさすりながらラーメン屋を出ると、見知った二人がいた。

「あ、こんにちはー！」

　雑居ビルの一階は『フラワーイタガキ』という花屋さんだ。季節によって花だけでなく、お店の装そう飾しよくも変わる素す敵てきなお花屋さん。そのご主人――つまり板いた垣がきさんがお客さんと話しているところだった。

「お、ひかるちゃん。今日も一心さんかい？」

　噂うわさによると四十代らしい板垣さんは、まだ成人していない私から見ても若い。かといって童顔というわけでもない。口くち髭ひげが似合うナイスミドルという雰ふん囲い気き。ひょっとして二十代から死ぬまでこの顔のままなんじゃないだろうか。

「ラーメンや餃子ばかりだと栄養が偏かたよるだろう。どうだい、今夜もウチで食べていく？」

「い、いいんですか!?」

「ハッハッハ、何を今さら。ひかるちゃんの食べっぷりは見てて気持ちがいいからね」

　不敵に微笑ほほえむ板垣さんの歯がキラリと光る。さらに私には彼の背中に後光が見えた。いつもこうやってお世話になっている板垣さんは、神様みたいな存在だ。

「ひかるサン！　お久しぶりデス！」

　その板垣さんと話し込んでいたのは、ターバンを巻いた色黒の男性。どこから見ても日本人じゃない。

「ヒッシャムさん、今日も花を買いに来たんですか？」

「イェス！　イタガキさんの店は珍めずらしい花が多いので、ワタシもよく利用させてもらってマース！　ゴヒーキってやつデス！」

　笑いながら変な日本語で語りかけてくるヒッシャムさん。最初に見た時は、ちょっとひいてしまったけど、話してみると悪い人じゃなかった。むしろ遠くの町からこの猪いの崎さき市しまで、車で三時間もかけて来ているのだから、花に対するその情熱は推おして知るべし。

「今日は何のお花を？」

「頼んでいた花を受け取りに来たのデスが……」

　ヒッシャムさんは困ったように首を振った。

「実はね、ヒッシャムさんが注文した花が届かなかったんだよ」

　普段は輝くスマイルが自慢の板垣さんも困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「届かなかった、ですか？」

　届かない、ではないのか。何らかの事故にあって配送が遅れたとしても、いつかは店に届くだろう。その言い方だと、もう二度と花が来ないようではないか。

　私の疑問に答える代わりに、板垣さんはこう言った。

「うーん、これはひょっとしたら、ひかるちゃん向きの事件かもしれない」

「事件!?」

　私の耳がピクッと動いた。困っている人がいるのは由ゆ々ゆしきことだ。が、事件と聞いてイコール報酬と考えてしまう私は、やっぱりどこかおかしいんだろうか。

「花ドロボーデース！」

　泣きそうな顔のヒッシャムさん。気持ちはわかるけど、その顔は漫画のようにコミカルで笑いそうになってしまう。

「花泥棒？」

「うん。そうなんだ。最近、猪崎市で多発しているみたい」

　花泥棒。耳みみ触ざわりはいいが――

「花って、そんなに価値があるんですか？」

「あるものはあるよ。珍しい花なんか特に。犯人は花に詳しいんだろうね。ただ綺き麗れいなだけじゃなくて、お金に換かえた時の価値も知っている。だから盗むんだ」

　なるほど。目のつけ所がいい犯人だ。現金や宝石と違って、花ならセキュリティも甘いだろうし。これからは犯罪者もアイデア勝負の時代だ。

「被害届は出してるんだけどねぇ。警けい察さつもなかなか苦労しているようだよ。上手に盗んだんだろうねぇ、ハッハッハ」

　こんな時でもスマイルな板垣さん。でも、彼も何度か被害にあっているのだろう。

「お願いシマス、ひかるサン！　イタガキさんが、こーいうコトならひかるサンに頼むのがいいと教えてくれマシタ！　盗まれた花を見つけてクダサイ！　報酬は払いマース！」

　報酬と聞いて私の耳がまた動く。――いや、ダメだ。人間、金に目がくらんじゃいけない。

「ヒッシャムさん、それだと損してばかりですよ？　私の報酬そんなに安くないですし」

　つとめて冷静に私は言う。見み栄えくらい張ったっていいだろう。

「いいんデス！　花を盗むようなフトドキモノは、是ぜ非ひとも捕まえるべきデース！　ボコボコにして、警察に突き出しマース！」

　ヒッシャムさん、ボロボロと涙を流してはいるが、その実かなり怒っている様子。花に対する彼の愛情はそれほど大きいのだろう。

　そこまで言われちゃ、断れない。もともと知らない仲でもないし。

「わかりました！　私なりに頑がん張ばってみます！」

「ありがとうゴザイマース！」

　抱きついてくるヒッシャムさんをひらりとかわし、私はそのまま住居兼オフィスがある三階に向かって階段を駆け上った。エレベータなんて待ってられない。

　――明日はごちそうだ！

「ひかるちゃーん、声に出てるよ！」

　板垣さん、そういうコトは聞き流してください。
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　板垣さんにたしなめられたとはいえ、私の（報酬に対する）情熱は冷めない。

「鳥っ！　仕事よ！　あんたの鳥目が役に立つ時が来たのよ！」

　蹴破るようにして三階――私の仕事場のドアを開くと、鳥籠からアイツが出ていた。誰が出したのかは、鳥と話している女の子を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あ、ひかるちゃん。お邪じや魔ましてまーす」

　車くるま椅い子すに乗ったその子は、私を見て微笑みながら頭を下げた。私と違って、長いストレートの髪かみがよく似合う、綺麗な女の子だ。

　この子は千ち秋あきちゃん。一階の板垣さんの娘だ。エレベータがあるビルなので、たびたび鳥を見に遊びに来るのだ。つきあって日は浅いが、私も鳥も千秋ちゃんを妹のように思っている。

　年齢的には中学生のはず。生まれつき病気で身体が悪いらしく、小学校を卒業した時から足が動かなくなったそうだ。板垣さんはそんな千秋ちゃんを、男手一つで育てているのである。

　そんな板垣さんの商売を邪魔する奴らがいるのだ。個人的にも助けてあげたいと、千秋ちゃんを見た時に思ってしまった。今さらだけど。

『あん？　ひかる、オメー今、仕事っつったか？』

　千秋ちゃんの相手をしていたのだろう、鳥のヤツは机の上で羽をのばしていた。

「そうよ。なんか文句あるの？」

『また浮気調査とかか？　こないだみたいなペット探しはカンベンしてくれよ』

「あんた、ワニに食われかかってたもんねぇ……」

　あの時のことは今思い出すだけでも笑える。鳥にしてみれば生まれて二ヶ月でブッ壊れるところだったのだ。フック船長みたいにワニにトラウマでもできなければいいんだけど。

「心配しないの。今度はちゃんとした事件よ」

『てことだ。千秋、ガキんちょはおとなしく俺様の帰りを待ってろ』

「そっか、お仕事かぁ。お仕事じゃしょうがないよね……うん」

　自分に言い聞かせるようにうなずく千秋ちゃん。きっと板垣さんが仕事をしている時も同じような気持ちを抱いていたのだろう。板垣さんは千秋ちゃんを養やしなうために働いているのだから、それを邪魔しちゃいけないと、我が慢まんしているのだ。

　一人で遊びに行けない千秋ちゃんにとっては、この雑居ビルの住人しか遊び相手がいないのである。

「じゃ、四階の人たちに遊んでもらおうかな」

「ええっ!?」

　私も鳥もビックリした。何か言う前に千秋ちゃんは車椅子を動かし、ドアを開ける。

「あっ、ちょうどよかった！」

　ドアの外には、件くだんの四階の住人たちがいたのだ。

「おう千秋ちゃん！　どうしたんでい!?」

「またひかるちゃんのとこで遊んでたのかい？」

　白いスーツに紫色のシャツ。黄色のサングラス。パンチパーマと、どこからどう見てもカタギの人間じゃない集団が階段を降りてくるところだった。

　この人たちが四階の住人……天てん成せい会かいの方々だ。この辺り一帯を取り仕切っている奥おく村むら組ぐみ系列の団体で、このビルの四階はその支部である。主な仕事は知らない。知りたくもない。たまに上から怒鳴り声やら何かが壊れるような音が聞こえてくるが、無視している。

「ひかるちゃん、鳥さんとお仕事行くんだって」

　天成会の方々に不満を漏もらす千秋ちゃん。

「おう、そうかい！　そしたら俺たちと遊びに行くか！」

　白いスーツの男が笑顔で千秋ちゃんの頭をなでる。

「ほんとに？」

「おう、俺たちもヒマだからビリヤード行こうと思ってたんだよ」

「私、ビリヤードってやったことない」

「俺たちが教えてやるから！　よし行こう！」

「わーい！」

　素直に喜び、ついていこうとする千秋ちゃん。慌あわてて止めようとしたのだが、

「心配するな、ひかるちゃん。板垣のダンナには、組長オヤジがいろいろ世話になっている。ましてや小さい娘さんに不ふ埒らちをはたらくような真ま似ねはしねぇよ」

　団体の一番後ろにいた、角刈りの男が私を見ていた。

『昔なにやってたんだ、板垣の旦だん那な……』

　このビルの人たちは、こんなのばっかりである。どの階も一ひと癖くせも二癖もある変人ばかりで構成されている。これじゃ大家さんも大変だ。

　もっとも錬金術師という立場を鑑かんがみれば、私だってカタギとはいえないが。




　　　　　[image: ]




　改めて板垣さんに花泥棒探しを引き受ける旨むねを伝え、詳しい話を鳥と一緒に聞いた。それでも不明なことが多い。花を盗まれた配送の人たちの説明があいまいなのだという。

　そうなると、やっぱり自分の足で調べるしかない。今回、ヒッシャムさんの花を盗まれたという卸おろし売うり業者の所在地は、ここから電車で二駅も離れていなかった。私たちはすぐに電車に乗ってその場所に向かう――つもりだったけど、電車賃がもったいないので歩く。

　お昼も過ぎてから、猛暑が本気を出してきた。ガンガンに照りつける太陽は、腹が減った状態だったら確実に私をノックアウトしていただろう。

　それでも猪崎市は緑が多い、悪く言えば田舎いなかなので、夏の風は都会よりも涼しい。少なくとも私が高校まで住んでいた故郷は、もっと暑かった。それは人が出す熱気の量も含まれているのだろうけど。

「でもさー、なんで花なんだろうね」

　いくつかある疑問の一つを、頭上の鳥にぶつけてみる。鳥は私の頭の上で羽を休めていた。天然パーマだからって、本当に巣にしなくてもいいではないか。いくら追い払っても退どかないので、私もついに慣れてしまった。金属でできているのに、重くないのが救いか。

『そりゃオメー、花だって高価なんだろうよ。自分で言ってただろーが』

「うん、そうなんだけどね。それって非効率的かなぁって」

『非効率的……まぁ、そうだな』

　鳥も首をかしげる。

『金が欲しけりゃ、もっとかさばらなくて管理しやすいブツを盗んだ方がいいもんなぁ』

「だよね。私が犯罪者だとしても、そんなめんどくさいことしないと思う」

『だからこそあえて、って感じじゃねーのか？　誰もやらねーから、リスクが低いんだろ。マイナーどころを狙った窃せつ盗とう団だんかもしれねーし』

「うん、そうね……」

　真ま面じ目めな会話をする時は、鳥も私の気持ちを察してくれるのか、ちゃんと受け答えしてくれる。まともに考えれば頭がいいのだ。寝起きの私よりもいいくらいだ。

　そんな風に話していると、やがて郊外へたどりついた。周りには田んぼか畑しかない。さらに十分ほど歩くと、ビニールハウスが大量に並んでいるのが見えた。その中にぽつんと一つ、工場のような建物が。

『あそこか』

　近くの電柱に表示されている番地は、板垣さんに教わった住所と同じだ。

　ちょっと休みたいところだが、仕事だと割り切って、小走りにその建物へ向かう。




　板垣さんからの紹介、と言うとすんなり話を聞かせてくれた。おそらく応接室なのだろう、来客用のソファと簡かん素そなテーブルがある部屋に通され、事件の時に花を運んでいたという男の人がやってきた。

「あー、アレやっぱり泥棒だったんだ」

　私の話を聞いて、その人はまず最初にそう言った。卸売業者は全員、青いツナギを着ている。この男の人もそうだった。二十代前半くらいの、元気のよさそうなお兄さんだ。きっと配達先でも人気があるだろう。

「泥棒じゃないって思ったんですか？」

「うん、そう。だって、盗まれたなんて思わなかったし。配達前にちゃんと花の種類はチェックしてるし……ワゴン車だから荷台から落としたとは考えられないし……すっげぇ悩んでたよ」

「盗まれたって思わなかったって……？」

「消えちゃったんだよ、花が」

「消えたって、あの、手品みたいにパッと？」

「そうそう。配達の途中でふとバックミラーを見たら、あるはずの花がないんだ。もうほんとビックリして、事故りそうになったよ」

　私はうなずきながら、話の続きを聞く。

「俺が悪いのかなぁって思いながら、こっちに帰ってきたらさ、なんかそういう花泥棒が多発してるんだって？　いったいどうやってんだろうな？　怪かい盗とう百ひやく色しきみたいにパパッと盗めるんだったら、もっと高そうなモノ狙ってもいいだろうに」

　彼の愚ぐ痴ちに私も共感してしまう。閉じられたワゴン車から花を盗むなんて芸当、世界的に有名な怪盗百色でもないとできない。とはいえ、百色だったら花なんて盗まないだろう。

「そのワゴン車、調べてもいいですか？」

「ああ、いいよ。でも、さっき警察も調べてったけど、なんもわからなかったみたいだぜ？」

　それでもかまわない、と私は丁てい寧ねいにお礼をのべて、駐車場まで案内してもらった。警察では調べられないようなモノまで調べるのが、私の仕事だ。

　さらに言ってしまえば、私がこのお兄さんと話している間、すでに鳥のヤツが車を調べてくれている。

『よう、ひかる。テメーがサボッてる間に、俺様が調べといてやったぜ』

　駐車場といっても、砂じや利りが敷しきつめられた広場だ。その駐車場にある一台のワゴン車の上で、のんびり羽をたたんでいる鳥。

「で、奴ど隷れいのように働いてくれた鳥さんは、なにか見つけたの？」

『おうよ』

　軽く羽ばたいた鳥は、そのワゴン車の後部に移動する。パタパタと翼を動かしながら浮遊しているその場所は――パッと見、普通の後部ドアに見えた。ロックされていないようだけど、鳥がここで飛んでいるということは、ドアを開けるまでもないのだろう。

　私はカバンの中から取り出した眼鏡ゴーグルをかける。

『一流の錬金術師は、そんなものに頼らなくても見えるらしいぜ』

「二流で悪かったわね」

　これだって、自分で作ったのだ。修行する時に役立つからと、自分で理論を思いついて師匠にお墨すみつきをもらって、三日で作った。名前をつけるとしたら――「ディテクティブ・グラス」といったところかな。

『素直に探たん偵てい眼鏡めがねでいいじゃねーか』

「いちいちうるさいな。横文字の方がカッコイイじゃない」

　とにかく、このレンズを通してものを見ると、今まで気づかなかったことに気づけるようになる。具体的に言うと、錬金術の素材が見やすくなるのだ。血けつ痕こんに反応するルミノール試し薬やくというものがあるが、それの錬金術バージョンである。

　そして――やっぱり見つかった。

　車の後部座席に、ベッタリとついている。触ってみるが、もう乾いていた。もともと液体だったものが、時間の経過と共に風化していったのだろう。

「見えざる水銀ね。間違いない」

『やっぱそうか』

　鳥はもう仕事がなくなったかのように私の頭の上に戻ってきた。普段は口が悪いのに、気がつけば私の頭に乗ってくるところをみると、案外寂しがり屋なのかも。

「見えざる水銀ってなんだ？　この車、水銀がついてんのか？」

　私のつぶやきに業者のお兄さんが反応した。

「あ、心配しないで。水銀といっても、人体に影響はないですから」

　簡単に言うと、見えざる水銀というのは錬金術の触しよく媒ばいの一つだ。今から百年くらい前までは、錬金術は魔法と混同されていた。つまり実現不可能なオカルトだと。しかし、どこの世界にも夢を追い続ける人はいるようで、その夢追い人の末まつ裔えいがようやく見つけたのがこの見えざる水銀だ。

「錬金術か……確かに私の事件だね、こりゃ」

　久しぶりに高い報酬をふっかける時が来たようだ。
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　形状と性質が、刺激によって変わるのが見えざる水銀の最大の特徴だ。鳥の体内にも、血の代わりに流れている。あいつにとっては、血であり肉であり、また道具でもある。

　その道具を使って、鳥は現在調査をしてくれている。猪崎市を飛び回って、手がかりを探しているのだ。私では気づかないところまで見てくれるから、本当に助かる。

　その間、私はどうしているのかというと、白いアザラシのぬいぐるみを枕にしてソファベッドに寝ころんでいた。たぶんまた外に出かけるだろうから、マニキュアの色を選んだりして遊んでいる。この仕事の報酬が入ったら、また新しいマニキュア探しに行こうか。

「あ！」

　思い出して、跳はね起おきる。

　ヒッシャムさんの住所と電話番号を聞いていなかった。これじゃ報酬の振込先などを伝えられないではないか。

　慌ててドアを開けて階段を駆け下りると、一階に板垣さんはいなかった。代わりに千秋ちゃんがひとりで店番している。

「あ、ひかるちゃん！　聞いて聞いて！　私、さっきナインボールで勝ったんだよ！」

　嬉うれしそうな顔で車椅子を近づけてくる千秋ちゃん。たまに彼女も店番をする時がある。一人で頑張る板垣さんを少しでも手伝ってあげようとするその心意気は、親とケンカ別れしてきた私にとって、羨うらやましくもある。

「千秋ちゃん、お父さんは？」

　板垣さんならヒッシャムさんの連絡先を知っていると思ったのに。

「お父さん、今出かけてるみたい」

　それなら帰ってくるまで待つしかない。私は近くにあった椅子をひっぱりだして、千秋ちゃんの自慢話を聞くことにする。初めてやったビリヤードはとても満足のいく結果だったようだ。しかし、ビリヤード台の高さを考えると、車椅子の女の子には難しいのではないだろうか。きっと天成会の方々が色々と手を貸してくれたのだろう。イイ人たちだ。













　千秋ちゃんの身体は徐々に動かなくなってきている。神経の病気なのだそうだ。原因も治ち療りよう法ほうもわからないこの病気、果たして治る日は来るのだろうか。

　いや、板垣さんはその日が来ると信じて働いているのだ。いつか治療法が見つかった時、すぐに千秋ちゃんを治すためにお金を貯ためているのだ。

　でも――

「ひかるちゃん、聞いてる？」

　ちょっと拗すねたような顔で、千秋ちゃんが私の肩を揺すってきた。

「あ、うん。聞いてる聞いてる」

　慌てて取りつくろう。

『まーた油売ってんのか、ひかる！』

　どう弁解しようか迷っていると、ちょうど鳥が帰ってきた。

『俺にだけ働かせるんじゃねーよ！　てめぇがグータラしてる間に俺様がどんだけ働いてるかわかってんのか!?　疲れて死にそうだぜ！』

「あっそ。でもまぁ、あんたが帰ってきたってことは、私も働かなきゃならないってことね。あーあ、めんどくさ」

『そーいうことだ。オラ、とっとと支し度たくしろ』

「……？」

　いつもだったらもっと文句たれるのに。

『それよりもひかる。オメー、さっき使った探偵眼鏡、アレ壊れてねーよな？』

「なによ、いきなり……んなわけないじゃない」

　これでも道具は大切にするのだ。額にかけていたディテクティブ・グラスを下ろして、かけてみる。

　…………。

「大丈夫。ちゃんと作動してるわよ」

『オーケー。そんじゃ出かけるぞ』

「はいはい」

　椅子から立ち上がり、身体を伸ばす。大して動いてもいないのに、どっと疲れが出た。

「ひかるちゃん、またお仕事？」

　寂しそうな顔の千秋ちゃんに、私は不自然なほど明るい顔を見せる。

「この仕事が終われば、報酬がたっぷり手にはいるのよ！　そしたら千秋ちゃんにもごちそうしてあげる！　楽しみに待っててね！」

「ごちそうって、隣の一心さんの特盛りラーメンじゃないの？」

「あれをごちそうと言わずして、どーすんのよ！」

　憤ふん慨がいして指を突きつけても、千秋ちゃんは苦笑するだけだった。あのラーメンの高級さを理解するには、まだ早すぎるようだ。
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　出かける前に、全ての道具をチェックする。武器になりそうな道具、自分も含めた誰かの命を助けてくれそうな道具、小ずるい真似ができそうな道具――半分は自分で作り、半分は師匠にもらった。鳥と一緒にこの仕事を始めてから、自分なりの生活スタイルは確保できた。しかしそれは確実に危険と同居するものだった。

　だから身を守るために道具を使う。錬金術の道具を。

　錬金術は誰かを幸せにするためにある、と師匠の師匠のさらに師匠が言っていたそうだ。私もその人の意見に同意。ひいては、全ての技術は誰かを幸せにするためにあると思っている。子どもの甘い考えかもしれないけど、誰かが幸せになるために、私は鳥屋を作った。

『ほらよ。借りてきたぜ』

　窓から戻ってきた鳥が、首を器用に動かして嘴くちばしにくわえていたものを投げてくる。

「サンキュ」

　天成会の若い衆が持っている原付の鍵かぎだ。

『ひかる、今回は本気出していいんだな？』

「むしろ出して。でないと死ぬかも」

『オーケー』

「……あんただって、こういう事件、ムカつくでしょ？」

『ああ、ムカつくぜ。真犯人の目ん玉えぐりだしてやりてぇ』

　道具をまとめ、最後に首からさげたペンダントを確認する。金でも銀でもない、この世で一番貴重な金属で作られたもの。裏に「Ａ．Ｈ　to　Ｈ．Ｈ」と彫ほってある。師匠からもらった、一人前の錬金術師である証あかしだ。

　荷物をショルダーバッグに詰めると、私たちは鳥屋の事務所を飛び出した。途中で四階の人に会ったので、バイクと千秋ちゃんのことでお礼を言い、現場に向かった。

　花泥棒は盗んだ花をどうするのか。それが私の一番の疑問だった。売るにしても、高価な品だから買い手が見つかるまで管理しなくてはならない。そして管理が難しい花だからこそ、高価なのだ。

　人目につかず、かつ花を管理できる広い場所――そんな場所、けっこう限られている。

　と思いきや、ここ猪崎市はけっこう田舎だ。人目につかない広い場所がいっぱいある。ちょっと高いビルに登って周りを見れば東西南北あらゆるところに山が見える。さすが日本。こんな時代でもまだまだ自然が残っているのだなぁ。

　感心するだけなら誰にでもできるが、鳥のヤツは誰にもできないことをやってのけた。長いこと飛び回って、奇妙な花が群生しているところを発見したのだ。予想通り、めったに人が行かない山の中腹にある広場だった。そこに盗まれたであろう花が植えられていたと鳥が教えてくれた。

「ひかるサン！」

　線路沿いの道路を走っていた私の隣に、一台の軽自動車が近づいてきた。

「ヒッシャムさん！」

「チアキさんから話は聞きマシタ！　ワタシも花ドロボーに会いたいデース！」

　軽自動車のハンドルを握っているヒッシャムさん。目が燃えている。よほど犯人を憎んでいるのだろう。

「危険ですよ!?　犯人が何するかわかりませんし！」

「平気デース！　ココに秘密兵器が――」

　と、胸ポケットを探るヒッシャムさん。しかし私に見せたかったであろうモノは、いつまで経っても出てこない。

「――忘れてしまったようデース……」

「いざとなったら私に任せて、逃げてくださいね……」

「イェース！」

　この調子なら、きっと止めてもついてくるだろう。あきらめて一緒に現場へ行くことにした。途中、原付では登れない道があったので、ヒッシャムさんの車に移った。

　それでも途中でガス欠になり、私とヒッシャムさんは残り百メートルほどの距離を歩いて現場にたどり着いた。百メートルっていうとすごく近そうに聞こえるけど、実際はとんでもない傾けい斜しやで、五倍以上の距離を歩いている気分だった。

　そして私たちが見たものは、一面の花畑。

　いや、花畑というのは語ご弊へいがあるかもしれない。精肉工場を牧場と呼んでいるような気分になる。

「ノォ……これは……ヒドイ……」

　そこに植えられていた花たちは、みな原形を留とどめていなかった。どれも毒を持った爬は虫ちゆう類るいのようなどぎつい色・柄で、花びらも茎くきも不自然にねじくれている。中には動物のように蠢うごめいている花もある。

　それなのに、周囲に置かれている道具は普通のスコップや台車。なんだかすごくミスマッチだった。

「これは……。科学で、こんな花は作れマセン……」

　吐き気をこらえるような顔のヒッシャムさん。実際、臭においもひどかった。私も無意識に口元を手で押さえていた。

「そうですね……これは、花というのもアレかと」

　突然、人の気配を感じた。私は目をこらして、花畑の中に立っている人物を見る。

　――良く知っている人だった。偶然、ここにいたわけじゃないだろう。

「でも、すごいですね。一人でここまで作るなんて」

「そうかい？」

　花畑に立っていた板垣さんは、照れたように微笑した。

　いつもと変わらない、花屋のエプロンをつけている。外国人のヒッシャムさんも背が高いが、彼も見おとりしない。モデルでもやっていけそうだ。

　だけど今の彼は――

「板垣さんが……この花畑を作ったんですね？」

　確認のために訊くと、板垣さんは黙ってうなずいた。

「私が望むものは、綺麗な花でも高価な花でもない。そんなものは自然に任せておけば良いんだよ。この世には、人間なんかじゃ想像もできないような成長をとげる花が沢たく山さん存在するんだ。私があの店でやりたかったのは、そんな奇き跡せき的てきな花たちを紹介することだったんだ」

　あのフラワーイタガキでその言葉を聞けば、きっと私は感かん銘めいを受けたと思う。板垣さんの言葉にウソはない。誰よりも花を愛している板垣さんだ。きっとこの花を作ることにも抵抗があったんだろう。

「薬草を作るため、ですか？」

「ひかるちゃんにはお見通しか」

　苦笑する板垣さん。その笑いはいつものスマイルとは違っていた。優しい目も、キラリと光る歯もない。疲れた中年が見せる、寂しい笑顔に見えた。

「薬草……それは、チアキさんのためデスか？」

「ヒッシャムさん。ご注文の花を届けられなくて申し訳ない。この埋め合わせは、あとで必ずします」

　深々と頭を下げる板垣さん。しかしヒッシャムさんは歯ぎしりして花を見ている。

「チアキさんのビョーキを治すために、こんな花を作ったンデスカ!?　だったら、なんでワタシに相談してくれなかったんデスカ!?」

　裏うら切ぎられたと思っているのだ。唾を飛ばして怒るヒッシャムさんに、板垣さんは言葉を返さない。私もうすうす勘かんづいていたこととはいえ、ショックが大きかった。

　そもそも板垣さんが私に依頼した時から、何かがおかしいと思っていたのだ。

　あの時、この事件は私向きだと言った。

　私は警察や民間の探偵じゃ解決できないような事件を、鳥と一緒に解決してきた。だけど今回の事件は、パッと見ではただの窃盗事件だ。この事件に見えざる水銀が使われているとわかったのは、ついさっき。

　なのに板垣さんは、最初から私向きの仕事だと言った。

　――錬金術師の私向きだと。

　その疑問は、探偵眼鏡でフラワーイタガキの店内を見た時に確信に変わった。微び量りようだが見えざる水銀が花に付着していたのだ。

「どうして、自分から墓ぼ穴けつを掘るような真似を？」

「うん……そうだね。ひかるちゃんに言わなければ、バレなかったかもね。いや、それはないか。遅かれ早かれバレていたよ」

　毒々しい花の中で、一人笑う板垣さん。

「この方法を教わった時には、千秋が治ると思ったんだ。現代の医学で治らないのなら、神秘の力に頼るしかなかったんだ。日に日に身体が弱くなっていく千秋を見ているのが、つらくなってね――」

　板垣さんは表情を崩くずさない。

「理論を教えてもらって、いけると思ったんだよ。だけど完成するのは毒草ばかり。惜おしい所まではいくんだ。だけど千秋の薬にはならなかった。ギャンブルと一緒だね。もうちょっとでいけると思うから、どんどんはまっていく。そうしているうちに、思い出してしまったんだ」

「何を……ですか？」

「最初に言ったことさ。自然のままの花が一番綺麗だってね。花屋の端はしくれとして、思い出しちゃったんだよ――」

　板垣さんはそれでも笑っていた。

　笑いながら――目から涙がこぼれていた。

「千秋を助けたいっていう気持ちが、綺麗な花から毒薬を作り出す自分をごまかしていることに、どうしても耐えられなくなったんだ……だけど実際は、この薬草作りがやめられない。こんなことをして身体を治しても、千秋が喜ぶわけがないって、そうわかっていても、どうしても……！」

　その時、板垣さんの周囲に咲いていた花が動き出した。彼の腰ほどの高さに生えていた花が、肥ひ大だい化かしている。茎が人間の腕ほどの太さになり、花びらからなにか怪しい液体がしたたり落ちている。

「オウッ!?」

　ヒッシャムさんが転んだ。彼の足にツルが巻きついていた。まるで触しよく手しゆのように絡からみついて、彼の動きを奪うばう。

「どうだい……私の花は、もうこんなことまでできるようになってしまった……肉食の花もいる。これはもう……まともな花屋のやっていいことじゃないだろう！」

　板垣さんが叫んだ直後、私は後ろに跳とんだ。

　私がいた地点を触手のようなツルが払った。もはや人間の胴体ほどの太さまで肥大している。あれはレスラーのラリアートくらいの威い力りよくがあるだろう。

　一瞬、ヒッシャムさんの安あん否ぴを確かめる。頭を打ったのだろう、木にもたれて気絶していた。板垣さんはそれ以上手を出すつもりはないらしい。

　ポケットから革手袋を取りだし、素早く両手にはめる。そしてカバンから武器を取り出す。武器といっても大したものじゃない。指し揮き棒ぼうに似た、小さなステッキだ。魔法少女にはほど遠い。

「鳥！」

『おうよ！』

　次の瞬間、空から一条の光線が花畑に向かって照射された。細い光線は花畑を薙なぎ、花たちを燃やし始める。奇怪な叫び声を上げる花たちに、私は顔をそむける。

　しかし目の前にいる敵の存在は、決して見落とさない。

「板垣さん――」

　燃えさかる花畑。

　その中央にいる板垣さんの手には、拳けん銃じゆうが握られていた。この状況で使うのだ。本物か、さもなくば本物に似せた――

「本気……ですね」

「そうだ。ここまでひかるちゃんを呼んだんだ。生なま半はん可かな気持ちじゃできないよ」

「そうですか……」

　本気で、私に倒されるつもりなんだ。

　誰かに裁さばいて欲しかったんだ。葛かつ藤とうしている自分に、終しゆう止し符ふを打ってもらいたかったんだ。自分で止められないのなら、誰かに止めてもらうしかないんだ。

　そういう依頼だったんだ。

『板垣の旦那！　そのへんにしとけ！』

　頭上を旋せん回かいしていた鳥の口から光線が吐き出される。さっき花畑を焼いたのと同じものだ。あれをまともに喰らえば、普通の人間なら良くて病院送りだ。

「っ！」

　しかし板垣さんがエプロンのポケットからモノを取りだした――と思ったら、鳥の光線をかわした。いや、かわしたといっても、これはどう説明していいやら。

　花畑の中央に立つ板垣さんの身体が、まるで穴に落ちたかのように沈んだのだ。そして数瞬の時を経て、別の場所に浮かんでくる。

「板垣さん、それは！」

　錬金術。

　間違いない。花を奪ったのも、その力だ。きっと二つの場所にトンネルを作る道具だ。どういう原理か知りたいが、聞けば教えてくれるだろうか。

「もらい物だよ」

　こともなげに言い放ち、板垣さんがチューブ状のそれを投げ捨てる。そして私に銃口を向け、ためらいもなく撃うった。

「うわっ！」

　それは私の横を通り過ぎ、近くの木に当たった。木が根本から折れ、倒れる。

　銃から放たれたのは弾丸ではなく、光線だった。鳥とまったく同じモノだ。どう見ても普通の銃なのに、白い光が私に浴びせられる。

　外れたのは、私の指揮棒のおかげだった。

「すごい棒だね、それ……」

　尻しり餅もちをついている板垣さん。

　私の持っていた「月面体感機」のおかげで重心を狂わせたのだ。任意の場所の重力を最大で六分の一にするこの棒があれば、どんな敵も――転ばせられる。それだけで充分だ。

「板垣さんこそ、その銃、どうしたんですか……？」

　肩で息をつきながら、私が尋ねる。

「昔の名残なごりだよ。海外にいたころ、これで商売していたこともあってね。弾詰まりがないから、使いやすい」

「昔って……」

　天成会の組長がお世話になっていたって、そういうことだったのか。

「もともと銃工ガンスミスのほうが性しように合っていると思ってたんだ。だけど花と千秋のおかげで、そんな自分は間違っていたと思った。皮肉だね。その古科学のせいで、銃工の血が騒いでしまった」

「古科学……？」

　錬金術ではないのか。初めて聞く名前だった。板垣さんにその古科学とやらを教えた人間は、いったい――

「さて、そろそろ終わりかな」

　周囲を見渡してつぶやく板垣さん。

「タイムオーバーだ。私の負けでいいよ」

　彼の周囲に炎が迫っていた。元が燃えやすい花なのか、火の高さは板垣さんの身長くらいにまで昇っている。鳥のヤツ、全て燃やし尽くしてしまったのだ。あれでは板垣さんが煙に巻かれてしまう。

「板垣さん！　こっちへ来て！」

「いいよ、ひかるちゃん。私はもう、ここでいい」

　銃をこちらに向けながら、板垣さんは笑みを崩さない。

「すまなかったね。こんなことして」

「何言ってるんですか!?　千秋ちゃんはどうするんですか!?」

「千秋のことは君に頼む。最後まで……いや、ずっと迷めい惑わくかけっぱなしだね。本当にゴメン。だけど、私は昔から不ぶ器き用ようでね。こんな生き方しかできなかったんだよ」

「ふざ――」

　思わず私は駆かけ出だしていた。

　なんて言い草だ。許せない。絶対に許せない。

『……っけんなぁ！』

　私よりも早く、鳥が急降下していた。燃えさかる花畑に突っ込み、板垣さんの前に立ちはだかる。

「なっ……！」

　板垣さんが何かする前に鳥が頭ず突つきをかまし、板垣さんをその場に倒す。

『オラァァァァァァァァァッッッ！』

　鳥の口から、今までにない量の光線が吐き出された。白く輝くその光線は、花畑をぐるりと一周し、燃えさかる炎を一瞬でかき消した。まるで修正液のように、赤い色が全てなくなる。たった数秒で、業ごう火かの庭はただの消し炭になっていた。

　その炭の中を私は走る。足の裏に激痛が走ったが、無視して板垣さんの元へ走った。

　もはや花畑とはとうてい言いい難がたい、黒い広場の中央に倒れている板垣さんの上に馬乗りになり、その顔面を思いっきり殴なぐった。

　板垣さんは抵抗もしなかった。

　それでも、もう一発殴った。

「なに言ってるんですかぁっ！」

　感情に任せていたら、知らず知らずのうちに怒鳴っていた。

「あなたが死んだら、病気が治ったって、千秋ちゃんが喜ぶわけないでしょっ！」

『てめぇ、罪だけ引っかぶってとんずらなんてさせねーぞ！　親だったら、最後まで子どもの面めん倒どう見ろい！　そうでなきゃ、こんな花を作った意味すらなくなるじゃねーか！』

　私と鳥、ふたりの声が板垣さんに浴びせられる。

　板垣さんがどんな状態だろうと、これだけは必死で伝えなくてはならなかった。千秋ちゃんが今でも帰りを待っているのだ。私たちじゃなく、板垣さんの帰りを。

「千秋ちゃんに必要なのは、薬じゃなくて板垣さんの笑顔なんですよ！」

　胸倉を摑つかんで、無理やり板垣さんを立たせる。彼は素直に立ってくれた。

「ひかるちゃん……」

　板垣さんが何か言おうとしたその時、

「アブナイっ！」

　ヒッシャムさんの声に振り返った時は、もうすでに何かが眼前まで迫っているところだった。まぶしさに目をそむけてしまう。

　後で気づいたが、それは光線だった。鳥が普段吐く光線よりも何倍も太い、たとえるならその辺に生えている大木ほどの太さの光線が、突風を伴ともなって一直線に私たちへ放たれていたのだ。

　私が命令するよりも早く、鳥は行動していた。私と板垣さんの前に立ちはだかり、光線を身体で受け止めていた。

「鳥っ！」

　鳥が口から吐く光線よりもずっと太いそれは、しかし鳥の体の前で遮さえぎられていた。まばゆい光と、ほのかな熱が感じられる。

　目の前に翼の形をした、光の盾たてがあった。鳥のものだった。最初、体長ほどの大きさだった光の翼は、徐々に大きさを変え、しまいには一対の翼が私たちを包み込むような形になる。

『誰だてめぇは！』

　光線を弾くと、鳥が輝いた。一瞬の出来事なので、そうとしか見えなかった。さっきと逆の方向から突風が私たちに吹きつけてくる。鳥が口から吐いた光線の衝しよう撃げき波はだった。細いらせんを描く光線が射手に放たれている。

　しかし手て応ごたえはない。光線は山の木を数本薙ぎ倒しただけだった。私たちを狙った光線の射手は、素早く消えていた。おそらく、板垣さんに古科学とやらを教えたヤツか、その仲間だろう。板垣さんの口を封じるために来たのだ。

「ナント……！」

　遠くの方から、ヒッシャムさんの声がする。そうだ、彼は巻き込まれなかっただろうか。

「ヒッシャムさん！　大丈夫ですか!?」

「ひ、ひかるサン……！」

　ヒッシャムさんは私を見ずに、鳥の方を凝ぎよう視ししている。

「あ、あの鳥サンは……ひかるサンのパートナーでしたヨネ……？」

　尻餅をついたまま、木に寄より添そっている。異様なほどおびえているが、そんなに鳥が怖がらせてしまったのだろうか。

「すみません、鳥のヤツがちょっとビックリさせてしまいましたね」

「ビックリもなにも！　あの力は……あの、見えざる水銀の力は……」

　そしてヒッシャムさんは、奇妙な名前を口走った。




「……まるで……ガーゴイル……！」




　その名前はどこかで聞いたことがあった。

　ゲームとかでよく出てくる敵キャラの名前だ。確か石像の姿をしており、侵入者が近づくと悪魔の姿になるのだ。だけど、鳥のどこがガーゴイルなんだろう。

「ひかるサン……あなたも錬金術師デスネ……？」

　すがるような目のヒッシャムさん。どうやら彼も錬金術に明るいらしい。縁えんとは不ふ思し議ぎなものだ。今度いろいろ聞いておこう。そのガーゴイルとやらにも興味があるし。

　それと――

「おーい、鳥！」

　私は、板垣さんの周りを旋回し警けい戒かいし続ける鳥に手を振った。

『あんだよ!?　まだ敵がいるかもしれねー……』

「あんたの名前、決まったよ！」

　すると鳥は空中で静止して、ようやくこっちを向いてくれた。

『……はぁ？』

　その顔は、本当に豆鉄砲を喰くらったみたいにマヌケだった。
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　古科学というのは、日本古来から伝わる科学のことだそうだ。海外から様々な技術が伝来するまでは、日本のほとんどの不思議な事象は神仏妖怪の類たぐいの仕し業わざとされていた。

　そのオカルティックな事象を体系づけ、さらに道具にしたのが古科学だという。板垣さんが言うには、エレキテルで有名な平ひら賀が源げん内ないも古科学の使い手だったそうな。古科学を使っているうちに偶然生まれたのが、現代科学の起こりだという。もともと平賀源内は地学や生物学など、自然を研究する人だったから、自然のオカルト――つまり日本の八や百お万よろずの神とは切っても切れない仲だったろう。

　板垣さんが花を盗んだときに使ったトンネルを作る道具も、それだ。「遁とん甲こう穴けつ」という名で、忍者が追っ手を振り切る時に使ったそうだ。古科学とはそういう歴史の裏の集団が使う科学なのか。

「でも、なんでそれが現代まで続いてるんですか？」

「続ける価値があったからだろうね。錬金術でいう……その、見えざる水銀だったかな？　それと同じようなものが発見されたからだろう」

　私が質問すると、板垣さんは素直に答えてくれた。

「ひかるちゃんの道具を見せてもらったけど、確かに似てる部分は多いね。あ、あとちょっと壊れてるみたいだから直しといたよ」

「……板垣さんが？」

「銃工ガンスミスの時のノウハウも生かしたからね。理論さえわかれば、修理くらいできるさ」

　そう言って親指を立てる板垣さん。なんてイイ人だ。またキラキラと後光が見えた。やはり板垣さんはこうでなくては。

　三階の事務所には、私と板垣さんとヒッシャムさんがいる。板垣さんは火傷やけどのせいで身体中に包ほう帯たいを巻いているが、命に別状はない。

　大火傷を負おって帰ってきた板垣さんを見て、千秋ちゃんがどんな反応をしたかは、まぁご想像の通りだ。そんな千秋ちゃんを見て、ようやく板垣さんも我に返ったようだ。

「これが、その手紙だ」

　板垣さんが机の上に置いた紙には花の育成法が書かれてあった。入手が困難な薬品などは、別べつ途と送付されてきたという。もちろん差出人は不明だ。

「でも……どーしてイタガキさんのコトを知ってたんデスかねぇ？　これをイタガキさんにさせて、送り主に何のメリットがあるんデショウ？」

　紙を眺ながめるヒッシャムさん。彼も錬金術師だという。そしてヒッシャムさんは、千秋ちゃんの病気を調べて、正しい薬草を作ってくれると約束してくれた。見てくれは怪しいが、なんでだろう、ヒッシャムさんのこういう言葉は信じられた。

『んなの決まってるだろ』

　鳥籠の中の鳥――ガーゴイルが鼻を鳴らす。鼻穴しかないくせに。

『挑ちよう戦せん状じようだよ。ひかるへの』

「ひかるサンへの……？」

『その古科学ってヤツの使い手は、この町でなんかしたいんだろ？　だったら絶対にひかるが邪魔になる。そうならないように、脅おどしかけてんだよ』

「なるほどねー……だとしたら私も、けっこうライバル視されてんのね」

　ちょっと光栄だけど、それで板垣さんを巻き込んだとあっては話が別だ。

「ガー助、あとでこの辺に怪しいヤツがいないか調べてきてね」

『おう……って、なんでガー助なんだよ!?』

「ガーゴイルのガー助。よくない？」

『よくねぇよ！　もっとマシな名前つけろよ！』

「鳥よりマシじゃない」

『低いレベルで比べるんじゃねぇよ！』

　そのやりとりを見ていたヒッシャムさんが、クスリと笑った。

「アナタタチは、ホントーによく似ていますネェ」

『あ？　誰にだよ？』

「デスから、ガーゴイルさんタチにデスよ。口は悪いデスが、仲の良さはソックリデース！」

　仲の良さ……？　私とガー助の、どこを見て仲がいいと言えるのか。

　それに、私たちはガーゴイルという存在をよく知らない。

「ヒッシャムさん、あの……そもそもガーゴイルって何なんです？」

「オゥ……錬金術師アルケミストなのに、知らないとは……ビックリデース」

「すいませんねぇ、無知で」

　口をとがらせていると、ヒッシャムさんはうなずき、神しん妙みような顔になる。

「それじゃ、お話しシマース。つまるところ、ガーゴイルさんは――」

　ヒッシャムさんの説明は、ごく簡単だった。

　それでいて、ガー助と自分が置かれた立場を認識するには充分だった。

　名づけた以上、その名に恥じない働きを求められるのなら、期待に応えるしかない。古科学だかなんだか知らないが、ガー助と私で大好きな人を守り抜くんだ。それは鳥屋を始めた時から決めていたことだ。

　そしてヒッシャムさんの言葉を聞いたガー助といえば、ただ苦笑するだけだった。




「――ガーゴイルとは、最強の守り手ガーデイアンの名前デス」








おわり　　　　　

























　御ご色しき町ちようは今日も平和である。いつものように吉よし永ながさん家ちの門番が光線を放ち、商店街は爆炎で覆おおわれ、それを見とがめた吉永さん家の長女がドロップキックでいさめる。それをのほほんと眺ながめる商店街の人と、泣きながら眺める爆風に巻き込まれた人。

　そんな喧けん噪そうから少し離れた、国道沿いの一軒家。

　近所の人なら誰でも知っている、トーグーエレクトロニクスの若社長の別宅である。社長というだけあって金のかかっていそうな家かと思えば、そうでもない。実際に金がかかっているのは外から見えない所なのだが、それは近所の人にはわからないこと。おかげで若社長は「イヤミのない、素す敵てきなハンサムボーイ」とおばちゃんたちからあこがれの眼まな差ざしで見られている。

　そんな家の応接室に、この家を守る金色の獅し子し、ケルプが盆ぼんを持って出現した。

『粗そ茶ちやでございます』

「ああ、ありがとう」

　主人である東ひがし宮みや天あま祢ねには、いつもの紅茶を。

　そして客人には日本茶を。

「――すまない」

　客人はケルプに丁てい寧ねいに頭を下げた。

　軍人のようだった。ただし少年兵だ。サイズの合わないコートを肩からマントのようになびかせている。

　彼とは一度、刃やいばを交まじえたことがあった。さまざまな事情が絡み合った結果、彼はこの町を去った。それ故ゆえに、二度と会うことはないと思っていた。

　必要ないとは思うが、小さく警けい戒かいしながら主人たちの会話を聞くケルプ。

「しかし驚おどろいたね。まさか君がうちの姪めいの面めん倒どうを見てくれているとは」

「……なりゆきだ」

「いや、兄代わりとして礼を言わせてくれ。本当に助かるよ。君がついててくれれば、あいつも安心だ」

「何な故ぜそこまで安心できる？　俺は一度はあんたたちに刀を向けたんだぞ？」

　それはケルプも同じことを思っていた。

　だがそれは彼の人格と何ら関係ない。拳こぶしを合わせて初めてわかることもある。彼は信頼に値あたいする男だ。ただあの時は、陣じん営えいが異ことなっただけのこと。

「君が性しよう根ねから腐くさった人間だったら、うちの姪は今頃生きていないさ。今の話を聞く限りじゃね。そうか、古こ科か学がく者しやにも派は閥ばつのようなものがあるんだな……」

　考え込む主人。

「君は、その派閥には入らなかったわけだ」

「ああ。入る理由がないし、逆に敵対する目的もできた」

「ほう？　聞かせてもらえるかな」

「話す意味があるのか？」

「あるよ。僕も古科学者について知りたいことがいっぱいあるからね。ひいては君やひかるの助けになれるかもしれない」

「……わかった」

　主人が笑うと、喜き一いち郎ろうはたどたどしく話し始めた。

　口くち下べ手たな彼だが、なんとか理解してもらおうと言葉を選ぶ様子はとても好感が持てた。
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　ここに来るたびに本人とのギャップに驚く。数年前にリフォームしたその家は、二階建ての洋装建築。庭付きガレージ付きの一軒家だった。家の中に入っても特別なものは置いていない。警けい察さつが踏ふみ込こんでも、尻尾しつぽの毛すらつかめないだろう。

　武士のような厳いかめしい古科学者だからといって、生活の全てまで古くさいわけではないのである。

　一階から二階までくまなく探索し、敵はおろかゴキブリ一匹も存在しないことを確かめると、高たか原はら喜一郎は安あん堵どの溜ため息いきをつき、懐ふところに忍ばせていた武器から手を離した。そうしてから、今更ながら土ど足そくで踏み入ったことを心の中で家主に謝あやまり、その場で靴くつを脱いだ。

　編み上げの靴は、軍ぐん靴かである。その上もカーキ色のズボン。旧日本軍のものだ。そして同じく旧日本軍のコートを肩からマントのように羽は織おっている。目ま深ぶかに被かぶった軍ぐん帽ぼうは、時間と共に色あせていた。

　家はもぬけの空だった。誰かに荒らされた跡あともなく、不ふ審しんなものも置いていない。ちょっと買い物に行っているだけ、と聞かされても信じてしまう。

　だがここの家の住人は、数日前から消しよう息そくを絶っている。

　思いついて、台所に行ってみた。冷蔵庫を開けると、ジャムなどの保存の利きくものしかない。野菜や肉などの傷いたみやすい食材は入っていなかった。この事から、ある事実が推測できる。

「…………」

　唐突に、喜一郎は懐に手を入れた。

　程なくして、誰かが近づいてくる。遠えん慮りよのない足音だった。

「よー」

　馴なれ馴なれしく話しかけるその声は、小さな子どものものだった。その声を聞いて喜一郎も警戒を解いた。

「腹減ったの、喜一郎？」

　丈たけの長いコートを着ていた。フードを頭から被り――仮面をつけている。西洋のものではない、歌か舞ぶ伎きのような隈くま取どりがある。

「……だからといって人様の冷蔵庫に手はつけん」

「つけてるじゃん」

　コートの長い袖そで口ぐちから指が伸びる。

　ちょうど冷蔵庫のノブに手をかけているところだった。

「ハラ減ったなら言えよ、買ってくるからさー」

「そうじゃない。冷蔵庫の中に食材がなにも入っていないんだ。だから磯いそ山やまさんは自分からこの家を出たってことになる」

「なんで自分から家出たことになるの？」

「長期に渡って家にいなければ、食材が腐くさるだろ。だから料理したり捨てたりしたんだ」

「磯山のおじさんって、マメな人だったモンなぁ……」

　フードの子どもは肩をすくめながら、キッチンに向かう。そして勝手に棚を開けてお茶を取り出した。特に何も気にせずコンロのスイッチを入れる。

「あれ、つかない」

「ガスも止めてあるんだ。これで誰かにさらわれた線も消えたな」

「喜一郎、お茶いれようか？」

「だから、それは磯山さんのお茶だろうが……」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな仮面の少年に辟へき易えきしつつ、喜一郎は何か火をおこせる道具がないか、探し始めた。腹も減ったので、食事にするつもりだった。







　磯山というのは喜一郎と同じ古科学者である。石せつ琴きんという石でできた楽器を作るのが仕事で、喜一郎もその音色を何度か聞かせてもらったことがあった。しかし今は作業場に石が乱らん雑ざつに積み上げられているだけで、全ての石琴が消え去っていた。

　その作業場に腰を下ろし、カップラーメンを食べる喜一郎。磯山の家にあったものではない。ちゃんと近くのコンビニで買ってきたのだ。もうすっかり冬になってしまった。吐く息は白く、暖だん房ぼうもないこの家でも風を防げるのはありがたかった。

「カンジ。おまえ仮面はどうした」

　フードに隠れそうな少年の仮面を見る喜一郎。

「……取られたよ。怪かい盗とう白びやく色しきに」

「ああ、例の怪盗百ひやく色しきの娘か」

「正直、ちょっとナメてた。ボクもそれなりに使えるはずだったんだけどな」

　悔くやしそうなその声に、喜一郎はうなずく。

「俺も同じだ。ケルプという天使にやられて、逃げ帰ってきた」

　箸はしを置き、自分の手を見る喜一郎。あの黄金の獅子に何度焼かれたことだろう。自分が不死身の身体からだでなければ、骨も残さず燃え尽きていただろう。

　磯山失しつ踪そうの報を受けてここまで飛んで来たが、何も連絡がなかったとしてもリベンジする気にはなれない。

「ケルプ？　あの町って、ガーゴイル以外にもいたの？」

　驚くカンジに喜一郎は小さくうなずくだけ。

「え、ちょっと待てよ！　それじゃ最初の情報と違うじゃん！」

　仮面をしているのに、表情がまるわかりのカンジ。怪盗白色に取られたと言っていたが、いつも予備の仮面を持っているのだろうか。

「俺はてっきり、おまえが噓うその情報を教えたと思っていた。あそこはガーゴイルと高原イヨだけじゃない。錬れん金きん術じゆつ師しの町だ」

「じゃあ――平ひら賀がさんが？」

「カンジじゃないとしたら、そうだな。御色町に行くようにそそのかされたのも、あいつの差し金だ。ったく、何企たくらんでるのか知らないが、回りくどいことをさせる」

「……いつも思ってたんだけどさ」

　お茶に口をつけながら、カンジが呟つぶやく。

「喜一郎って平賀さんにも偉えらそうな態度だよな。昔から知ってるのか？」

「あいつがおまえくらいの子どもの時から、面倒を見ていた」

「そんな昔からの付き合いなのかー。不死身って便利だなー」

　わかっているのかいないのか、溜息混じりの苦笑。

　カップラーメンを食べ終えると、わずかだが身体が温まった。すっかり暗くなった外を見て、ここに一泊することに決めた。カンジはもとよりそのつもりだったらしい。布団ふとんを取りに行ってしまった。

　このカンジという子どもと知り合ったのは、喜一郎が日本に帰ってきた直後だった。数十年ぶりに帰ってきた日本で、時差ボケというよりはジェネレーションギャップに近い感覚を味わっていた喜一郎を何度も助けてくれたのだ。

「喜一郎さー、不死身でも栄養はとらないとまずいぞー。死なない身体で成人病になったら取り返しつかないだろ」

　なんとなくだが、普段のボケた喜一郎の世話を焼くのがカンジの仕事みたいになっている。浦島太郎のような時じ代だい錯さく誤ご人間をサポートしているうちに、そういう役割だと思いこんでしまったのか。実際、かなり助かっているのだが。

「ああ、そういえば初めてハンバーガー屋に入ってみた。ちゃんとカンジに教わったとおりにやったら食べられた」

「本当に!?　成長したじゃん喜一郎！」

　古科学という学問の性質上、どうしても年寄りが多い集団なのだが、カンジはそういう面でも喜一郎に懐なつきやすかったのだろう。少なくとも見た目の年齢は一番近い。それを知ってか、気難しい古科学者の中にはカンジを通して喜一郎にコンタクトを取ろうとする者までいた。カンジの口からなら頼み事がしやすいと思っているのだろう。つまりそれだけ厄やつ介かいな仕事を頼まれるのだ。

　今回の調査も似たようなものだった。だがこれは厄介な頼み事ではない。喜一郎にとっても重要な仕事――いや、もっと大切な事件だった。

　古科学者に異変が起きている。最初の事件が発生してから今日までに、すでに六人の古科学者が失踪している。失踪だけではない。犯罪者として警察に逮たい捕ほされた古科学者が二人、度を過ぎた研究をして喜一郎自身に粛正された古科学者がひとり。

　すべて一ヶ月の間に起きた事件だ。

　潜せん在ざい的てきな被害者はもっといるだろう。探せばどれだけ出てくるのだか。

　原因を調査しようにも、当事者がいないので難しい。今回もこうして自宅に侵入したはいいが、わかったことといえば「失踪者本人が自発的に消えた」ということくらい。

　喜一郎に傷を付けた天使がいた町も、その繋つながりで調べていたのだ。錬金術師がこの事件に関かかわっているのではないかという情報だったのだが――まったくのデマだった。

「なぁ、カンジ――」

　意見を聞こうとしたが、すでにカンジは持ってきた布団にくるまって寝てしまっていた。窓の外を見ると、もう暗くなっている。寝るにはまだ早い時間だが、カンジも疲れたのだろう。怪盗白色とやりあった後だ。

「勝手なヤツだ」

　苦笑する喜一郎。もちろん、普段の世話の恩おん義ぎを感じているから出る皮肉だが。

　もともと古科学者の団体というものは存在しない。一つの学問を追究していくにつれ、自然と交流が深まっただけの、ただの同志という付き合いだ。中には個人的に酒杯を酌くみ交かわしたりする者もいるだろうが、組合というものはない。

　集団に属するよりも、個人同士の結びつきが強いのが古科学者だ。ここに住んでいた磯山という古科学者も世話好きな性しよう分ぶんで、喜一郎が日本に帰ってきた時、一時的に面倒を見てくれたのだ。もちろん、失踪するそぶりなど微み塵じんも見せなかった。

　カンジも磯山に世話になった口だろう。でなければこの家のお茶や布団の位置はわからない。平然とした態度をとってはいるが、カンジなりに磯山を心配しているはずだ。

「やはり、問いただしてみるしかないな」

　近くにあった石を叩たたくと、澄んだ音がした。
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　古科学とは、はるか古代から続く東洋の学問である。神話や妖怪伝承、迷信などを科学的に解明し、体系化したものである。西洋で流行した、鉄を金に変える学問と目的は同じだ。神秘の力を人間でも容よう易いに操あやつれるようにする、そんな願いを持った日本人や中国人が作り出した学問である。

　これが古科学、と法律で決まっているわけではないので、古科学や古科学者への制約は少ない。リーダーがいるわけでもなく、それ故に派閥や裏うら切ぎりなどもない。少なくとも喜一郎が海外へ旅立つ前はそうだった。

　だが現在は、その構図にわずかな変化が生じていた。バラバラな古科学者をまとめ上げようとしている者がいるのだ。上に立つのではなく、古科学者たちのネットワークの中央にいるような男。

　それは喜一郎にとって、一番の恩人の息子だった。

「やぁ喜一郎さん。お久しぶりです」

　人目を避さけるつもりで裏をかいたのか、待ち合わせ場所は大きな都市にある、高級ホテルのロビーだった。そこの喫きつ茶さ店てんでコーヒーを飲んでいる、黒スーツの男。

　五十歳くらいの男だった。

　彼の父親は大きいというより丸まった体型をしていたのだが、彼は中年太りとは縁えんのない引き締まった身体をしている。

　似ているのは、狐きつねのような細い目と、人なつっこいその態度。

　だがこの男――平賀の目の奥は、常に暗く淀よどんでいる。

「まぁかけてください。何か飲まれますか？」

　いらない、と断ろうと思ったのだが、すでにウェイトレスが側に来ていた。何も注文しないのも失礼かと思い、喜一郎もコーヒーを頼んだ。

「それで磯山さんはどうでしたか？」

「もぬけの殻からだった。石琴もなくなっていた」

「そうですか――残念です」

　残念そうに頭を振る平賀。

　その様子などまるで見ていないかのように、喜一郎は唐突に切り出した。

「なぜ俺たちに完全な情報をよこさなかった」

「……どういうことですか？」

　きょとんとした顔の平賀を、喜一郎は刺すような視線で睨にらむ。

「御色町にはガーゴイル以外の敵もいた。高原イヨや東宮天祢以外の錬金術師や、果ては怪盗までいた。あの町は何なんだ？」

「何、と言われましてもネェ……」

　頭を掻かく平賀。

「私はあなたが知りたかった情報を与えたはずです。そこにガーゴイル以外の敵がいようとも、問題はなかったはずですが？」

「…………」

　確かに喜一郎の目標はガーゴイルだった。隠密行動に徹てつし、どんな相手の挑ちよう発はつにも乗らずにガーゴイルを破壊すればなんの問題もなかった。

　しかし喜一郎は下手な芝しば居いを打ち、大手を振って町を歩き、色々な人と話をした。そうすることが必要だと思ったからだ。壊すだけでは意味がなかったのだ。

「それで、どうでした？　ガーゴイルは古科学の脅きよう威いになりそうですか？」

「……大局的なことは、まだわからない。だが少なくとも、今回の事件とは無関係だ」

　本心だった。錬金術に、古科学に対抗できるほどの力があることは認める。だが喜一郎が接触した錬金術師は、他の学問を陥おとしいれるような真ま似ねをする人物ではなかった。

「まぁ、いいでしょう。我々が気にしなければならないのは、それ以外の脅威ですからね」

「そうだな」

　にこやかな笑みの平賀を見るたびに、喜一郎は嫌な気持ちになる。この男が古科学者の身を案じるような発言をすることが、どうにも噓うそくさく感じるのだ。

　平賀の父は、立りつ派ぱな古科学者だった。真剣に古科学の未来を案じていた。しかし今目の前にいるこの男は、古科学の未来というよりも、自分の保身しか考えていない。子どもの頃から、そんな平賀を諭さとしてきたのもまた喜一郎だった。

　彼が変わったのは、喜一郎が長い旅から日本に帰ってきてからだった。いや、旅の途と中ちゆうで既に変わっていたのかもしれない。古科学者の連絡役のような立場になった平賀は、別人のようだった。

「脅威――か」

「古科学者を消して、どうするつもりなんでしょうねぇ」

　こういう考えもある。個人的に平賀に敵対している人物が、平賀に近しい古科学者をヘッドハンティングする――つまりは、嫌がらせだ。本当のところはわからない。現時点では考えられる要因が多すぎる。

「一つだけわかったことがある。消えた古科学者は、みな自分から望んで消えている。つまり行き先によほど魅み力りよく的てきなモノがあるんだろうな」

「魅力的だけど、後ろめたくて我々に言えないモノなんでしょうねぇ」

「心当たりは――」

「ありすぎますな」

　同時に苦笑する喜一郎と平賀。

　裏の学問に手を出す人間の前には、常に葛かつ藤とうがある。人道、法律、その他の障害によって阻はばまれる知識への道。それらをこじ開ける手段も持っているのに、使えない現実。

　禁きん忌きを破ってまでも手に入れたいものが、彼らにあったのだろうか。

「まったく、怖い世の中です」

　首をすくめる平賀に、喜一郎は同意した。

　何が怖いのか――それは人それぞれだが。

　結局、その日はのらりくらりと言葉をかわされて、欲しい情報はわずかしか手に入れられなかった。いつものことである。むしろ息そく災さいの証しよう拠こだ。

　長い付き合いなので、また会う機会もあるだろう。その時に改めて聞き直せばよい、そう考えていた。




　平賀はその日から三日後に姿を消した。
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　さすがに古科学者の代表とも呼べる人間が消えて、焦あせった。

　高原喜一郎は良くも悪くも昔に生きた人間なので、現代では当たり前の連絡手段に疎うといのが弱点だ。カンジの手を借りて、平賀と親しかった古科学者に連絡をとろうとしたが、その古科学者までもが消えていた。

　最後に連絡をとろうとした古科学者の自宅は、喜一郎の現在位置から近かった。確かめるためにも徒と歩ほでその家に向かう。

　古科学者の家を渡り歩く生活が、もう一週間も続いていた。それこそ北は北海道、南は九州まで、日本全国の失踪した古科学者を訪ねた。全員無事だったら、さぞかし楽しい日本一周旅行になっただろう。溜息だけが土産みやげ物ものになっていく日々に、喜一郎とカンジも疲れ始めていた。

　そこはちょうど関東の端、長野県にあるマンションの一室だった。一人暮らしのその古科学者は風水のような研究をしていた男で、方角はもちろん、高さにまでこだわってこのマンションを借りたのだという。それで何が変わるのかは、喜一郎もよくわかっていない。

　カンジと一緒にマンションを調べるが、磯山の時と同じだった。電気ガス水道全て止めてあり、冷蔵庫の中身もなし。荷物は綺き麗れいにまとめられており、二度とここには戻ってこない意志が感じられる。

「…………」

　喜一郎もカンジも、しばらく言葉が出せなかった。消えた古科学者の動機よりも、次は自分の番かもしれないという恐怖がある。

「……これさ、ひょっとして古科学のピンチ？」

「ピンチじゃないな。もうすでに半はん壊かいしている」

　カンジの言葉にトドメをさす喜一郎。

　平賀の失踪と同時に、喜一郎の知る古科学者は半数がいなくなっていた。もともと裏の学問だ、そう人がいるわけでもない。半数といっても二十人に満たないくらいだ。

　だからこそ、親しかった人が消えるのは堪こたえた。

　このマンションに住んでいたのも、喜一郎に良くしてくれた古科学者だ。先代の平賀の親友で、古科学という不安定な学問について、いつも平賀と将しよう棋ぎ盤ばんの上で議論していた。

「やっぱり、平賀さんが全員連れてったのかな……」

　カンジの声がどんどん小さくなる。

　不安なのだろう。

「――だとすると、おかしな点がいくつかある」

　カンジの不安と自分の疑問を解消するために、喜一郎は口に出して問題を列れつ挙きよしてみる。

「何それ？」

「まず、突然消える理由がない。平賀が何か企んでいるのだとすれば、堂々とやるだろう。あいつは古科学者に顔が広いから、その気になれば古科学者全員をまとめあげて長になることだってできたはずだ」

「そう――だよね」

「消える手段については、このさい無視しよう。その気になれば誰だっていろんな方法で消えることができる。そして、それは古科学に限らない」

「って、古科学以外の敵ってこと？」

「そうも考えられる。平賀がそう見せかけているということも考えられる」

「どっちだよ」

「俺もわからない」

　ここまで話して、喜一郎の頭も疲れてきた。裏の裏まで想像したらキリがない。

　唯一わかるのは、消えた古科学者は平賀を中心とした者ばかり。まず間違いなく事件の中心には平賀がいる。

「んだよ……」

　呆れた声をだして、カンジが溜息をついた。そのままトボトボと歩き出して、部屋を出ようとする。

「どこへ行く？」

「メシ買ってくる。今日もここに泊まるんだろ？　あと喜一郎、そろそろ新しい歯ブラシに買かい換かえる時期だろ。毛が割れてるぞ」

　外に出て行くカンジを見送った後、ふと喜一郎は思う。

　――あいつ、仮面つけたまま買い物してるのか？

　さすがにそれはないだろう。それは店員さんに失礼だ。だがいつも仮面をつけているのはそれなりにポリシーがあってのことだろうし。

　カンジとは父親を通じた仲だった。

　父は有名な折紙作家で、カンジというのは彼の名前だった。その子どもも古科学という学問を楽しく学び、ゆくゆくは父の跡――秋あき里さとカンジという名前を正式に継つぐのだと思っていた。その父が急きゆう逝せいしなければ、きっと今でも古科学を勉強する真ま面じ目めな子どもだっただろう。

　それが今や、喜一郎のように無宿生活をする身になるとは。名前だけは継いだが。

　いっそのこと常に行動を共にしてもよいのだが、カンジ自身がフラフラと旅に出てしまう。カンジに限らず、古科学者は一いつ匹ぴき狼おおかみが好きなのだ。

　そしてそれは弱点でもある。個人主義が強いせいか、古科学者同士の仲がこじれることも多い。徒と党とうを組めば最強なのだが、徒党を組む性格ではなく、そしてそれ故に強いという矛む盾じゆん。

　そこで、ある考えが頭をよぎる。

　――待てよ。徒党を組むにしても古科学者じゃなく……。

　さらにそれを基点に、別の考えが生まれる。

　知っている古科学者が全て消えたのだとしたら、次に接触してくるのは……。

　と、そこまで考えたところで、思考が中断された。

　こつん、と音がしたので振り返ってみると、窓に紙飛行機がぶつかっていた。

「しまった！」

　全力で走り、マンションのベランダから飛び出した。

　そこは五階だったが、喜一郎は気にしなかった。芝生しばふに大きな音を立てて着地すると、肩に掛かる軍服を手で払いながら、一番近いコンビニまで走る。

　今、カンジを一人にするのはまずかった。古科学者が失踪するということは、それを促うながす者が接触してくるということだ。

　幸い、五階から落下する喜一郎を見とがめた者はいなかった。いたとしても、そんな人間に構っていられない。走る喜一郎の真上を、紙飛行機が鳥のような速さで飛んでいく。その軌き跡せきを目で追いながら、腰に触れた。




　コンビニからわずかに離れた駐車場は、今は人も車もいなかった。

　もともと使用者が少ないのか、それとも撤てつ去きよさせたのか。

「き、喜一郎！　助けて！」

　駐車場には、かまくらのようなものがあった。あの雪で作るアレだ。

　よく見ればそれは紙でできていることがわかる。紙のシェルターだ。その中から必死で叫んでいるのは、カンジの声。

「よく耐えたな――」

　心から感心して、喜一郎はシェルターの周りで蠢うごめいているモノを見た。

　人ではない。地面から毛もう髪はつのようなものが大量に生えている。まるで海草だ。それがシェルターに群がっている。いったいアレがどのようにしてシェルターの中のカンジを脅おびやかすのか、想像もつかなかった。

「動くなよ、カンジ！」

　喜一郎は懐に手を入れて、駐車場に紙をばらまいた。それはカンジのシェルターに使われているような綺麗な紙ではなく、和紙のようなボロボロの紙だった。地面から生えている海草のような何かに触れると、和紙は黒ずんでいく。

「燃紙が行くぞ！」

「は、早く！」

　続いて取り出したのは、普通のマッチ。片手で擦すると、無む造ぞう作さに地面に投げ捨てた。

　燃える紙、とは普通の紙のように聞こえるが、マッチの火が燃え移るとその凄すごさがわかる。まるでガソリンを固形化したかのように炎が吹き荒れ、黒い何かは芋虫のように身体をよじらせて痙けい攣れんし始める。

「耐えろよ、カンジ！」

　その間に喜一郎は炎に飛び込むようにして、紙シェルターを蹴けり飛とばした。シェルターはゴロゴロと転がって駐車場の壁かべに激突する。

「いってぇっ！」

　カンジの悲鳴を無視して、喜一郎は先ほどまでシェルターがあった場所を見る。

　黒く蠢いている何かの中心――地面に文様が描かれていた。

「これは――」

　海外を旅していた時、似たような攻撃を受けたことがあるから、覚えている。

　古科学ではない。

「喜一郎！　おまえボクのこと蹴ったろ！　いったいなんでそんな――うぇっ」

　シェルターの紙をかき分けて現れたカンジ。燃やされた黒く蠢く物体を見て、腰を抜かしてしまっている。

「な、何コレ!?　生き物？」

「使い魔だ」

　聞き慣れない単語に、耳を疑うカンジ。

「これは黒魔術の類たぐいだ。昔、魔女が使うのを見たことがある」

「黒魔術って、なんでそんなものがボクたちを襲おそうんだよ!?」

　半狂乱のカンジ。

　わけのわからない事件に立て続けに遭そう遇ぐうすれば、誰だってそうなる。

　カンジが落ち着くのを待ってから、喜一郎は自分の考えを話した。

「平賀がいなくなって、考えたんだ」

　我がの強い古科学者たちは、徒党を組まない。

　だが古科学者同士ではなく古科学者と、別の学問が手を組んだのだとしたら。個人ではなく、あくまで学問上での提てい携けいということにすれば。

　メリットがないわけではない。新しい体系の学問。新しい理論、新しい秘密。

　そして新しい戦力。

　喜一郎とカンジがその戦力に含まれないのは、明白だ。

　昔から平賀には嫌われているから。そして、そんな喜一郎と一緒に行動しているカンジも同様に。

　ということをカンジに説明すると、返ってきた言葉がこれだった。

「じゃあボクたち、平賀さんと仲良くしてなかったから黒魔術に狙ねらわれたの？」

「ものすごく簡かん潔けつに説明するとそういうことになるな」

　厳げん密みつには、平賀が黒幕だということはわかっていない。

　もしかしたら平賀が誰かに操られていたり、平賀に成り代わっている者がいるかもしれない。そんなことは日にち常じよう茶さ飯はん事じの世界だ。喜一郎だって努力すれば平賀の発言権をそのまま手に入れることは可能だ。

　果たして、誰がどのように関わっているのか――

「喜一郎！」

　呼ばれて振り返ったが、遅かった。

　喜一郎に向かって飛来した何かが、カンジが投げた手しゆ裏り剣けんによって討うたれる。手裏剣が突き刺さり、地面に縫ぬいつけられたのは先ほどの黒く蠢く物体の成れの果てだった。

「こいつ――」

　使い魔かと思っていたが、そうではなかった。使い魔は実体がない。視し認にんできる呪のろいのようなものだ。だがこれは手裏剣に刺さり、蠢いている。

　これは植物の茎くきだった。地面から無数の植物が生えて、それがどす黒く変色しているのだ。

「植物……黒魔術と何かを掛け合わせたのか」

「さっき言ってた、手を組むってやつ？」

　地面から手裏剣を抜くカンジ。それは折紙で折られたものだった。

「そうだ。見ろ」

　喜一郎が指さすのは、手裏剣が刺さった黒いツタ。それはブルブルと震えたかと思うと、手裏剣が刺さった部分を引きちぎり、蛇へびのように地面をのたくる。それ以外の黒いツタも、最初にカンジがシェルターを作っていた場所まで集まろうとする。

「うえええっ、キモッ！」

　その醜しゆう悪あくさにカンジが顔を背そむけた。黒いツタが絡み合い、一つの巨大な生き物になろうとしている。それは植物でありながら、ミミズのような軟体動物のような姿をしていた。

「黒魔術にしては生き生きとしすぎているな」

　喜一郎が腰に手を当てた。鞘さやもなにもない空間から、一振りの刀を抜く。それを逆さか手てに構えて、もう片方の左手は懐に。

　二メートルほどの巨大な植物ミミズは、その巨きよ軀くを震わせながら喜一郎に迫る。口も牙もないそのミミズ、触れたら即死しそうな「呪い」で包まれている。

「行くぞ、カンジ！」

「ええっ、ボクも!?」

「当たり前だろう！　何を軟なん弱じやくなことを言っている！」

「だって、こんなキモいヤツ、ボク相手にしたこと……」

「ガタガタ言うな！　おまえの親父さんは、そんな情けないこと言わなかったぞ！」

「っ……父さんを引き合いに出すのは、ズルだよなー……」

　ぶつくさ言いながらも、カンジはコートの袖から折紙を取り出して、片手で折り始める。しかも空中で。鮮やかな速さで折られたのは、紙の手裏剣。

「でもまぁ、ただ生きてるだけで黒魔術に殺される、ってのもイヤだよね！」

　紙の手裏剣が飛んだ。それは鉄でできたものと遜そん色しよくない質感で巨大ミミズに突き刺さる。さらに刺さった手裏剣がパタパタとひとりでに折られてゆき、ミミズの内部に入り込もうとする。

　ミミズがのたうち回った。喜一郎もカンジも目に入らない様子で、水を出しっぱなしにしたホースのように暴れている。

「ふんっ！」

　そこへ喜一郎の刀が一いつ閃せん。

　横に真っ二つにされた巨大ミミズに、さらに喜一郎が何かを投げつける。それは光る刃物――苦く無ないだった。数本の苦無はミミズの身体に刺さると、燃え始める。

　ミミズに声帯があれば、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げているだろう。巨大な植物は、黒ずんだ身体を横たえると、地面に溶けるようにして広がっていった。影のようになった巨大ミミズは、やがて魔ま法ほう陣じんと共に完全に消滅した。

「ふぅ……」

　剣を鞘に戻す喜一郎と、折紙を回収しようとするカンジ。少し考えた後、カンジは使用した折紙を全て燃やすことにした。黒魔術の呪いが移ってはかなわない。

「……で、何いまの？」

　喜一郎から借りたマッチで、折紙に火をつけるカンジ。

「黒魔術と、植物の合成だろう」

「植物っていったら――」

　首をかしげて、脳内を検けん索さくするカンジ。

「ひょっとして、前まえ野のさん？」

「他に知っている人間はいないな」

　前野というのは、植物に詳しい古科学者の名前である。喜一郎もカンジも思いつくくらいだから、植物を研究している古科学者は彼だけなのだ。

「でも、前野さんって――」

　もしもこの巨大ミミズが前野と関係しているのだったら、おそらく前野も失踪しているに違いない。そういう情報は聞いていないが、この植物が証拠だ。

　思い出したように携帯電話を取り出すカンジ。そして電話帳から番号を探しだして、かけてみる。喜一郎は携帯電話も使えないので、黙って見ているしかない。

「……もしもし、前野さん？」

　繋がった。

「え、あ、ども、お久しぶり……です。はい、はい……そうです。え、前野さんも？　はい……わかった。んじゃ喜一郎と一緒にそっちに行きます。うん、よろしく」

　通話を切ったカンジは、狐につままれたような表情だった。仮面をしているのに、なぜかわかってしまう。

「いたよ、前野さん」

「そのようだな」

　喜一郎もカンジと同じような顔をしていたに違いない。
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　日本全国を旅する喜一郎と、それについてくるカンジ。もちろん徒歩ではない。かといって、車の免許も車自体も持っていない。ではどうするのかといえば、様々だ。ヒッチハイクをしたり、無賃乗車をしたり、古科学の道具を使ってワープに近い移動をしたり。

　その古科学者の家へは、長距離トラックの荷台に乗っかって辿たどり着ついた。不ぶ気き味みな植物に襲われた長野県のマンションから時間にして二時間。もう少し乗っていけば、喜一郎の母がいる町まで着いたかもしれない。

「前野さんは元気なんだなー。よかった」

　荷台の上で、カンジはしきりにそんなことを言っていた。今まで訪ね歩いた古科学者は全て失踪していたのだから、気持ちはよくわかる。

　前野という古科学者は、九州の植物学者の血を引いているそうだ。日本にさまざまな食べられる植物を持ってきて、戦時下の飢き饉きんを凌しのいだ偉えらい人の子孫だと聞いたことがある。喜一郎も直接面識がある人だが、彼は田舎いなかの山奥で畑を作り、そこで食べられる植物の研究をしていた。

　トラックが前野の畑の近くまでさしかかると、二人は荷台から飛び降りた。小さくなっていくトラックに、ふたり揃そろって一礼。もしも運転手がバックミラーに目をやったら、驚くだろう。

　前野の住む町は都会とはとても呼べない田舎町で、駅前の繁はん華か街がいだけがわずかに帰宅途中のサラリーマンや学生でにぎわっているという程度。

　その繁華街が親指くらいの大きさに見える、山の麓ふもとに二人はいた。古科学者の秘密主義もあって、前野の畑は山の中腹の地図に載のっていない場所にあるのだ。

「……あれ？」

　その場所の景色が見え始める頃、カンジが声を上げた。

　喜一郎は半ば予想していた。

　獣道とも呼べる細い道を、藪やぶを切り崩しながら進んでいくと、広い畑が見える。最後に喜一郎が見た時には、リンゴとミカンを合成した奇妙な木がいくつも立ち並ぶ変な畑だった。魔女が住んでいそうな印象だったし、前野に食べさせられた果実も魔女が作ったような味だった。

　それが、影も形もなかった。

　今まで失踪した古科学者の家は、きちんと整理されていた。まるで全てを悟り、後で自分がどうなってもいいように古科学者としての痕こん跡せきを全部処理していた。

　だがこの畑は、控ひかえめに言って酷ひどすぎた。

　真っ黒だ。全てが燃やされて、消し炭になっている。

　燃やされたものの残ざん骸がいが、そこかしこに散らばっていた。最後に育てていたものは花だったのか。燃え残った細い茎と花弁が見える。

　その花もまた醜悪だった。花びらに牙のようなものが見える。茎も一定の太さではなく、触手のように枝分かれしているものがあった。まっとうな育成方法ではない。そんな悪魔のような花が、全て焼かれていた。

「前野さん！　まえのさーん!!」

　畑を避けるようにして、カンジが走り出した。前野の自宅はこの畑の近くのプレハブだが、プレハブにいるよりもこの畑にいる方が長かった。

　喜一郎はその場にかがみ込み、焼かれた土を触った。

「カンジ。これはただごとじゃない」

「見りゃわかるだろ、そんなこと！」

「錬金術が関わっている」

「はぁっ!?」

　さすがにカンジも足を止めて戻ってきた。

　錬金術とは、古科学と対ついを成す学問だ。はるか昔の西洋で伝わった、禁断の学問。その最たる目的は鉄を金に変えることだったが、現在はその課程で生まれたさまざまな物質を使い、便利な道具をも作る。

　古科学との最大の違いは、その道具だ。古科学はあくまで人間の仕事を助ける道具を用いるが、錬金術は何でも自動でこなせるオールインワンの装そう置ちを好む。もちろん例外もあるが、大半の道具はそういうコンセプトで作られている。

「見えざる水銀の跡がある」

　土に触れた喜一郎は、その反応を思い出している。見えざる水銀とは錬金術の秘法の一つであり、自在に姿を変えることができる物質だ。それを変化させた光線をその身に受けたことのある喜一郎は、よく覚えていた。

「ちょっと待ってて」

　カンジが折紙を取り出し、おもむろに折り始めた。戦闘時の手裏剣とは違い、地面に膝ひざをついて丁てい寧ねいに折る。

　やがて完成したのは、箱だった。あの落らつ花か生せいのカラなどをいれる紙の箱だ。

　その箱の中にサインペンで何やら書き込むカンジ。書き終えると箱を地面に置き、その上に別の紙を置く。これで完成らしい。

　ほどなくして、箱の上に置かれた紙に画像が映り始めた。テレビのような道具である。そしてそのテレビが映し出すのは、現在の映像ではなかった。

「……？」

　何かが激しく動いている。どうやら戦っているようだ。

　これは過去の映像だ。この畑を燃やした誰かが、紙の中で戦っている。

　紙が光った。紙自体に異常が起きたのではない。映像で誰かが発光したのだ。

　光線だった。何かが光線を放っている。

「これは――！」

　喜一郎はその様子に見覚えがあった。

　映像が鮮明ではないせいで、おぼろげにしか見えないが、黒いシルエットが光線を放っている。それは喜一郎がよく知っている存在にとても似ていた。

「ガーゴイル……!?」

「ガーゴイルって、あの？」

　喜一郎の言葉に、カンジは疑うたがいの声。

「だってガーゴイルってここからずっと遠くの町にいるんだろ？」

「そうだ。そのはずだ。だが、これは……？」

　ガーゴイルとは、喜一郎が知る中でも最強の存在だ。犬を模もした漆しつ黒こくの身体に、悪魔のような翼、そして兵器のような装そう甲こうを持った石像。

　だがよく見てみれば、映像の存在は微び妙みように違う。

　黒い身体と翼を持っているのだが、その翼が動いている。そして身体も小さい。そう、これは鳥だ。カラスのような鳥が――光線を吐いている。

「自動人形……」

　だとすると、やはり錬金術だ。だがガーゴイルではない。それでいて、喜一郎があの町でみた存在とも違う。日本の錬金術師とは、あの町にいるだけではなかったのか。

　誰だ。

　この鳥を作った錬金術師が平賀を含む古科学者たちを唆そそのかしたのだろうか。

　いや。よく見ると、鳥の近くに錬金術師らしき人影も見える。

　女だ。

　一瞬、母かと思ったが違った。顔が幼い。エプロンをつけた技師のような格好の錬金術師だ。喜一郎と同い年くらいだろうか。見習い錬金術師という可能性もある。

　彼女は泣きながら何かを叫んでいた。年頃の女には似合わない、少年のような怒ど号ごう。まるで大切なものを失ったように、半狂乱になりながら。いったい、こいつらはどういう目的で――













「遅かったね――ふたりとも」

　声がしたので振り返る。

　前野がいた。いつもと同じ、冬なのに麦わら帽子にＴシャツだ。僧そう侶りよみたいに落ち着き払っている態度も変わらない。ジーパンの穴まで一緒だ。郷きよう愁しゆうがこみ上げる前に、そんな前野の隣となりにいる人物を警戒するふたりだった。

「ヒドイコトするヒト、イマスねー」

　カタコトの日本語。

　女性だった。古科学者ではない。外国人の古科学者は、大陸の人間以外は喜一郎の知る限り一人しかいない。

　全身をインド風の――そう、サリーといった――衣い装しようで覆っていた。その衣装の通り、インド人なのだろう。彫ほりの深い、美しい顔立ちの若い女性だった。それだけなら驚くべきことではないが、こんな山奥に古科学者と二人でいるという状況が異常である。

「ああ、まったくひどいことをする……せっかくの薬草畑を」

「薬草？」

　無表情につぶやく前野の言葉に眉まゆをひそめる喜一郎。

「前野さんは今まで薬なんか作らなかったでしょう？」

「そうだったね。でも、ちょっと事情があってね」

「その女ですか？」

「オゥ、アナタ、人のせいにするのはイケマセーン」

　すでにカンジは身構えている。どう見てもその女が前野に何かしたようにしか見えない。サリーを着た女は、ニヤニヤと笑っている。

「ワタシ、ミスター前野の植物学を参考にシタクテ、インドからキマシタ。ワタシのセンセイ、とてもグータラ。錬金術の研究で日本に引きこもったまま、エジプトの大学に帰ってキマセーン」

「それがどうした」

　喜一郎が刀を抜いた。

「答えろ、女。前野さんに何をした」

「ナニって……どういうことデス？」

「お姉さん、知らないんだね」

　カンジも袖から、いくつもの紙手裏剣を取り出す。

「前野さんはね。食べられない植物は、絶対に作らないんだよ！」

　カンジの手から手裏剣が飛んだ。喜一郎のそれほど強力ではないが、誰かを傷つけるには充分な鋭するどさを持った刃物。

　それはサリーの女を狙ったはずだったが、彼女に当たる直前に何かに阻はばまれた。

「危ないな、カンジ。お父さんから変なこと教わったね」

　ネギだった。前野の持った細いネギに手裏剣が突き刺さっていた。

「うわっ！」

　驚くカンジの足下が、暗く光っていた。

　よく見ればカンジを中心に、魔法陣のようなものが描かれている。

　――前に襲われた時と、同じ魔法陣だ。

「カンジ！」

　とっさにカンジを突き飛ばす喜一郎。その手が魔法陣から生えた生物に食いちぎられた。

「喜一郎！　腕が！」

「気にするな！」

　魔法陣から生えたのは、やはり前と同じく植物だった。ただし前回のミミズとは違い、茎や葉や花弁がある花だ。だが花びらの中央に、おしべとめしべの代わりに牙の生えた口があった。それが喜一郎の腕を喰くったのである。

「うおおおおおおっ！」

　右腕を喰われた喜一郎、痛みをこらえるように叫びながら、左手で花の茎を摑つかみ、思い切り引きちぎった。切られた部分は生き物のようにのたくり、反対側の部分は魔法陣の中に引っ込んでいった。

「カンジ、下がってろ！」

　喜一郎が空いた左手を懐に入れて、苦無を投げた。それは光の軌跡を描きながらサリーの女に飛んでいく。さらに空中で速度を上げて、回転が加わる。

「むん！」

　防ごうとした前野のネギは、喜一郎の苦無によって真っ二つに折られた。

「前野さん――残念です。できればあなたの果物をまた食べたかった」

「何か勘かん違ちがいしているようだけど、私は別に何もされていないよ、喜一郎くん。私は自分の意志でこの薬草を育てさせたんだ」

「育て……させた？」

「そのトーリデス」

　サリーの女が一歩前に出た。

「ワタシが教わった植物学と、黒魔術。それをミスター前野の古科学とミックスしたのデース。植物、ミルミルうちに元気になりまシタ！　でも、ワタシたちだけじゃ、育てられまセーン。だからいろんなヒトにお願いシマシタ！」

「その結果が、これか」

　きっと薬草を育てさせられた人は、錬金術師と縁があったのだ。だから畑を燃やされた。それも意図的にかもしれない。結果として錬金術師の脅威が知れ渡ったのだから。

「薬草、タクサンの人、幸せにシマース！」

「医食同源という言葉がある。良い食べ物は、薬と同じということ――つまり、良い薬は食べ物と同じってことさ」

　前野の目は、言葉とは裏腹に澄んでいた。サリーの女も同様に。

　操られているのではない。正気で、こんな真似を――。

「前野さん、すみません！」

　腕を食いちぎられたまま、喜一郎が走り出した。左手に数本の苦無を持ち、前野ではなくサリーの女を集中攻撃することに決める。

　そんな喜一郎の進行方向に、魔法陣が生まれた。そこから飛び出した生物が、喜一郎に何かの先端を向けた。

「っ！」

　目の前が真っ白になった。本能で横っ飛びすると、一瞬前まで喜一郎が立っていた場所を白い何かが通過していた。よく見れば、それは光線だ。見えざる水銀と同じような、熱光線。

「古科学か、魔法か……あの森にいた植物女のような真似を！」

　魔法陣から生えた人食い植物は、光線を吐いた口で喜一郎の頭を喰らおうとする。粘ねばつく液を口からまき散らしながら、生物のように飛びかかる。

「ふんっ！」

　そんな奇怪な植物を、両手に持った刀で切り落とした。

　いつのまにか右腕と刀が戻っていた。喜一郎もカンジも、驚いてはいない。

　そういう身体なのである。数十年前に魔法使いに魔法をかけられて以来。

「ワォ！　トーヨーの神秘デスネ！　センセイの研究よりも、アナタの方が興味深いデース。ガゴイールさんなんてメじゃないでショー！」

　サリーの女が両手を叩いて興こう奮ふんしていた。

　ガーゴイルの名が出たが、喜一郎は驚かない。神秘の研究をする者は、必ずあの存在に行き着くからだ。それ以上に面白いと言われたことは喜んでいいものか。

「その奇っ怪な植物、何度でも持ってこい。全部切り落としてやる」

「ソウシタイのデスガ……」

　彼女は困った顔で両手を振る。

「これでサイゴデース。必要なクサ、燃やされちゃいマシタから……」

　消し炭になった畑。

　なるほど、黒魔術も触しよく媒ばいがないと何もできないらしい。

「喜一郎くん」

　背後から前野の声がした。そう感じた次の瞬間、頭部が揺さぶられるような打撃を受けた。刀を構えながら振り返ると、前野がダイコンを持って立っていた。人間の頭を全力で殴なぐっても壊れないダイコンとは。

「前野さん――」

「君もどうかね？　新しいことを学ぶのは、学者の本ほん懐かいだろう」

　そのダイコンも黒魔術とやらで強化したものか。

「だからって、人の道から外れちゃダメだろう！」

　喜一郎の脇から何かが伸びた。それは折紙で作った鎖くさりだった。鞭むちのようにしなる鎖は、前野の足をすくって転ばせ、サリーの女の身体に巻き付いた。

「カンジの言うとおりだ！　古科学者として、潔いさぎよくお縄なわについて下さい！」

　体勢を崩した前野に斬りかかる喜一郎。

　ダイコンでその刀を防ごうとする前野。

「……！」

　寸前で、刀は止まっていた。

「どうした、斬らないのかね」

　震える手でダイコンを持ちながら、前野がニヤリと笑う。

「……教えてください、前野さん。あなたがたの後ろには、誰がいるんですか？」

「やっぱりいい子だねぇ、喜一郎くん。三十年前と変わらない」

　前野の笑顔は、初めて喜一郎に果物を差し出した時と変わっていなかった。いつもそうだ。仙人みたいな顔で、ずっと微笑ほほえんでいる。

　その顔が、歪ゆがんだ。

　身体の奥からＳＯＳのサインを出している。少なくとも喜一郎にはそう見える。

　初めて見る、前野の悲しい顔だった。

　そんな相手を前にして、刀が止まるのも道理。

　だがそれは大きな油ゆ断だんでもある。

「ありがとう、喜一郎くん。後で私のプレハブを調べてみるといい」

　前野の顔が歪んだのは一瞬だった。すぐにいつもの笑顔に戻る。

「うわっ！」

　何か液体が喜一郎の顔面にかかった。焼け付くような目の痛みに、刀を取り落としてしまう。刺激物だ。どこにそんなものを隠していたのか。

「喜一郎！　くそっ！」

　カンジが折紙の鎖を操り前野を捕ほ縛ばくしようとするが、もう遅かった。前野はサリーの女を抱きかかえて、走り去ろうとする。追おうとした時には、もう姿が消えていた。古科学の力だ。空中に時空を超えるトンネルのようなものを作る。古科学者なら誰でも知っている移動方法だった。













「くっ……」

　不死身でも、痛みはある。目の痛みを振り切った時、なんとなく液体の正体がわかった。柑かん橘きつ類るいの汁だ。たぶんミカンかオレンジ。それを目に吹き付けられたのである。

　目が慣れた頃には、もう前野たちの姿はなくなっていた。

「喜一郎、大丈夫か？」

　カンジが駆け寄ってきた。喜一郎は平気だとアピールする。

　後に残ったのは、燃えた畑と身体の痛みだけだった。

「前野さん……どうして」

　消える直前の前野の顔を思い出す。言動はいつもと違っていたが、淀んだ目の奥はいつもの優しい前野だった。

　やりきれない気持ちがこみ上げてくる。

「結局、失踪する現場を見ただけで、前と変わってないじゃんか――」

「いや、違う」

　ぼやくカンジに、喜一郎はしっかりと首を振る。

「前野さんは手がかりを残してくれた。俺たちはまだ前野さんを逃していない」

　それは前野のメッセージだ。どういう意味が込められているのか、まだ喜一郎は知らない。助けてくれというサインなのか、喜一郎をワナにはめるための芝居なのか。

　いずれにせよ、もう彼らは事件に首までどっぷりと浸つかっていたのである。
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　前野のプレハブは、前に来た時と同じく汚かった。だが乱雑な中にも先ほどのサリーの女が手を加えた部分があるようで、木でできた机の上に書類が無む造ぞう作さに並べられていた。普段の前野だったら、机すら混こん沌とんとしている。

「これが前野さんが調べろって言ってたヤツ？」

　カンジがそれを手にとって、上から下までざっと読み始めた。その後ろから喜一郎も流し読みする。

　何かの注文書だった。喜一郎たちにはわからない材料が、どこからか発注されていた。

　その一枚だけではなく、積まれた書類全てが似たような注文書だった。手分けしてその全てに目を通すと、あることがわかってきた。

「カンジ。この江え戸ど屋やって呉ご服ふく屋や、わかるか？」

「聞いたことないね。でも、こっちの書類にも書いてある。江戸屋のお七しちに連絡、とかさ」

「お七――そんな古科学者がいた気がする」

　カンジは知らないようだ。喜一郎も会ったことはない。もともと日本には他の古科学者と一切コンタクトをとらない者も大勢いる。その一人だろう。

「呉服屋はここから近いな。あと、この会社だ」

　喜一郎が注文書に書かれた会社の名前を指さす。

　――ミズチ。

　どうもここで作られた薬草は、このミズチという会社に送られているようだった。

「カンジ。手分けして調査するぞ」

「合がつ点てん」

　もうカンジもハラをくくったようである。知り合いの古科学者を消した何者かに腹が立っている様子だ。父の代から世話になっている古科学者も何人かいたはずだから。

「この江戸屋という呉服屋と、ミズチ。あと黒魔術師の女。それから錬金術師だ」

「黒魔術師と錬金術師は喜一郎に任せた。そっちのほうが得とく意いだろ」

「……わかった」

　危険度からいっても、そちらが適任だろう。錬金術師は危険な人間が多い。自分の母を基準に考えているだけかもしれないが。黒魔術師に至っては、データが少なすぎるのが難なん点てんか。

　だが立ち止まってもいられない。もう事態は動き始めているのだ。

「カンジ。俺は古科学者として、平賀の父親に感謝している。だからあの人の理念――古科学で世界の役に立つ、という考えを尊そん重ちようする」

「それ平賀さんの親父さんの言葉だったのか。ボクの父さんも似たようなこと言ってた」

「俺の父は錬金術で人の役に立つ、が口くち癖ぐせだった。その理念は尊敬できるが、もうそっちには戻れない。俺は世界のために人としての幸せを捨てる。自分も他人も関係ない。世界の役に立つためなら全て犠ぎ牲せいにする」

「……ボクには違いがわからないよ」

「だがこれはわかるだろう。消えた古科学者が、世界も人も救おうとしていないことは」

　あの醜悪な薬草を見れば、誰だってわかる。

　それに、あの錬金術師と黒い鳥の声にならない叫びも。

「待っていろ、平賀。今度は言い逃れさせん」

　喜一郎は懐からマッチを取り出した。そして書類に火をつけると、カンジと共にプレハブを出た。

　書類から肥ひ料りようへと炎は燃え移り、プレハブ内部を焼やき焦こがした。やがて建物の隙すき間まから黒煙が上がり始める。

「次はおいしい果物ごちそうしてもらうからね、前野さん」

　カンジが一度だけ振り返り、小さく手を振った。
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　喜一郎が話し終えると、疲れた顔で日本茶をすすった。

　その話を聞いたケルプの主人は、何やらブツブツとつぶやきながら考え事をしている。その間にケルプが疑問をぶつけた。

『お疲れのところ申し訳ありませんが、喜一郎さん、質問してもよろしいでしょうか』

「なんだ」

『貴方あなたはこれから、その組織をどうなさるおつもりなのですか？』

「……どうするとか、そういうことじゃない。ただ俺は――前野さんや、他の古科学者に昔のように戻って欲しいだけだ」

『左さ様ようですか。安心致しました』

　これで組織を皆殺し、などと言ったらどうしようかと思ったが、そんなことはないようだ。彼は彼で、大それた幸せは願っていない。

　そういう小さな幸せを守るために戦う者は、総じて強い。吉永さん家の石像のように。

「なんにしろ、これからもひかるが面倒をかけると思う。あの子は思い立ったらイノシシのように止まらないからね。すまないが、よろしく頼む」

「あまり了りよう承しようしたくないが、どうせまたなりゆきで面倒を見るのだろうな……」

　苦笑する喜一郎。そこでケルプの主人は、思い出したように手を叩いた。

「そういえば、一番気になっていることがあるんだが」

「なんだ？」

「君のお母さんに会わなくていいのかい？　よくよく考えてみたら、そっちのほうが役に立つ情報が手に入りそうじゃないかい？」

　喜一郎がその質問に答えるのに、かなりの時間がかかった。

　一分ほど経たってから、絞り出すような声で答える。

「……会えない。今の俺じゃ」

「そうかな？」

「それに母に相談したら、今以上に事態が滅め茶ちや苦く茶ちやになりそうな気がする……」

「そうか、昔から変わっていないのか……」

　ふたりとも、この世で最強の錬金術師の存在を思い浮かべる。

　そしてその言動を想像して、同時に溜息をついた。








おわり　　　　　

























　カビの臭においがする地下室に案内するのは気が引けたが、当人がどうしてもと言うので連れて行った。カビよりも知識のほうが大切だ。それはそうだが。

「なんだ、大したことないじゃないか」

　書庫を目にした高たか原はら喜き一いち郎ろうは、平然と言い放った。

『しかし、この部屋はもう五ヶ月は手をつけておりませぬ。我が主は小しよう生せいにも手をつけるなと仰おつしやいましたので……掃そう除じをする習慣がないお方ですので』

　恥ずかしそうに弁明するのは、ケルプ。

「俺の実家は、江戸時代から続く蔵があった。戦争で全部焼けたが、汚さはここの比ひじゃない。というか、五ヶ月だったら別におかしくないんじゃないか？」

『五ヶ月も掃除をしないというのは、その部屋を放ほう棄きするのと同義でございます』

　強く主張するケルプに苦笑する喜一郎。

　ケルプとしては、見せること自体はばかられるのだ。ケルプにとって、こんなに汚い部屋を他人に見られるということは、人間にしてみれば裸はだかを見られるのと同じくらい屈くつ辱じよくなのである。

　その部屋には埃ほこりをかぶった書物がずらりと並んでいた。

　東ひがし宮みや天あま祢ねの祖父、雅まさ臣おみの研究の成果である。本社のコンピュータには全てデータ化されてインプットされてあるのだが、中には秘ひ匿とくしている情報もある。父や兄弟にも見せていない本がいくつもあった。

　そんな本を適当に手に取り、中を調べる喜一郎。

『何をお調べになりたいのです？』

「錬れん金きん術じゆつ師しの情報だ」

『貴方あなた様は未いまだに錬金術師を憎んでいらっしゃるのですね』

「……ああ」

　もともとケルプと刃やいばを交まじえた理由は、それだ。

　太平洋戦争で使われることのなかった、錬金術を用いた兵器。それを見た喜一郎は、父や母が作っていた全てのものが信じられなくなったのだという。

「だが、少し変わった」

『ほう？』

「錬金術それ自体の責任と、錬金術師の責任の違いだ」

『それはまぁ、当然でしょう。刃物が人を傷つけても、刃物職人に罪はありますまい』

「似たようなことが、古こ科か学がく者しやにも言えるようになったからな。明日は我が身だ」

　彼曰いわく、古科学者の中でも分ぶん裂れつが起きているらしい。それに東宮の姪めいのひかるが巻き込まれているのである。

「だがあの兵器を作った人間だけは許せない。必ず探し出して、責任を取らせる」

　戦争を生き抜いた喜一郎にとって、憎むべき相手が明確になったようだ。

　だが彼の言い分は、ケルプに冷や汗をかかせる。

　当時、錬金術師といえば二人しかいなかった。東宮雅臣と、喜一郎の母である高原イヨ。もう少し遡さかのぼれば出しゆつ征せいした喜一郎の父、高原潤じゆんがいる。錬金術を利用して兵器を作れる人間など、日本にはこの三人しかいなかった。

　そして――東宮雅臣は、当時兵器産業にも手を貸していた。

　可能性があるとすれば、彼が一番高い。

　喜一郎はそれを知りたくてこの書庫を見たがったのだ。

　もしも東宮雅臣があの特攻兵器を作ったのであれば、孫の天祢はどうするつもりなのか。とぼけるつもりなら、喜一郎にここを開放しないはずだが。

「……懐なつかしいな」

　本を捲めくる喜一郎の手が止まる。

『雅臣様がですか？』

「ああ。父や母と同じくらい、雅臣さんには世話になった」

　ここはその雅臣の書しよ斎さいをそっくり移した部屋。錬金術だけでなく、当時の雅臣の趣しゆ味みが表れている。

　一冊の童話集が目にとまった。これだけ他の本に比べて新しい。ある有名な童話作家の全集だ。

「――先生」

　その本に見覚えはない。

　だが、本の内容は知っていた。

『その方もご存じで？　雅臣様が古くから師し事じしていたという話ですが』

「俺も一度だけ世話になった。こうして読むとあの頃を思い出す。一番古い記憶は――」

　自分たちが生まれるずっと前のことを夢む想そうする喜一郎は、憎しみや辛つらさなどとは無む縁えんの、優しい若者の顔をしていた。
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「なー喜一郎さんや」

　駅の側に立てかけられてあるガイドマップを見つめる高原喜一郎。冬まっさかりで、体の芯しんまで冷える寒さだというのに、マントのように羽は織おっているコートに袖そでを通しもしない。

「ボクたちって、何しにいくところなんだっけ？」

　イヤミっぽく尋たずねるカンジ。こちらもいつも通りコートを着ているが、それでも寒そうに両手をこすり合わせている。仮面から白い息が漏もれているが、中の顔は蒸むれないのだろうか。

「聞いていなかったのか？」

「聞いてたつもりなんだけどね。わからなくなった」

「ここだ」

　喜一郎が指さしたのは、マップの一点。記念館がある。この土地の人間ならば誰でも知っている、超有名人の記念館だった。

「ここだったっけ、ボクたちの目的地って？」

「いや」

　簡かん潔けつに答える喜一郎。

「本当の目的地は青あお江えさんの家だ」

「だよね、最初にそう話したよね!?」

　安あん堵どするカンジ。

「じゃあなんでここに行くわけ？」

「私用だ」

「私用？　喜一郎が？」

「おかしいか？」

「うん、すげーおかしい」

　素す直なおに頷うなずくカンジに、喜一郎は言い返せない。自分でも奇妙な行動だと思っている。

　ちょうどバスがきた。喜一郎は歩こうと言ったのだが、カンジは乗ると言い張った。言い合っているうちにバスが発車してしまい、カンジは泣く泣く徒と歩ほで行くことを了解した。

　東宮ひかるという錬金術師に出会ってから、喜一郎の目的は大きく変わっていた。彼女がミズチとかいう連中に目をつけられている理由はまだ不明だが、巻き込まれた戦いである程度の情報を得ることができた。

　お七しちという古科学者。あの老女の足取りを摑つかめば、ミズチに近づけるのではないか。そう思ってカンジに調査を依頼し、その一方で喜一郎は別の古科学者――前まえ野のの行方ゆくえを捜さがしていた。

　やがて二人は落ち合い、お互いに調査の報告をした。

　どちらも、満足な結果は得られなかった。古科学者は隠れるのが上う手まいのだ。歴史から隠れ続けてきた実績がある。古科学者同士ですら、そう簡単に追えない。

「どっちか一つに絞しぼろう。二に兎とを追う者、なんとやらだよ」

　カンジの提案に賛さん同どうした。

　お七の方は、きっと東宮ひかるが捜すだろう。だとしたら自分たちは前野と、彼についていたサリーを着た女を追うべきだ。たぶん、どちらもミズチに繋つながっている。

　情報が欲しかった。自分たちの知らない情報が。

　そのために人を頼りたい。だが前野ほどの善良な古科学者ですらミズチの毒牙にかかったのだ。迂う闊かつに尋たずね歩くこともできなくなった。

　そこで名前が挙あがったのが、青江という刀かたな鍛か冶じである。

　彼はどこまでも真っ直ぐな人で、刀を打つこと以外に興味がない。彼ならばミズチの手には落ちないと思ったのだ。それに彼を守る必要もある。喜一郎とカンジが襲おそわれたように、ミズチの軍門に降くだらない人間は抹まつ殺さつされるかもしれないから。

　そんなわけで、東北にある青江の家を目指していたのだが――喜一郎は何を思ったのか、途中の岩手県で立ち止まったのだ。







　もう岩手にも雪が積もっている。今年は例年に比べて寒いと言われており、普段あまり雪が降らない地方でも雪遊びができると聞いた。ましてや北東北の岩手県だ。車通りが多い駅前なのに、道路脇に雪が積み固められていた。

「さっきから何キョロキョロしてるんだ？」

「ん、ああ」

　カンジの問いに答えるように、ある看板を指さす喜一郎。

　そこにはこの町で一番有名な詩人の名前が書かれてあった。

「有名になっているみたいだな」

「いや、有名っつーか……知らない人はいないだろ」

「そうなのか？」

「知らないのは喜一郎くらいだろ。つか、知ってるの？」

　最後の質問は、その人物と関係があるのか、という意味だ。

　喜一郎は頷く。

「父と母が昔から」

「えええっ!?」

　驚くカンジだったが、すぐに考え直して、

「でもあの時代だったら、あり得ない話じゃないか」

　カンジは喜一郎の過去を知っている。というか本人から聞かされた。あまり歴史には興味がないカンジだが、その時代に何があったかは何度も聞かされた。

「先生と会ったことは一度だけだ。だけどあの時の衝しよう撃げきは今でも忘れられない」

　それきり、喜一郎は黙って歩き続けた。

　彼の名が書かれた看板は一つだけではない。彼が教きよう鞭べんを執とった学校への案内板や、彼の童話にちなんだグッズが売っている店などが見られる。

　それらの看板と一緒に、建物の数も少なくなった。山と田んぼしかない道。今は雪で真っ白に染められている。

　――やっぱりバスで来た方が良かっただろうか。

　振り返ると、カンジの足取りもどんどん遅くなっている。今頃になってちょっと後悔する喜一郎。

「……カンジ」

「なに？」

　ものすごく不ふ機き嫌げんな声。

「あそこからバスに乗ろう」

　天の助けか、目の前にバス停が見えた。やっとの思いでそこに辿たどり着つくと、次のバスまで約三十分。休むには丁ちよう度どいい時間だ。寒さを気にしなければ。

　バスを待っている間、喜一郎はカンジに話を始めた。

　カンジが一番聞きたがっていた先生の話だった。
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　現在とは真逆の暑い日だった。

　どこまでも続く田んぼの真ん中に、その小さな駅はあった。長旅だったが、初めて乗る汽車が楽しくて、喜一郎は眠らずに外の景色ばかり見ていたものだ。

　耳がもげそうになるほど大きな汽き笛てきの音を見送ると、喜一郎は出迎えに来た大男をゆっくりと見上げた。

　高原喜一郎、五歳。

　まだ子どもだというのに、とても冷めた目をしていた。

「やあ先生！　お久しぶりです！」

　喜一郎の横で、父とその友人、東宮雅臣が元気に頭を下げている。

　下げた二人の頭を、先生と呼ばれた大男は思いっきりはたいた。

「先生ってガラじゃねぇって言ってるだろ、高原！」

「いたたた……何言ってるんですか、学校の先生が」

「昔の話だよ」

　苦笑した先生は、首の辺りをボリボリと掻かく。

　そうして喜一郎と目があった。

「ひっ……」

　冷静を装よそおっても、子どもは子ども。その毛むくじゃらの男に見られただけで、自然と足がすくむ。

「お、オメェが喜一郎か」

　後になって考えれば、先生は喜一郎を素直に可か愛わいがろうとしたのだ。ところが巨大な手が自分に向かって伸びてくると、喜一郎は尻しり餅もちをつきそうになってしまう。

　そんな喜一郎を庇かばうようにして飛び出した影。

「き、きいちゃんをいじめないで！」

　三つ編みの女の子だった。













「ユキ……」

　喜一郎同様、足が震えている。それなのに喜一郎の前に立ちはだかった。

　ユキの服を摑む喜一郎。

「わははははは、こいつぁいい！　凜り々りしい娘さんだな！」

　大笑いする先生。父や母も笑っていた。

　自分が笑われたのだと、喜一郎は思った。

「ユ、ユキにそんな真ま似ねはさせません！」

　なけなしの勇気を振り絞って、ユキの前に立った。

「ダメ！　きいちゃん危ないよ！」

「ユキも危ないだろ！」

　いつしか自分が前に出る、と摑み合いを始める子どもたち。十秒も経たっていないのに、もう当初の目的を忘れていた。子どもなどそんなものである。

「はいはい、あんたたち。もうそれくらいにしなさい」

　ユキ共々、母に首根っこを摑まれた。

　ふくれっつらをするユキを見ていると、少し落ち着いた。

　改めて先生を見ると、もう怖くなくなっていた。

「この娘さんも、お前さんたちの子どもかい？」

「違います。近所に住む子で。親が仕事でいないので、ちょうどいいからと連れてきたんです」

「そうかい」

　父の話を聞いて、何か納なつ得とくしたように頷いている先生。

　そしてユキは母に首を引きずられたまま、喜一郎の袖を引っ張る。

「すごいね、きいちゃん」

「ん、なにが？」

「あの熊くま、しゃべるよ」

　その言葉には大人たちだけでなく、喜一郎まで爆笑させられてしまった。







　子どもの無む邪じや気きさも手伝ってか、先生とはすぐに打ち解けることができた。父母は先生の関係者に挨あい拶さつに行き、残った喜一郎とユキの面めん倒どうをみたのは先生だった。

「ほい」

　渡された真っ白なダイコン。

　この歓かん迎げいの仕方は汽車の中で両親から聞いた。だまされたと思って食べてみろ、と力説するので、ユキの手前もあり、一口食べてみた。

「あ、おいしい……です」

　とはいうが、いつも食べているダイコンの味だった。たまにどこかから野菜が送られてくるが、それは先生からだったのだ。

　このダイコン一つとっても、先生の人柄が窺うかがえる。こんなに美お味いしい野菜を作るのだ。きっと繊せん細さいな人なのだろう。

「わぁ、おいしい！」

　それを初めて食べるユキは、目を丸くして驚おどろいていた。あまりに美び味みだったのか、バリバリと一気に食べてしまう。服にこぼれ落ちるカスを払う喜一郎。

「ハッハッハ、まるで本物の兄妹みたいだな！」

　笑う先生。

「いつも、こんなですから。ほっとくと何するかわかりませんし」

「あ、ひどい！　きいちゃんだって人のこと言えないじゃない！」

　ダイコンを頰ほお張ばったまま怒るユキに、喜一郎の顔もほころぶ。

　そんな喜一郎の頭を、先生の大きな手が撫なでた。

「俺にも妹がいたんだ。今のお前さんたちみたいに仲が良かったよ」

「今は……何をしてるんですか？」

「死んだよ。結けつ核かくで」

　寂しそうな先生に、喜一郎はかける言葉が見つからなかった。

　しかし先生はすぐに元気を取り戻し、

「だからこそ、兄妹の大切さはわかっているつもりだ。いいか、これから戦争は激しくなる。そんな時、妹の一人も守ってやれない男はダメだ。日本を守ろうなんて考えるな。その娘さんを守れるくらい強い男なら、それで充分だ」

　熱心に語る先生だったが、五歳の喜一郎にはよくわからなかった。ただ、ユキを守れと何度も言っているように聞こえたので、強く頷いた。

　隣のユキは何も考えずにダイコンを食べている。いつの間にか喜一郎の分まで食べ始めているではないか。

「っと、いけねぇいけねぇ」

　思い出したように身体からだを起こす先生。

「いや、どうも俺は子どもにも難しい話をしちまう癖くせがあってな。話し出すと止まらなくなっちまうんだ。すまなかったな」

「そんなことありません」

　難しいとか簡単とか、そんなことは喜一郎にとっては関係なかった。どんな話でも聞こうと思った。この人がどういう人なのか、それは頭を撫でる優しい手と、いつも食べる野菜の味で知っていたから。

　その時の喜一郎は、先生が高名であることを知らなかった。いや、先生の偉い大だいさを知っている者は当時ほとんどいなかった。彼が詩人として有名になったのは死後かなりの年数を経てからである。この時は岩手のとある町で詩と畑に全てを捧ささげた、ただの男だ。

　先生は喜一郎たちに星の話をした。夏の太陽が輝く空を指さし、まるで見えているかのように星の配置を教えてくれる。そして星にまつわる外国の話や、自分の童話の話を教えてくれた。

　その話は、今でも覚えている。

　太陽に隠れた星を、喜一郎は目の内側でくっきりと描くことができた。

　そのうち両親が挨拶から帰ってきて、やがて別れる時間となる。

「いい土産みやげができた」

　見送る側の先生が、そう言った。

　どこへの土産なのか、喜一郎は次の年になって知った。







　先生の訃ふ報ほうを母から聞かされた時、喜一郎は深く悲しんだ。

　たった一度しか会っていないのに、逝いってしまった。これから夏には彼の元に通って、色々なことを教えてもらうはずだったのに。

　肺炎だったという。兆ちよう候こうは去年からあったという。

　初めて会ったあの時から知っていたのだ。本当なら立って歩いて話すことも難しい病気だった。平成の現在ですら危険な病気だ。当時は死の病やまいとして恐れられていた。

　六歳の喜一郎にとって、身近な人間の死に初めて触れた経験だった。

　だが喜一郎の両親はそれ以上に傷ついた。

　訃報を聞いた夜、珍しく父が酒を飲んでいるのを見た。

「ぼくが……もっと、錬金術で……！」

　手紙に向かって、そう呟つぶやくのを物陰から聞いた。父は錬金術師として、先生を救える薬を開発していたのだろう。

　薬だけではない。両親は戦争や飢き饉きんで命を落とす人のために、錬金術で様々な発明をしていた。その成果は小さいながらも、確かに上がっていたのだ。

　喜一郎にとって、父は尊敬すべき人だった。どんなことでもできる、英雄だった。同時に母は、知らないことなど何もない賢者だった。

　その両親ですら救えないものがあると知り、歯がゆい気持ちになった。

　喜一郎はその日から両親には内ない緒しよで、錬金術の書物を読むようになった。それが両親の知るところになると、簡単な仕事なら手伝わせてもらえるようになった。やがて日中戦争が勃ぼつ発ぱつし、父が出征するまでにはそれなりの知識を持っていた。







　喜一郎が十歳になった、ある夜のことだった。

　ちょうど先生の命日で、母と一緒に岩手に行き、帰ってきた日のことだ。喜一郎は先生の童話をいくつか譲ゆずってもらった。あの時話してもらった事が、今なら理解できるのではないかと思ったからだ。

　あの暑い夏の日、先生が話してくれた短い話。奇妙な童話。

　布団ふとんの中で童話を読んでいたら眠れなくなり、喜一郎はそっと床から抜け出した。

　目め指ざすは、母屋からわずかに離れた場所にある蔵。

　蔵に入ると、持ってきていたランプをつける。これも父が開発した、燃料なしで点ともるランプだった。その代わり灯あかりは小さい。

『喜一郎か』

　蔵の奥に、その石像はあった。

　翼の生えた犬の形をしている石像。

　動かないはずの石像なのに、鎖くさりで何重にも繋がれていた。その石像は赤い目を輝かせながら口をきいた。

『どうした。このような夜よ更ふけに』

「眠れなくて」

『そうか』

　喜一郎が生まれる前から、この石像はあった。

　なんでも制作した直後に暴走してしまったという。普通だったら、こういうものは破壊するのが常なのだろうが、なにしろ破壊できないように作ったのだ。考えればとても罪深いことなのではないだろうか。

　この石像が暴走したまま、世界を滅ぼしたかもしれないのだ。

『体温が下がっている。そのままでは病気になる可能性がある』

「大丈夫」

　と、喜一郎は持ってきたドテラに袖を通し、湯たんぽを抱える。

　長期戦の構かまえだ。

『何をするつもりなのだ』

「これなんだけど」

　喜一郎が取り出したのは、本だった。

『汝なんじらがいつも話している、先生とやらの著作か。それをどうするつもりだ』

「おまえさ、確か情報はなんでも入力できるんだよな」

『然しかり。吾われの記憶能力は、現代の機械を凌りよう駕がしている』

「よかった」

　喜一郎は本を開き、石像に見せた。

『これを記憶しろというのか』

「できないか？」

『可能だ。しかし意い図とが分からぬ。何なに故ゆえ、汝はこれを記憶させる？　これは防衛に役立つ情報なのか』

「いや、全然」

『では意味がない。吾が作られたのは、ひとえに防衛のためだ。大日本帝国を諸外国から守るための能力を、そのような雑事に使うことはできぬ』

「そんなこと言うなよ」

　喜一郎は本で石像を叩いた。

「そんなだから、封印されるんだぞ」

『むぅ……』

　石像は気まずそうな声。

「いいか、これからの兵器は学問もできなきゃダメだ。軍人ですら知識人が増えているんだ。だったらお前だって学を身につけなきゃ」

　これは父と、その友人である東宮雅臣の受け売りだった。

　ただ戦闘技術だけあっては、戦争に勝てない。いつもいつもそう言っていた。仮に戦争に勝ったとしても、知恵がなければ敵国を統とう治ちできないのだ。

『そういうものなのか？』

「そうだよ。みんなそう言ってる」

　十歳の子どもに、自分の意見など期待してはいけない。尊敬する人物の言葉を覚えることで精一杯なのだ。

『だが、なぜその者の著作なのだ？』

「……先生のことは、ずっと忘れないで欲しいから」

　当時、先生の知名度は全くと言っていいほどなかった。彼の名が世界中に知れ渡るのは、死後何十年も経ってからである。

　喜一郎は恐れた。このままでは先生の著作が読めなくなってしまうのでは、と。先生の言葉がこの世から忘れ去られるのは、とてもいやだった。

「だから先生の本は全部覚えるんだ。ほら」

　改めて本を開く喜一郎。

「どうだ、この話？」

『むぅ、奇妙な話だ。信号機が恋愛する話か』

「おまえだってもしかしたら恋愛するかもしれないだろ」

『汝ならいざ知らず、吾にそのようなことは決してない。吾には感情がないからな』

　冷たい反応。

　石像はこう続けた。

『だからこの信号機たちが羨うらやましくもある。吾にはないものを持っているからな。吾にとっては不必要なものでも、この信号機たちにとっては大切なものだ』

「……そっか」

『次は何を覚えればよいのだ』

　喜一郎は先生の作品をすべて覚えさせた。それが終わると、次はこの蔵にある蔵書を全て覚えさせた。石像はそれらの本を造ぞう作さもなく記憶し、そらんじることができた。記憶容量に限界はなさそうだった。













　こうして喜一郎は毎日、夜になると石像のいる蔵へと通った。

　石像と話すと、論理的な見地から助言をくれることがある。書物を読んだせいか、喜一郎の感情を踏ふまえて説明することもできるようになった。自分は感情を持っていないが、書物に登場する人間の行動原理から導みちびき出だした、データ的な感情なら理解できるようだ。

　やがて喜一郎は、ある本を持ってくる。

『今日は何を覚えるのだ』

「これ」

　図面が描かれた本だった。

「お父さんの錬金術の本」

『ほう。錬金術で作られた吾に、錬金術を学ばせるつもりか』

「学ぶっていうか……おまえ、守るための石像なんだろ？　だったら、少しは役に立てるかなって思ったんだ」

『それは良い。書物は吾の可能性を広げてくれるからな』

　そうしてまず最初に石像が興味を示したのは、父が作ったある品物。

　それは液体から熱を放射させ、硬い鉄を切る道具だった。兵器として使うには道具が大きすぎるため、工業用に使われるものだ。

『これは応用が利ききそうだ』

「えっ？」

　すると石像の目が輝いたかと思うと、何かが放出された。

　ドロリとした液体。それが目から噴射されて蔵の壁かべにぶちまけられる。次の瞬間、液体は幻まぼろしのように消え去った。

『ふむ。なかなか難むずかしいな。吾が生まれた直後は可能だった気がするのだが。記憶を全消去されてからは、訓練が要いる』

「何をするんだ……？」

『次はうまくいく』

　また石像の目が光った。

　今度はハッキリとわかった。あの書物のように、目から熱線を放出しているのだ。まっ赤な光線は蔵の壁に当たり、霧む散さんする。

「す、すごい……」

　腰を抜かしそうになる喜一郎。

『吾の手にかかれば、威力、速さともに自在になる。鉄を切ることもできる。これなら戦闘機を撃うち落おとすことも容よう易いだ』

　興きようが乗ったのか、石像はさらに書物を調べる。

　次に目を落としたのは、爆撃から家を守る傘かさだった。

『吾ならばこうする』

　石像の周囲に、赤い光の壁が生まれた。

　喜一郎が触ってみると、本当に壁のように固い。試ためしに全力で石を投げたが、傷一つつかなかった。攻撃だけでなく、守ることもできるのだ。

「すごいな、その光」

『吾の中にある、様々な物質を混ぜ合わせたものだ。吾の処理能力があれば、大抵のことはこなせる。喜一郎よ、次の書物を見せるのだ』

　言われるがままに、喜一郎は錬金術の本を見せた。

　石像は知識よりも実じつ践せんが好みらしい。覚えた錬金術の道具を、自分なりに改変して技にする。そんな作業が続いた。

『喜一郎よ』

　光でできた球体を目の前に浮かび上がらせながら、石像は呟く。

『感謝する。この力の使い方が分かった。これならば吾は日本を守ることができる。汝も、汝の家族も、汝の友人も守ることができるぞ』

「ダメだ」

　わずかに声が弾はずむ石像だが、喜一郎はぴしゃりと言った。

「ユキとお母さんは俺が守る。そう約束したんだ」

『先生との約束か』

「うん」

『承知した。ならば吾は汝が守りやすいように、敵国の兵隊を皆殺しにしてこよう』

「またそれか……」

　ことあるごとに石像は鎖からの解放を望む。その暁あかつきには、必ず敵国人を皆殺しにすると言い出す。それでは何も変わらないことは、喜一郎でもわかる。

　必要な知識は与えた。

　今度は、心だ。

　まだ時間はある。石像と話して、ゆっくりと心というものを理解させよう。そうすれば守るということの大切さがわかるはずだ。




　　　　　[image: ]




　バスに乗って数分で、記念館にたどり着いた。あのままバスに乗っていなければ、急きゆう勾こう配ばいの坂をのぼり続けていたことになる。カンジが一番ホッとしていたが、乗り合わせた他の乗客は異様な二人組の乗車に慌あわてたことだろう。

　後から調べてみると、もっと近い駅があった。そのことでもカンジに色々愚ぐ痴ちられたが、喜一郎だってこのあたりの路線図を正確に覚えているわけではない。多少ギスギスした雰ふん囲い気きになりながらもケンカをしなかったのは、喜一郎の昔話を聞いていたからだ。

　もともと先生の生せい家かだった記念館は、当時の面おも影かげは残っていない。昔はもっと田畑ばかりの土地だったが、それらはビルや民家で見えなくなっていた。

「でもさ」

　記念館の外にあるベンチで一休みしつつ、カンジが尋たずねた。

「さっきの話が本当だったら、ガーゴイルがそんなに強い理由って、喜一郎が色々教えたからなの？」

「今になって考えればそうかもしれん。あいつに便利な道具を見せ続けたのは俺だからな。今でも後こう悔かいはしていない。そのおかげで守れた命もあっただろう」

　――守れなかった命もあるが。

　口には出さず、喜一郎は思う。

「錬金術嫌いなのに、後悔してないんだ？」

　今話した喜一郎の話は、すべて錬金術がらみだ。尊敬する父と母、そして錬金術で作られた石像。

　それなのに今の喜一郎は、錬金術を憎んでいる。滅ほろぼそうとも思っている。

「……なあカンジ。さっき話した女のことを覚えてるか？」

「東宮ひかるちゃんだっけ？　お七さんとやりあった」

「あいつを見ていると、錬金術師に対する考えが変わってきた」

「そんなに面おも白しろかったわけ？」

　気楽に言うカンジ。

「使い方次し第だいだ、ということだ。基本は古科学でも現代科学でも同じ――錬金術だって、薬の発展に役立ったわけだからな」

「古科学は闇やみの世界でしか発展しなかったけどね」

　喜一郎がここまで錬金術を憎むようになったのは、戦争のせいだ。あの地じ獄ごくのような戦争を助長した錬金術師がいる。未完成だった兵器のひとつに、錬金術を利用したものがあったのだ。

　錬金術そのものに対する見方が変わっても、あの兵器を作った錬金術師だけは許せない。必ず見つけ出して、この手で裁さばくつもりだ。

　たとえそれが尊敬していた両親であったとしても。

「怖い顔してるね。いけないな。君はもっといい顔ができるはずだよ」

　優しい声に顔を上げた。

　誰よりもこの場所が似に合あっている男が立っていた。麦わら帽ぼう子しにＴシャツという格好はそのままだが、さすがに身体を動かしていないと寒いのか、シャツの上にジャケットを羽織っている。

　前野だった。

「どうして……!?」

　捜していたのはこちらのはずだった。方々捜しても見つからないから、手がかりを得るために東北まで来ていたというのに。

　喜一郎もカンジも立ち上がり、すぐに前野から離れた。

「偶然だよ。いや本当に」

　前野がここにいるということは、サリーを着た女も近くにいるのか。

　視線を巡めぐらせると、いた。記念館の壁にもたれかかって、顔を伏せている。よくよく見れば、泣いているではないか。

「オゥ……ナント悲しいのでショウ！　こんなに偉大なヒトがもういないだナンテ！」

　どうやら喜一郎たちより先にここに来ていたようだ。中の資料を見て感動したのだろう。

　そして顔を上げると、今さら喜一郎たちに気づいたようで、

「ハッ!?　キーチローさんたち！　キグーですね！」

　などと大げさなリアクションで叫んでいる。こんなオーバーアクションの人物を、東宮ひかるの近くで見たような気がするのだが、なぜか思い出せない。

　見た目は美しいが、態度はバカ丸出しだ。

　だがすでに喜一郎もカンジも得え物ものを構えている。この女、黒魔術の使い手だという。その怪しげな技は一度見たら忘れられない。

　その技で前野を誑たぶらかしたのだろうか。いや、違う。洗脳が得意な人間は他にいたはずだ。

　――洗脳という言葉がひっかかった。

「おい、そこの女」

「アリーシャといいマス」

　殺気だった喜一郎に、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする女――アリーシャ。

「なにしにここに来た……！」

　柄つかを握にぎる手が怒りで震える。

　返答次第では、即座に斬り捨てるつもりだ。他の人間ならいざしらず、先生の場所を汚した者は許さない。

　周囲に人はいない。みんな記念館の中を見学しているのだろう。

　斬ったら斬ったで、喜一郎も先生の場所を汚すことになるのだが、今の喜一郎は冷静ではない。先生のことで頭がいっぱいだった。

「喜一郎くん、刀を収めてくれ」

　両手を見せて懇こん願がんする前野。

「ここには本当にたまたま寄っただけなんだ。アリーシャが日本の農学者について調べたいと言っていたから」

　たしかこのアリーシャという女、植物学の研究者でもあったか。

　先生は詩人でもあり、また農学者でもあった。敵にすら尊敬されるのであれば本望だが――だからと言ってハイそうですかと見過ごすわけにはいかない。

「それジャ、そういうコトで～！　アディオース！」

　なのに手を振って帰ろうとするアリーシャ。

「ちょ、待て待て待て！」

　慌ててカンジが折り鶴を投げる。鶴はアリーシャの足下に着地すると、羽が刃のように伸びた。本当に切れるのだろう。巨大なマキビシのような折り鶴だ。

「オーゥ、見逃シテはくれまセンか？」

「見逃せないな。おまえたちには聞きたいことが山ほどある」

　それに先生のことを知った彼らがこれからどうするか知りたい。もしも先生から学んだ技術を使って悪事をはたらくのであれば、やはり斬る。

　喜一郎はずっと刀の柄を握っていた。いつでも抜刀できる。

「悪いけど、喜一郎くん」

　前野の手が伸びた。

　反射的に抜刀しようとする。が、できなかった。右手になにか液体のようなものがかかる。トリモチのような粘ねん着ちやく力りよくで、手を封じられた。

「これは……！」

　ヤマイモの汁だった。前野は植物学者ではあるのだが、それよりも古科学を使って作物を育てることに生き甲が斐いを感じる人だった。カンジに言わせれば「食べられるものを作らせれば最強」とのこと。

　このヤマイモも古科学で作ったのだろう。大した粘着力だ。

「少し動けなくなってもらうよ」

　前野が腕を回すと、ヤマイモが喜一郎の身体を一周する。両腕をも封じられ、バランスを崩くずして倒れる喜一郎。

「喜一郎！」

　うろたえるカンジ。カンジはもともと戦いに向いていない。荒あら事ごとは喜一郎の専門なのだ。前野とアリーシャの二人を相手にして、戦うことも喜一郎を救出することも難しいだろう。

「アナタにも、ちょっと眠ってもらいマショーウ」

　アリーシャがビンを取り出した。中に入っているのは、何かの粉。眠らせると言っているが、どうなってしまうのか。

「ちょ、ちょっと待って！」

　カンジが後じさるが、もう遅い。アリーシャがビンを投げつける。ビンはカンジの頭にぶつかり、地面に落ちた。咄とつ嗟さに目と口を閉じる喜一郎と、顔を庇うカンジ。

　そしてゴロゴロと転がるビン。

「…………」

「…………」

　しばらく気まずい静せい寂じやく。

「ダメデス！　センセーの言ったトーリに、硬いビンに入れて来たノニ！」

　頭を抱えるアリーシャ。このベタベタな展開、やはり見覚えがあるのだが、どうしても思い出せない。誰か似た性格の人物がいなかったか――

　と、今はそんなことを考えているヒマはないのだった。

「カンジ、下がれ！」

　抜刀し、前野に斬りつけた。

　喜一郎の刀を受けたのは、真っ白なダイコン。

「おや、もうヤマイモから抜け出したのかい」

「簡単さ」

　喜一郎の攻撃に驚いていない前野。だが全力の斬ざん撃げきを受け止めた手は、達人の域いきだ。それに刀を受け止めるダイコンもまた、古科学の産物。

　まだ腕周りがベタベタするが、文句を言っても仕方がない。

「ふんっ！」

　胴を狙って斬りつけるが、ダイコンに阻はばまれる。どう見てもあっちの方が振り回しにくいのに。普段から触り慣れているということか。

「マエノさん！」

　アリーシャが慌てながら、何かを呟いた。

　日本語ではない。さらに彼女の真下の地面が輝く。

「やめろ！」

　喜一郎は叫んだ。先生の土地を汚されたくはなかったから。

　ところが、答えたのはアリーシャではなかった。

「アレ？」

　なんの変化もない地面。

　棒立ちのまま首を傾かしげているアリーシャ。なんだか知らないが、術が失敗したらしい。まぁこういうことは誰にでもある。錬金術師や古科学者だって失敗続きの人生だ。

　しかしこの好機を逃すわけにはいかない。

「っ！」

　喜一郎の刀が閃ひらめいた。今度は油ゆ断だんしたのだろう、受け流すこともできず、前野のダイコンに刃ががっちりと食い込んだ。

　だがそのままでは喜一郎のピンチだ。刀を取られてしまう。

「もらった！」

　前野が左手に持っているのは、ニンジン。それを短刀のように喜一郎の喉のどに突き刺そうとする。ダイコンがあれだ。きっとニンジンもナイフのように鋭するどいのだろう。

　しかし喜一郎は怯ひるまない。

「いただきます！」

　頭を後ろに反らし、反動で思いっきり顔を突き出した。

　喉のど笛ぶえを狙ったニンジンにかじりつき、首をひねる。刀をも受け止めるだろうニンジンは、喜一郎の歯であっさりと折られた。

「もうひとつ！」

　刃の刺さったダイコンにもかぶりつき、半ばで折る。刀が呪じゆ縛ばくから解け、同時に前野の武器は全て使い物にならなくなる。

　前野は野菜を育てることに命を懸かけてきた古科学者だ。それは全ておいしい野菜を作るため。前野が作るもので、食べられないものは存在しない。

　だから刃物を通さない野菜でも、歯ならば効くのではないかと考えた。

「やるな、喜一郎くん」

「…………」

　咀そ嚼しやくしているので答えられない喜一郎。食べ物を粗そ末まつにするということは、彼の選択肢にない。ちなみに失敗しても喜一郎は不死身なので、リスクは少ない。もしもヤマイモで口をふさがれていたら、どうなっていたかわからなかったが。

　たっぷり一分ほどかけて飲み込む。

　前野もアリーシャも抵抗しなかった。その間にカンジの手から伸びた折り紙のチェーンが、ふたりを縛り上げたからだ。紙でできているはずなのに、鉄よりも硬い。

「アーア、捕まっちゃいマシタ」

　ふたりとも抵抗する素そ振ぶりは見せなかった。もともと戦いに向いていない二人だ。アリーシャもカンジと同じで、肉体労働は苦手らしい。

　紙のチェーンで縛った二人をそのままにしておくわけにもいかず、とりあえずさっきまで喜一郎たちが座っていたベンチに座らせることにした。これなら周りからも目立たないだろう。

「答えてもらうぞ」

　周りの人たちに見えないように刀を突きつけ、喜一郎がぼそりと呟いた。

「何が知りたいんだい？」

　前野は落ち着いている。こうなることがわかっていたみたいに。

「聞きたいことはたくさんあります。何から聞こうか――」







　今度は前野の話を聞く番だった。予想以上に大量の情報を得ることができた。ミズチという組織の事。その中心人物はやはり平賀らしい。らしい、というのは、前野たちですらよくわかっていないからだった。

「ミズチには洗せん脳のうの得意な人がいてね」

　薬を作るということまでは、前回聞いていた。

「早い話が、自白剤の強力な奴だね。それを作るための触しよく媒ばいが欲しかったんだ」

「その薬で、誰を洗脳するんだ」

「たぶん古科学者以外の人間じゃないかな。技術はあるけど、ミズチに反抗的な」

　古科学者は平賀がいるから、洗脳するまでもないということか。しかしそんな危険な人間たちを集めて、どうしようというのか。そこまでは前野も知らないという。彼らも末まつ端たんの人間だ。

　それからアリーシャのことも聞いた。

　彼女も前野も洗脳されていたわけではないという。アリーシャははるばるエジプトの大学から日本へ、植物学を勉強しにきたのだという。しかし学んだのは魔術と植物学を融ゆう合ごうする技術。そちらの方が、よりよい植物が作れると思ったらしい。

　それで古科学者の前野に近づいたのだ。純粋に学ぶために。

　アリーシャの都つ合ごうはわかった。

「じゃあ、前野さんはなんのために……？」

　喜一郎が聞きたかったことを、代わりにカンジが聞いてくれた。

　前野は言いにくそうな顔。誰よりも優しかった古科学者の前野が、喜一郎を攻撃することが、そもそも信じられない。よほどの理由がない限り、誰かを陥おとしいれる薬を栽さい培ばいするなんて、前野に限ってあり得ない。

「それは……」

　前野が話そうとした時だった。

「ン―――!!」

　突然、アリーシャが奇妙なうめき声を上げる。何事かと顔を見れば、汗びっしょりではないか。病気か何かか。

「ダメデス！　どーシテモ上手くいきマセン！」

「……何やってるの、お姉ちゃん？」

「マジックですヨ！　ワタシ、何回も何回も試しているノニ、全然動きマセン！　ホワーイ!?」

　魔術のことか。あの奇っ怪な技がまともに発動していれば、喜一郎もカンジもやられていたかもしれない。逆に言えば、そのおかげで容易に捕らえられたのだが。

「それは無理だよ、アリーシャ」

　優しい声の前野。

「君の黒魔術は、大地の怨うらみを使っているからね。ここにそういうものはないんだ」

「大地の怨み――」

　原理はよくわからないが、その言葉を使われたら喜一郎でもわかった。

　ここの土地は幸せなのだ。なんたって、先生の土地だから。

「怨みがない土地……なんてスバラシイ」

　アリーシャも感心している。

「日本はいいデスねぇ。ワタシの国も神様に守られてイマスが、こんなに幸せな土地は本当に珍めずらしいデスよ。血を流さなくてヨカッタデス」

「そうか」

　褒ほめているのは敵である上に、自分のことでもないのに、喜一郎は嬉うれしかった。

「ダカラ、こうシマス！」

　アリーシャの身体から煙が吹き出した。サリーの中が爆発したかのような、白い煙。油断していたから思い切り吸い込んでしまった。

　魔術ではない、植物の粉だ。花粉――いや、もっと強力なものだ。胞ほう子しかもしれない。

「ゲホッ、ゲホッ！」

　咽むせている間に、前野もアリーシャもいなくなっていた。彼らは逃げ足だけは速い。まるで忍者だ。しかもアニメのようにドロンと消える。

　咳せきとくしゃみが収まるまで、喜一郎もカンジも喋しやべれなかったが、ようやく口がきけるまで回復すると、まずカンジがこう言った。

「追いかけるとか言うなよ。そんな元気出ないよ」

「言わない」

　催涙ガスのようなものだ。完全に戦意を失ってしまった。喜一郎はどんなに傷つけられても再生するが、痛みは常人並みだ。だからこういう武器に弱かったりする。

　さっきまで彼らが座っていたベンチに、座り直す。まだ目が痛い。

　聞きたかった事はある程度聞けた。

　これからどうすべきか、よりハッキリとした。

「とりあえず、目を洗ったら青江さんのところに行こう」

「うん」

「その薬とやらで、青江さんまで洗脳されたらかなわん」

「うん」

　さっきから相づちしか打たないカンジ。仮面の中に手を入れて目をこすっている。それは逆効果なので、記念館のトイレを借りてくるように言った。

　やがてカンジも落ち着くころには、日が暮れかけていた。記念館から出るシャトルバスが最後の便になる。

「喜一郎、乗ろうよ」

「ん」

　ベンチから立ち上がる喜一郎。カンジはすでにバスに乗り込んでいた。

　前野とアリーシャは、今後現れるだろうか。

　いや、きっとどこかで会うだろう。ミズチという組織にいるかぎり、彼らのような優れた技術者はきっと何かをやらされる。洗脳用の薬を作り終えたら、次はなんだろう。

　バスに乗ろうとして、振り向いた。

　先生の記念館には、結局入らなかった。

「……先生」

　記念館に頭を下げる喜一郎。

「すみません。俺は、先生が望んでいた人間にはなれませんでした」

　もしもこの場に先生がいたら、どんな説教をするだろうか。その熊のような手で殴って欲しかった。大切な人すら守れずに、何をやっているのかと。

　そうして喜一郎はシャトルバスに乗り込み、座席に座る。サイフを出そうと懐ふところを探ると、半分に割れたダイコンが出てきた。

「持ってきてたの？」

　驚くカンジだが、その場に捨てていくわけにもいくまい。

　さっきと同じように、ダイコンにかぶりつく喜一郎。

「生で食うなよ……」

「最近の若者はなんでも火を通したがるな。前野さんのダイコンはうまいぞ」

　証しよう拠こ隠いん滅めつとばかりに、ダイコンを丸ごと食べる喜一郎。

　やはり先生のダイコンが一番だ、と心の中で呟きながら。
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「違う――か」

　本を閉じる喜一郎。閉じただけで埃が舞まうが、気にしない。

『お探しの物は見つかりましたか？』

　物もの憂うげな喜一郎に優しく問いかけるケルプ。彼が首を横に振る前から、想像はついていた。彼が探しているのは、東宮雅臣が戦争に荷か担たんしていたという証拠だろう。確かに雅臣は軍事産業にも手を染めていたが、錬金術で兵器など作らなかった。

　唯一の例外が、ケルプの前身であるドミニオンだ。その理念はガーゴイルと同じ、本土を守ること。そんな目標を持っていた雅臣が、攻撃的な兵器など作るわけがない。

「ふぅ」

　溜息をつく喜一郎。

『ご安心いただけましたか』

「ああ。雅臣さんが俺の思っていた通りの人で、安心した」

『それは結構。これで錬金術に対する怨みも和やわらいで頂ければ、なお宜よろしいのですが』

「悪いが、それはまだ時間がかかりそうだ」

　本を棚に戻し、喜一郎は書庫を出た。

　彼の言葉を意訳するならば「努力はする」ということだろう。様々な出会いが、喜一郎の心をわずかだが溶とかし始めているようだ。

　同時にケルプは思う。喜一郎をここまで変えた、その錬金術師は何者なのかと。もしもその特攻兵器とやらをケルプが見たならば、喜一郎と同じ感情を抱いたことだろう。そんな錬金術師がこの世にいることも許ゆるし難がたい。

　もしも、それがケルプの知っている人物ならば――

『む……』

　思考が中断された。本棚の上に無む造ぞう作さに積まれた本が落ちたのだ。落ちた本は、今度は床に積まれた本の山を崩し、崩れた本の山が本棚を揺らす。揺れた本棚から、また本が落ちた。

『やれやれ……喜一郎さん。先にお部屋までお戻りください。小生はやるべきことができました』

「……すまない」

『いえ、これは喜一郎さんのせいではございません。手をつけるなという言葉に甘え、小生がこの部屋をほったらかしにした責任でございます』

　まずは本を虫むし干ぼしするところから始めなければ。

　掃除が終わったら、読書でもしてみよう。

　童話もたまには悪くない。





おわり　　　　　

























　年頃の娘があどけない姿で眠っている、と表記すれば聞こえはいいが、普段着でソファに両足を投げ出してハラをボリボリ掻かきながら寝こけているこの女に美点を探すのは、かなりの労力を要するだろう。

「これほどまでに色気のない寝姿も、そうそうないよね」

　午後十時。

　呆あきれながら毛布を持ってくるカンジも、小さなあくびをした。

「この女に恥じらいとか、そういうものを期待するほうが愚おろかだ」

　毛布を受け取った喜き一いち郎ろうは、事務所のソファで寝ている東ひがし宮みやひかるの腹を覆おおうように掛けてやる。少しだけ呻うめくと、彼女は毛布を抱くようにして寝始めた。

「それに、よほど疲れていたんだろう。朝からずっと看病していたらしいからな」

「そだね」

　ひかるがこれほどまでに疲労したのは、ここ逸いつ色しきビルの住人である瑪め瑙のうが入院している病院を往復し続けたからだ。

　基本的にひとりで身の回りの世せ話わをしたそうだ。仕事のある他の住人と違い、ここ鳥屋の業務は閑かん古こ鳥どりの大合唱なのだ。時間に余裕のある者が動くのは、とても理りに適かなっている。

　しかし疲労のほとんどは、精神的なものだ。大好きな家族に裏うら切ぎられ、傷つけられ、そして本人も傷ついた。瑪瑙の看病をすると、必然的にそういう感情を想そう起きしてしまうのだ。

　だからひかるは、せめて夜はぐっすり眠ることにした。薬の調合は錬れん金きん術じゆつ師しの得とく意い技わざということで、強力な栄養剤を作ったのだが、人間疲れを取るには眠るのが一番ということで、栄養剤にも少しだけ睡眠薬が入っているのだ。

　どんなに疲れてもコレを飲んで寝れば朝には復活、その場でフルマラソンができる、とひかるは言っていた。

「麻薬の類たぐいじゃないだろうな……？」

　ひかるが作ったという栄養剤のビンを眺ながめる喜一郎。

　彼らとて、元気なわけではない。

「ミズチとは違うよ」

「わかってる。冗じよう談だんだ」

　彼らの命と技術を狙ねらうミズチとは、つい先日やりあったばかりだ。騙だまされて豪華客船に乗せられ、優ゆう雅がな旅行になるはずがミズチとの楽しい死し闘とうにプラン変更せざるを得なくなったのだ。

　結果、ひかるもミズチに技術の一部を奪うばわれた。瑪瑙が傷ついたのもその時だ。こちらが得たものといえば、ミズチの首領の正体と一人の捕ほ虜りよのみ。

「気がつけば、この事務所が本拠地みたいになってるよな……」

　そもそも喜一郎とカンジがどうしてひかるの事務所にいるのか。

　それは彼女の護ご衛えいである。眠るひかるが外敵に襲おそわれた際の、盾たてだ。

　本来ならひかるにはガー助という心強い相あい棒ぼうがいるはずなのだが、そのガー助は鳥とり籠かごの中で眠っていた。

　ちなみにガー助とはひかるが錬金術と命を使って作り出した自動人形である。人形であるからして、睡眠とは無む縁えんの存在のはずなのだが、眠っている。止まり木に立って目を閉じており、微び動どうだにしない。機械などのスリープモードとも違う。

「すごいんだね、錬金術って」

　単純な感想を述べるカンジ。

　喜一郎も原理はよくわかっていないが、ひかるとガー助の命が繋つながっているために起きた現象だろうと推測する。ラーの天てん秤びんという錬金術の秘宝を用いて作り出した、奇妙な関係だ。睡眠くらいで驚おどろいていたら、身が持たない。

「ただ言えることは、今ミズチの手先に襲われたら何もできないという事だ。俺たちでなんとかするしかない」

「来るかな、ミズチ」

　カンジが疑問に思うのもわかる。豪華客船の事件は、ほんの数日前の話。彼らが反撃するには中ちゆう途と半はん端ぱなタイミングであり、また、今ひかるを襲うくらいならば、別の作戦を進めた方が得とく策さくだと喜一郎は思う。

「確実に来ない、とは言えない――それだけで充分脅きよう威いだ」

　ミズチもひかるも、お互い退ひくべき時期なのだが、群むれるのを嫌うミズチの個人が襲ってこないとも限らないのだ。

「お七しちさんは？」

　この場にいるはずの捕虜の名前を出すカンジ。

「上の階で遊んでるようだ。将しよう棋ぎの相手だとか」

「捕虜っていうか、もうお客さんだよね……あ、そうだ。喜一郎、おなか空かない？」

　腹を押さえるカンジ。

「俺はまだ別に」

「そ。じゃあボク何かおなかに入れてくるね。腹が減っては戦いくさはできぬ！」

「ああ、もう遅いから気をつけるんだぞ」

「はいはーい」

　手を振って鳥屋の事務所を出るカンジ。若い女の子なんだし、ついて行くべきか迷うが、カンジも古こ科か学がく者しやの端はしくれだ。敵を倒せなくても、自分の身を守ることくらいはできるだろう。女の子と知ったのは最近だが、だからといって態度を変える必要もあるまい。

「さて」

　起きている者が誰もいなくなった事務所に、ひとり立ちつくす喜一郎。こうなると、意外にヒマだ。かといって四六時中、気を張り詰めて警けい戒かいするわけにもいかない。

「掃そう除じでもするか」

　普段から片付けられていない事務所を見回し、喜一郎は腕まくりをする。







　喜一郎が予想以上に汚れたひかるの事務所に辟へき易えきしている間、カンジは逸色ビルの隣となりにあるラーメン一いつ心しんで一心不乱に麺めんを啜すすっていた。

「うっわ、最高においしい！　……ってワケじゃないんだけど、なんかクセになる味だよね。止められないっていうか」

「お、そうかい。褒ほめてんのかわかんないけど、まぁいいや」

　なんだかんだで嬉うれしそうな顔をしてチャーハンを炒いためる店主だった。若い女の子に笑顔で食べてもらえば、誰だって悪い気はしない。

「しっかしよぉ、俺最初、喜一郎アニキの弟だと思ってたぜ」

　カンジの隣でギョーザを食べているのは、天てん成せい会かいの若い衆。一人だけではなく、五人くらいで食事をしている。ひかるたちは慣れていると言っても、ヤクザだ。最初はカンジも怯おびえていたが、船の一件で色々喋しやべっているうちにすっかり仲良くなった。彼らも喜一郎の妹分ということで、良くしてくれているのだろう。

「喜一郎はボクのお父さんの友達って言ってたよ。ボクも小さい頃から古科学とか教えてもらったし」

「お父さんって……ホントわけがわかんねーよな、アニキの人生は」

　ビールを飲んで笑っている、顔中ピアスだらけの男。

「なぁ、でもよ。大丈夫なのか？」

　ピアス男の隣に座っているホストのような男がからかうような口調で尋たずねる。

「大丈夫って、何がだよ？」

「アニキ、今ひかるちゃんの事務所にいるんだろ？　ふたりっきりなんだろ？　なんか間違いが起きたり」

「しねーよ」

「うん、しねーな」

　その場にいる全員が頷うなずいた。喜一郎の性格もさることながら、ひかるの色気を皆よく知っているからだ。

「それに、襲ってくるのはアニキじゃねーだろ。ナントカって組織がひかるちゃんたちを狙ってるから、アニキとカンジが守ってくれてるんじゃねーか」

「んだな。頼りにしてるぜ、カンジ！」

「おう、瑪瑙の姉あね御ごやウチの大親分の借りがあるしな！」

　そう言いながら、男たちは次々にカンジのラーメン丼どんぶりにギョーザを放り込んでくる。くれるのはありがたいが、せめて小皿に取ってくれと思うカンジ。それでもお礼を言いながらギョーザを頰ほお張ばっていると、ふと、若い衆の一人がこんなことを尋たずねる。

「なーカンジ。その組織の奴らって、特とく徴ちようとかねーのか？　俺たちでも見分けとかつくのか？」

「つくよ」

　ミズチの古科学者たちは、誰でもわかる特徴がある。

「とにかく怪あやしい人がいたら、それがミズチ。コスプレみたいな格好してたり、なんか銃じゆう刀とう法ほう違い反はんしてそうな得え物もの持ってたりするから」

「それ、警けい察さつに逮たい捕ほされねーのか？」

「何故かされないんだよねぇ」

　それを言ったらカンジや喜一郎だって似たようなものだ。

「だったらさ」

　一人の若者が、店内を見回す。

「あそこに座ってる女なんて、怪しくねーか？」

　アゴで指したその先、店の隅すみっこに座って三杯目のラーメンを啜っている外国人の女がいる。

　頭からサリーと呼ばれる民族衣い装しようを着て、宗教的にはオーケーなのだろうか、チャーシューを持ち上げて下からかぶりついている。行ぎよう儀ぎ云うん々ぬんを問う前に、夜十時のラーメン屋にサリーを着た女性がいるのは、非常に珍めずらしい。

「ンー、ニッポンのオソバ、とってもおいしいデース！　このオニクもオイシイデース！　マエノさんもこんなステキなモノ、たくさん作って欲しいデース！」

「え、えええええっ!?」

　思わず立ち上がり、指をさすカンジ。

　何かいろいろ間ま違ちがえつつ喜びに打ち震えているその女こそ、ミズチの手先であるアリーシャその人であった。古科学で農作物を作る前まえ野のという古科学者と行動を共にしていた。黒魔術の使い手だが、前野と同じ、植物を研究する学者でもあるらしい。

　発見したのがカンジでなくとも警戒しただろう。

「あ、カンジちゃん。お久しぶりデースネー！」

　アリーシャはカンジに手を振ると、視線を少しだけ下に移す。

「お久しぶりじゃないよ！　なんでそんなにフレンドリーなんだよ！　って、なんでさっきからボクのギョーザ見てるんだよ!?」

　懐ふところに手を入れるカンジ。

　この空気を感じ取ったのか、天成会の若衆も立ち上がり、アリーシャの周囲を警戒しながら取り囲む。

「それ、ひとつクダサイませんカ？」

　アリーシャが指差したのは、カンジの箸はしにつままれたギョーザ。

「ほらっ！」

「アリガトございマース！」

　半ばヤケクソ気ぎ味みにアリーシャの小皿にギョーザを移すと、彼女は一口で頰張り、よく味わって飲み込む。

「で、何しに来たの？」

　いまだ警戒を解とかないカンジに、アリーシャは笑顔で答えた。

「色々と、イタダキに来まシター！」







　ひかるが住む逸色ビルの一階は、板いた垣がきさんが営いとなむ花屋がある。

　普段ならとっくに店じまいを終えている時間のその店の前に、板垣さんは立ち尽くしていた。彼の目の前に立っている男が、板垣さんを呼んだのである。

　アリーシャの供、前野だ。

　古科学者であり、農学者。そしてミズチの一員。

「……今更、どんな用です」

　温おん和わな板垣さんの、攻こう撃げき的てきな声。

「貴方あなたにもらった苗は全て燃やしました。道具も返すつもりはありません」

「それはそうだろうね。いや、違うんだ。その用件で来たんじゃないよ」

　前野は気楽に話しかける。

　板垣さんが前にさせられた仕事とは、洗せん脳のうに使う薬品の材料となる草の栽さい培ばい。板垣さん自身も弱みに付け込まれて洗脳に近い方法で動かされていたのだ。前野の手によって。

「悪いことしたとは思ってる……って、謝あやまっても許してもらえるはずはないね」

　照れくさそうに頭を掻く前野。

　作ったのは自分なのに、まるで他ひ人と事ごとのような言い草だ。

「謝りに来たというわけでもないんでしょう、前野さん？」

　その前野の背後に立つ、喜一郎。

　すでに抜ばつ刀とうしているが、切っ先は前野に向けずに下げたままだ。

「やぁ、喜一郎」

「お元気そうで」

　軽い挨あい拶さつとは裏うら腹はらの、刃やいばを介かいした言葉。

「俺たちが待まち構かまえていることくらい、とうにご存知だったでしょう？」

「まぁ、ね」

　飄ひよう々ひようとした態度は、変わらず。麦むぎ藁わら帽ぼう子しにＴシャツという格かつ好こうが、繁はん華か街がいの夜景から浮いており、逆に彼の存在感を引き立てる。

「……さっぱりわからない。前野さん、あなたの行動は、まるで自分たちに気づいて欲しくて、わざと目立つように悪事を繰くり返かえしているようにしか見えない。薬草を栽培する目的はあきらめたんですか？」

「あきらめたというか……もう、必要なくなったんだ。もう必要な分は作ってしまった。あとは平ひら賀がさんかレイジさんが薬にしてうまく使ってくれる。私たちの役割は終わり。ならば、できることは一つしかない」

「……なんですか」

　前野の態度に妙なものを感じ、刀を構える喜一郎。

「残っている力――純粋な武力でもって、少しでも時間稼かせぎをする」

　前野の両手には、いつの間にか二本のキュウリが握られていた。見た目は何の変へん哲てつもないキュウリだが、彼が作ったのであれば立りつ派ぱな凶器になる。

「時間稼ぎ……？　何のですか？」

「もうすぐミズチの大だい規き模ぼな作戦が始まる。それまでに、少しでも戦力を削そぐ」

「それこそ意味がない！　前野さん、これ以上罪を重ねることはない！」

「あるさ。ここまでやっておいて、今更すいませんでしたじゃ済まないだろう。蒔まいた種は、最後まで面めん倒どうみないといけないよ。それに、勘かん違ちがいしているようだが喜一郎、私は騙されてはいない。自分の意思で、ミズチの計画に参加したんだ」

　キュウリを顔の前に掲かかげる前野。

「――全ての、虐しいたげられた古科学者のためにね」

　前野がキュウリを投とう擲てきする。それは咄とつ嗟さに避よけた喜一郎の背後に停めてあった車の窓ガラスに突き刺さった。

　固い決意を漲みなぎらせ、前野がもう一本のキュウリを構える。

「前野さん！」

　こちらも覚悟を決め、斬りかかろうとする喜一郎。

　その時、地面が大きく揺れた。

「アリーシャだな」

　下を見ながら呟つぶやく前野。

「私とアリーシャの最後の仕事だ。君を含めて、ミズチの敵になる者を排はい除じよする。あわよくばアヌビスからラーの天秤の技術をもらえれば――と思っているんだ」

「それはレイジが持っていったでしょう!?　何に使うと言うんですか!?」

「農業も命を扱う仕事だよ、喜一郎」

　ニッコリと笑う前野の顔が、突然ぶれた。

　前野の真下の地面が大きく揺れているのだ。アスファルトに亀き裂れつが走り、植物のツタが伸び始めた。それは前野を守るようにしてうねり出す。ヘチマのツルに見えるが、おそらく同じ科の植物だろう。

「板垣さん！」

　そのツルが板垣さんを縛しばろうとしていたので、走り出す喜一郎。だが間に合わない。板垣さんの身体からだがツルに巻かれ、締め付けられる。

　――そう思ったのだが、轟ごう音おんと共にツルが弾け飛んだ。動物のようにのたうつツルが、さらに砕け散る。

　板垣さんの手には、一丁の小銃が握にぎられていた。どこから出したのか。

「心配ないよ、喜一郎くん。自分の身は守れる」

　硝しよう煙えんの上がる銃を構えながら、板垣さんが笑った。

「その銃――錬金術ですか？」

「ああ。ひかるちゃんのために作ったものだ」

　確か板垣さんは、その昔アメリカで銃工ガンスミスをしていたのだったか。ヤクザ者の多いこの逸色ビルに店を構えているのも、天成会の元もと締じめである奥おく村むら組ぐみの大親分が世話になったからだという。

　その技術を錬金術で応用、つまりひかるの道具として生まれ変わらせたのだ。

「……悪用されません？」

「されないと思うよ。威い力りよくが強すぎるから、日本じゃ逆に使いにくいと思うし」

　なるほど。まさにこういう化け物を相手にするための銃か。その証しよう拠こに、前野を覆う触手は銃弾一発で砕け散っている。前野の作物は、喜一郎の剣でも斬きりづらいのだ。

「というわけで、僕も交ぜてもらっていいかな？」

「危険です。帰ってください」

「そうは言うがね、喜一郎くん。僕だってひかるちゃんを守りたいし、瑪瑙さんの仇かたきを討うちたい。そして、今はその力がある。これって条件が揃そろってないかい？」

「……まったく、ここの人間は……」

　帽ぼう子しのつばに触れ、嘆たん息そくする喜一郎。

　止めても無む駄だというよりは、止めた方が悪い結果になりそうな連中ばかりだ。







　逸色ビルの隣に位置するラーメン一心は、店外から見れば無事に見えた。もともと人通りが少ない道にある店なだけあって、異変に気づく通行人もいなければ、ちょっと腹を満たしに入る客もいない。

　が、店内はホラー映画さながらの光景が繰り広げられていた。

「ひ、ひええええ！」

　顔面ピアスだらけの男が腰を抜かしている横で、ホスト風の男がツタに絡からまれて身動きが取れなくなっている。彼らを取り囲むツタは人間だけでなく、壁かべや天てん井じように広がり、店内を埋うめ尽つくしている。

「お、おい！　俺の店に何しやがる!?」

　カウンターの奥から店主が怒ど鳴なると、

「ゴメンなサーイ！　でも、調理器具には手を出しまセーン！　美お味いしいオソバを作ってくれた人に、そんなマネはしませんヨー！」

「ソバじゃなくてラーメンなんだけどな……」

　ツタの中心にいるアリーシャがウインクした。店主は顔を真っ赤にしてそむけるが、それ以外の人間にとってはどうでもいい話だ。

「このっ！」

　カンジのコートから、無数の手しゆ裏り剣けんが乱れ飛ぶ。折り紙でできた手裏剣だが、鋭さは刃物のそれを凌しのぐ。天成会の連中を拘こう束そくしていたツタは切断できたが、肝かん心じんのアリーシャに近づく手裏剣は全て阻はばまれてしまう。どこからともなくツタが飛んできて、アリーシャを守るように動くからだ。

「ワォ！　ジャパニーズ、オリガミ！」

　手裏剣のひとつを手に取り、アリーシャは大喜び。ここまで無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんな暗殺者もそうはいないだろう。

「何しに来たんだよっ！　とっとと帰れ！」

「オゥ……ソーはトンヤが卸おろしてクレマセン。ワタシ、ミスター前野のために時間ツクル。ミスター前野、グッドな植物作るため、ドロボーする。ワタシはそれ手伝いマース！」

　つまりはひかるから錬金術の技術を盗ぬすみに来たわけだ。

　護衛の仕事が、さっそく始まる。

「させないよっ！」

　カンジのコートが揺れる。袖そで口ぐちから粉のように細かい粒りゆう子しが噴き出してくる。黒い毒どく霧ぎりのようなそれは、実はひとつひとつが折り紙で作られている。

　黒い粉がツタに触れると、それだけでツタが掻き消えた。空間を削けずり取とったかのように見えるが、よく見れば微び細さいなトゲの塊かたまりがツタを切きり刻きざんでいるのがわかる。細かい針の束たばを射出するニードルショットのようなものだ。

「やりマスね！」

　アリーシャがサリーを翻ひるがえすと、ラーメン一心の床からさらに太いツタが生えた。

「うわぁっ！　店がぁ！」

　頭を抱かかえる店主を差し置いて、アリーシャはさらにツタを生やす。よく見れば花が咲いているツタもある。花から察するに、この植物はどうやらカボチャ――と思ったのだが、キュウリがなっていた。

　キュウリだけでなく、スイカもある。それにヘチマも。どうやらこのツタは瓜うり科かの植物を全部合成したもののようだ。

「ミスター前野のためにも、ワタシ負けませんヨ！」

　新しく生えたツタは人間の胴ほどの太さになり、やがてさらに太いツタもちらほら生えてくる。徐々にツタで店内が埋め尽くされ、やがて溢あふれだした。

「やばっ……！」

　いち早く危険を察さつ知ちした天成会の若衆が逃げ出し、そして店主が逃げる。カンジは最後まで粉のような折り紙でツタを切り刻んでいたが、削るよりも早く生成されるツタに圧おされ、とうとう逃げ出した。

「うわぁああああっ！」

　カンジが店から転げ出ると、ツタが追ってきた。

　店の扉を突き破り、そこからさらに肥ひ大だいしてラーメン一心の全ての窓を食い破ろうとする。そして、ツタはそのまま隣の逸色ビルにまで伸びていった。一階の窓から壁を伝って上り、やがて逸色ビル全体を覆い始める。

　すると今度はラーメン一心のツタが消えたように見える。どうやら根だけ残して、残りのツタや茎くきは逸色ビルに移ったらしい。

「根っこもないのに伸びるのか、あの植物……」

　へっぴり腰で逃げながら、ピアス男が呟く。

「ど、どーすんだよアレ！　おいカンジ！」

「おまえ、守るんじゃねーのかよ！」

　天成会のコワモテたちから一斉に問われるが、そんなことカンジだってわからない。

　ただわかっていることは、ひとつ。

「と、とりあえず中の人を全員避ひ難なんさせよう！　天成会とか、まだ人いるんでしょ？」

「あーそうだ、伊い藤とうの兄貴とかまだいるよ！」

「あと設楽したらのダンナも！」

「た、助けなきゃ！」

　慌あわててビルに入っていく天成会。中には何故か消火器を持っている者も。火事かなにかと勘違いしているのか、それとも動転しすぎてワケがわからなくなっているのか。

「ボクも、ひかるちゃんとガー助を起こさないと……！」

　コートを翻し、カンジも逸色ビルに入ろうとする。

　しかし彼女を阻む、一人の影が。

「ダメでーすヨ！　アナタ、ワタシと遊びマショ！」

「うう、こんな時に……！」

「コンナ時だから、邪じや魔ましなくちゃダメでショ？」

「そうだよね、君の立場にしてみれば……」

　あきらめて戦闘体勢をとるカンジ。

　――大丈夫、まだ味方はいっぱいいる。

　取り出したブーメランの折り紙を、カンジは力いっぱい握り締める。







「兄貴ー！　ひかるちゃーん！」

　急いで階段を上る天成会の若衆。

　彼らとしては一刻も早く目的を達成して、トンズラしたいところだが、思わぬところから声がかかった。

「あ、ちょうど良かった。ちょっと手伝ってくれないかな？」

　二階でインストラクターをやっている設楽さんだ。

　エプロンを身に付け、ゴム手て袋ぶくろをしている。掃除でもしていたかのよう。ビルそのものがピンチだというときに、まったく焦あせっていない。

「設楽さん、ここはヤベェ！　逃げろってば！」

「逃げちゃダメさ。君たち、ちょっと手伝ってくれ」

　と、設楽さんは余分なゴム手袋を投げつける。

「手伝うって、何だよ!?」

「ひかるちゃんを守るんだろう？　だったら君たちラッキーだね。いい所は見せられないけど、確実にこの場をなんとかできる方法があるんだ」

　自信満々に語る設楽さんに、天成会の若衆はそれぞれ顔を見合わせる。いつも怪しい授業ばかりしているが、設楽さんはウソはつかないのだ。

「ああ、でもダメだ。俺はひかるちゃんと兄貴の安全を確認するから、おまえら設楽さんを手伝えよ」

　顔面ピアスの男が指示して、階段を駆け上っていく。

「本当に俺たちで何かできんのか……？」

　残された男たちは、渡されたゴム手袋を見つめながらオロオロしている。周囲にはツタが絡み始め、急がないと、この階段も危険だ。

「やるかい？」

「やるよっ！」

「おおよっ！　喜一郎のアニキだけにイイカッコさせてたまるかっての！」

　拳こぶしを握って見せる若衆たちに、設楽さんが笑う。

「まるで僕の若いころを見ているようだ」

「え、設楽さんって昔こんなだったの!?」

「それはヒミツだ。ささ、そうと決まれば時間がないよ。すぐに作業に取り掛かってもらうからね。薬品を扱うけど、死にはしないさ」

「で、設楽さん。俺たち結局何すんの？」

「誰にでもできる、軽作業だよ」

　指を立てて笑う設楽さん。彼自身を信用はできるのだが、今日この時ほどこのフレーズを疑うたがったことはなかった。







　逸色ビルの三階で眠っている、ひかるとガー助。驚いたことに、これだけの騒ぎでも一いつ向こうに目覚める気配がない。

　そんな彼女たちを差し置き、事務所の四隅に花を置く老ろう婆ばがひとり。

　ミズチの幹かん部ぶである、お七だ。

「なぁバーサン。早く逃げなくていいのか？」

　つい先ほどまで、そのお七と将棋をさしていた天成会の伊藤がぼやく。すでにアリーシャの放ったツタはビル全体を覆っており、窓から外が見えないほど埋め尽くされている。ドアの外では若い奴が伊藤や他の幹部を呼ぶ声がするが、攻撃されてはいないようだ。

「ここにいた方が安全よ。この花が守ってくれるから」

「バーサンも、あいつらの仲間じゃなかったのか？　一応、ひかるちゃんの敵なんだろ？」

「一応ね。でも、ミズチは一枚岩というわけではないの。きっと今回のコレも、彼らの独どく断だん専せん行こうね。アタシはそういうの、あまり好きじゃないの」

　窓枠にも花を置くお七。

　彼女の花はどういう原理か、燃える。それだけのはずなのだが、窓を破って侵入しようとするツタは、花が置かれた途と端たんに窓から離れてゆく。まるで火を恐れる野生動物のように。

「で、伊藤さんはどうするの？」

「決まってるさ」

　太った腹をゆすりながら、伊藤は懐から拳銃を取り出す。

「ひかるちゃんを守れるなんて、そうそうある場面じゃないぜ。俺たちだってやれること、見せておかねーとな」

「頼もしいわね。さすがヤクザ屋さん。でも、肝心のひかるちゃんは寝てるわよ？　いいとこ見せられないんじゃない？」

「かーっ、難なん儀ぎだね」

　頭を掻く伊藤は、楽しそうに笑った。そして拳銃の弾だん倉そうに実弾が入っていることを確認すると、鳥屋の事務所から出ていき、若衆に大声で命令を下すのだった。

　外の声を聞きながら、お七はひかるの胸元に花を置く。喜一郎がかけてくれた毛布は、すでに思いっきりはだけていた。なぜか遠く離れたガー助の鳥籠にかかっている。

「よかったわねぇ、ひかるちゃん。こんなに優しいお友達に囲まれて。なかなかないわよ、こんなに恵まれた環境は」







　板垣さんは銃を作るだけでなく、扱い方もプロ級だった。自分で撃うつことができなければ、良い銃など作れないのだろうか。そう言えば喜一郎の刀を打った青あお江えも強かった。

　彼が撃った弾は、正確に前野のツルを撃ち抜いた。それぞれが人間の腕ほどの太さを持ち、中には巨大なキュウリをつけている物もあったが、その全てを消し飛ばす。弾に特殊な薬品が使われているようで、派は手でに飛び散ってくれた。

　残りのツルは喜一郎が斬った。一本ずつ、丁てい寧ねいな剣さばきで斬り落としていく。板垣さんほど派手ではないが、斬った数は喜一郎の方が圧倒的に多かった。

　二人が無力化したツルは割れたアスファルトに転がり、緑色の絨じゆう毯たんを作り出す。切断面から汁が漏もれ出でており、非常に気持ちが悪い。

「前野さん、今投とう降こうすれば許します！」

　そのツタに埋もれている前野に斬りかかるも、キュウリで剣を弾かれる。

「申し出はありがたいが、喜一郎。私は許されるために戦っているわけじゃないんだ。農業に携たずさわる者として、また古科学者として、ミズチの計画を成じよう就じゆさせたいと思っている」

「どうして、そうまでして!?」

「飢うえる人を、少しでも減らすためにさ」

　前野がキュウリを振りかぶり、喜一郎を殴なぐった。剣で防いだはずだと思ったのだが、キュウリの微び妙みようなカーブが切っ先を逸そらし、勢いを殺さずに喜一郎の顔面に当たったのだ。

「くっ！」

　顔を殴られて、目をそむける喜一郎。

　再び目を開いた時には、前野は姿を消していた。

「前野さん!?」

「ツタの中だ！」

　板垣さんの叫びが、一瞬理解できなかった。ツタとは動いている方なのか、斬って捨てた方なのか――

　後者だった。前野は身を屈かがめてツタの残ざん骸がいの中に入り込み、喜一郎の背後に回っていたのだ。立ち上がったその時、彼の手には一本のダイコンが握られていた。

「喜一郎くん！」

　板垣さんが銃を構えるが、撃てない。人間相手に撃つのは躊躇ためらってしまう。

「農業はひとりじゃできないんだよ、喜一郎。ひとりで作れる作物には限界がある。私がどれほど有用な栽培法を見つけ出しても、古くからこびりついた体制やしがらみ、そして金銭欲が邪魔をする」

　ダイコンを突き出す前野。

　咄とつ嗟さに避けたが、喜一郎の軍服に綺き麗れいな丸い穴が空いた。

「私ひとりじゃダメだ。アリーシャと組んでもダメだ。世界中の農家が、気づいてくれなければ――」

「うっ！」

　前野がダイコンを振る。ダイコンがひっかかった軍服に引っ張られ、喜一郎が体勢を崩くずした。

「すまんね、喜一郎。ミズチと、食の未来のためだ」

　ダイコンを振りかぶる前野。

　喜一郎も反撃しようと剣を構えて振り返る。

　その時、視界が急に開けた。

「……ん？」

　どこが変わったのかと言うと、緑色が消えた。

　正確には、斬ったツタと斬られていないツタが全て消しよう滅めつした。いや、消されたわけではない。急きゆう激げきに枯かれて縮ちぢんでいるのだ。

「なっ!?」

　驚いて動きを止める前野。

　腕くらいの太さだったツタは全てモヤシのように小さくなり、萎しおれている。当然ながら無害である。巨大なキュウリがなっていたが、それも例外なく枯れていた。

「そんな……アリーシャの魔術で強化した植物が、一瞬で……!?」

　前野の驚きようは、喜一郎も剣を止めてしまうほどだった。この植物はアリーシャのものだと言っていたが、パートナーである以上、彼女の腕も信頼していたのだろう。その絶対の信頼が崩れるほどの仕し業わざなのだ。

　喜一郎も自分の刀には信頼を置いている。青江が打ってくれた至高の一振りだ。青江が彫ほった「少年時代」という恥ずかしい銘めい以外は、誰にでも自じ慢まんできる代しろ物もの。それが折られたら、やはり同じようなショックを受けると思う。

「誰だ！　アリーシャの植物を枯らしたのは、誰だ!?」

　周囲を見回す前野。

　果たしてその人物は、上にいた。

「や、どーも」

　逸色ビルの二階から顔をのぞかせているのは、そこの住人である設楽さんだった。

「あなたが……？」

「いや、僕は調合して増やしただけなんだけどね。除草剤の強力なヤツみたいなね、でも人体には無害なんだってさ」

　淡々と語る設楽さん。

「イエーッ！　本当に効ききやがった！　すげぇぜ設楽さん！」

「見たかよミズチ！　俺たちだってやれるんだよっ！」

　設楽さんの隣の窓から、天成会の若衆が顔を出している。ジョウロで薬品を撒まいたのは大部分が彼らなのだろう。

「調合って……これは錬金術の薬だぞ？」

「いやぁ、言われた通りにやっただけさ。コツさえわかれば、意外と簡単だね」

　前野ですら驚きよう愕がくする除草剤を簡単に調合する時点で、超人だと喜一郎は思う。そしてその設楽さん以上にすごいのは、除草剤のレシピを考えた人物だ。

「言われたとおりって……誰に？」

　ひかるが起きたのか。いや、彼女がいるならばもっと派手に暴れている。

　しかしひかる以外でこんな薬を作れる者が逸色ビルにいたか――

「まさか……！」

　板垣さんがある人物を思い出す。

　それがきっかけで、喜一郎も気づいた。

　ひかる以上の薬草の達人。プロの花屋である板垣さんも尊敬する人物。

　前野やアリーシャに対抗できる、たった一人の錬金術師がいたではないか。







　逸色ビルを覆い隠すように這はうツタは、ものの一分もかからず消滅した。

　ただ薬を散さん布ぷするだけ、と言っても限度がある。ビルの屋上から満まん遍べんなくツタに振り掛けなければいけない。それだけでも多大な労力を必要とする。

　だが、この除草剤は違った。ツタの一本にただ噴ふん霧むするだけでいい。それだけでアリーシャが作った植物のみを全て枯らしてしまう。

「ソンナ……」

　逸色ビルの裏手にある空き地で、へたり込むアリーシャ。顔を覆うサリーはカンジの折おり鶴づるによって切り裂かれ、長くウェーブのかかった髪かみが露あらわになっている。

　アリーシャが戦意を喪そう失しつした時点で、カンジも攻撃をやめた。粉のような折り紙は尽きて、折鶴と手裏剣で単調な攻撃を繰り返すしかなく、正直、あと数分続けていたら負けていただろうと、胸を撫なで下おろしている。

「噓うそでしょ……？」

　そのカンジを庇かばうように立っている、一人の男。

　手には除草剤の入ったフラスコを持っている。

「アナタは！」

　その男を見たアリーシャは、手で口を押さえる。

　まさか、彼女も知っていたとは。

「カンジサーン。チョト、下がっていてクダサーイ！」

　彼――ヒッシャムはいつもの陽気な笑顔で手を振っていた。

　板垣さんの店の常連で、ひかるの錬金術の手伝いをしているこの男、よく忘れるが、植物を使った錬金術の権けん威いなのだ。

　その本当の力はカンジも見たことがないが、喜一郎曰いわく、恐ろしく強くて美しいと聞いた。あのヒッシャムからは想像もできない。

「センセイ……！」

　アリーシャの目が潤うるむ。

　が、次の瞬間、彼女は立ち上がって指を突きつけた。

「今サラ、何をしに来たんデスかセンセイ！　アナタを追ってニホンに来たワタシは、アナタのように人を救う植物を作るタメに――」

「＃〇★＠％!!」

　アリーシャの言葉を遮さえぎり、ヒッシャムが怒鳴った。

　戦う姿や、人を救う姿よりも前に――彼が怒った姿を、カンジは初めて見た。

　それからヒッシャムとアリーシャは、アラビア語で何事かを怒鳴り合った。英語も喋しやべれないカンジにはチンプンカンプンだが、二人の表情でニュアンスくらいは理解できる。

「л＄〇＃――￡＄□★℃☆！」

　アリーシャが取とり繕つくろいながら何か言い返すも、

「＠□＊♂♀＋●＝☆！」

　ヒッシャムの一いつ喝かつで、また黙りこくってしまう。

　こんなに真剣なヒッシャムは初めて見た。というか、まるで別人だ。

　彼は本気でアリーシャを叱しかっている。

　怒りに任せた絶叫ではなく、なにやら説教をしているようだ。













「＄〇＃ゞ㈱、★――＠＋、＄……」

　とても悲しそうな顔のヒッシャム。アリーシャもつられて下を向いている。ヒッシャムがアリーシャにとって絶対的優位に立った存在であるのは理解できるのだが、それすらも信じられないカンジ。

「＃ゞ＠＃☆＋℃＋★○￥▼〒§☆★▲￡＄□＊♂♀◇⊃♭√？」

「±×々◎§＠□▼▽＋℃＋≠∞℃●◇￥△▼∈⊃……」

　なにやら長い押し問答が続いている。そろそろあくびが出てきた。

「￥▼々〒§☆★＃☆♀◇∞℃ノサップ●◇￥△……」

　今確かに「ノサップ」って言った。

　もう一度聞こうと耳をそばだてるが、またわけのわからない問答が始まる。

　本人たちの周りでは美しい師し弟てい愛あいの炎が燃え上がっているようだが、その熱はカンジに届かない。やはり言葉の壁は厚いと実感するカンジ。

　やがて説教は終わったらしい。

「オォ……センセイ！」

「アリーシャ！」

　ぎゅっと抱き合うアリーシャとヒッシャムを見て、カンジは一瞬、この二人は痴ち話わ喧げん嘩かでもしていたのかと思った。外国語の漫まん才ざいを聞いても、似たような感想しか湧わかなかっただろう。

「イヤー、ミットモナイ所をお見せしまシター！　カンジサーン！」

　頭を掻いて笑うヒッシャムは、いつも通りの笑顔だった。アリーシャは何が悲しいのか、その場に崩れて泣き続けている。そんなにひどい事を言ったのか、この男は。

「ねぇ、いいのヒッシャムさん？　あの人、泣いてるよ？」

「いいのデース！　悲しくて泣いてるワケじゃアリマセーン！」

「でもなぁ……」

「ドッチにしろ、ひかるサンを傷つけようとスル人たちは許さないのデース！　ＨＡＨＡＨＡ！」

　胸を反そらして笑うヒッシャム。

　この場は、というかこの戦いは彼がいなければ負けていただろう。どんなに威い張ばっても許される権利がある。が、なんとなく腹が立つ。

　ヒッシャムはともかく、アリーシャは拘束すべきだろうかと考えていると、背後から足音がした。

「よう、カンジ」

　喜一郎と前野だった。前野は両手をロープで縛られていた。

「大丈夫、喜一郎!?」

「ああ。急に植物が枯れたおかげでな」

　そちらもカタがついたようだ。とりあえず、誰も傷つかずに終わって本当に良かった。

　しかしそっちもヒッシャムのおかげ、ということは彼ひとりで前野とアリーシャを無力化したことになる。相性の問題もあるだろうが、もう少し活かつ躍やくしたかった。

「喜一郎サンも、無事でなによりデース！」

「ありがとう、助かった」

　ヒッシャムに向かって素す直なおに礼を言う喜一郎。

　それがカンジには少し意外だった。いつもの彼なら、余計なことを、とか悪あく態たいのひとつでもつくと思ったからだ。

「これからも植物絡みの事件の時は、よろしく頼む」

「任せてクダサーイ！　古科学の事件に巻き込まれタラ、ワタシも喜一郎サンやひかるサンに頼みマース！　折り紙ならカンジサンですネー！」

　喜一郎も変わってきているのだと、カンジも感心した。今までは全てひとりでこなそうとしていた彼だが、役割分担というものを覚えてくれた。せいぜい常識のない喜一郎に代わって、カンジが身の回りの世話をするくらいだったのに。

　それは、喜一郎に仲間ができたことを意味する。古科学者以外の。

　嬉しい反面、少しだけ寂しいカンジ。

「ま、ボクは楽でいいんだけどさっ」

　誰にも聞かれないように悪態をつくカンジ。

「あなたが、ヒッシャム先生ですか？」

　突然、前野が一歩進んで尋たずねた。

「ハイハーイ！　アナタが前野サンデスねー！」

「お会いできて光栄です。わ、私は……」

　すると前野はその場に膝ひざをついた。

「先生の先ほどの言葉、私も聞かせていただきました。愛をもって植物を育てるという、基本にして最大の真理を、私は今まで忘れていた――」

「ハッハー！　ミズチじゃ教えてくれないデースヨー！　だから、アリーシャ君と一緒に、仲良く暮らすとイイデース！　アリーシャ君は、ワタシの娘みたいなモノデスからして、とってもイイ子デス！」

「先生……」

「センセイ……！」

　震える前野と、また涙ぐむアリーシャ。

「オット、ワタシ、今日はオシリスの肥ひ料りようをもらいに来たダケデシター！　早く帰らないと怒られマース！　では、バイナラー！　久しぶりにアリーシャ君に会えて、嬉しかったデースヨー！」

　ジャンプしながら去っていくヒッシャム。

　彼なりの照れ隠しだろう。肥料など、いつ取りに来てもいいはずだ。彼が逸色ビルを訪れるのは毎日ではないが、以前、喜一郎からアリーシャの話を聞いて以来、ずっと彼女を気に掛けていたのだ。

「先生！」

「待ってクダサイ、センセイ！」

　そのヒッシャムを泣きながら追う前野とアリーシャ。

　カンジはもとより、喜一郎もコメントに困っている顔をしている。喜一郎だけでなく、逸色ビルの皆がこの光景を見たら何と言うか。とりあえず信じさせるところから始めないといけないだろう。

「……忘れていたが」

　腕を組みながら、喜一郎が呟く。

「ミズチの古科学者は、みんな単純だった。騙されやすいし、思い込みが激しいが、それ故に説得もしやすいんだ」

　カンジも呆れるが、ひとつだけ思うところがあった。

　もしもミズチが全面攻勢に回っても、発言力のある人が説得をすれば、個人単位で味方にすることができるのではないかと。それを繰り返せば、あるいは――

「できれば苦労しないか」

　苦笑するカンジ。

　遠くからパトカーの音が聞こえてきた。こちらに近づいている。騒ぎを聞きつけたのだろう。少し目立ちすぎたようだ。

「帰るか」

「うん」

　仕事が終わった時の、いつものやりとり。

　カンジは大きくあくびをすると、喜一郎の背中についていった。
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「――というような事が、三ヶ月前にあったんだが」

「なんでそんな楽しそうな事、教えてくれなかったのよっ！」

　師し匠しようの家のリビングでそれを聞いた私は、思わず叫んでしまった。突然の大声に、喜一郎くんとカンジくん、それから師匠が身体を強こわ張ばらせる。

　ヒッシャムさんの大活躍などという、海うみ亀がめの産卵シーンよりも貴き重ちような現場に居い合あわせなかったことを、激しく後こう悔かいすると共に、起こしてくれなかった友人たちを激しく恨うらむ。

「仕方ないじゃん。ひかるちゃん、あの時おもいっきり寝てたし。天成会の人たちが全力で起こして逃がそうとしたんだけど、何やっても起きなかったって言ってたよ」

「おまけにガー助も寝てたしな」

　向かいのソファで冷めた目をしながらお茶を飲むカンジくんと喜一郎くん。ヒッシャムさんと一緒にいたのは、この二人だけらしい。ビルのみんなはそんな現場知らないと言っていた。

「ていうかさ、そもそも前野さん？　その人、なんでラーの天秤を欲しがったのかな？　あの時点で、私の技術はレイジに奪われてたのに」

　全てが終わった今でこそ、こうやって冷静に考えられる案件だ。その時だったら、きっと様々な可能性を考こう慮りよして、ドツボにはまっていただろう。解決してみれば、シンプルに理由を考えられる。

「命を操あやつる技術はレイジが持ってたし、命を吸い取る技術も……栽培じゃ役に立たなさそうだし」

「……思うに、前野さんは独自にラーの天秤を解読したかったんじゃないか」

　喜一郎くんはそう語る。

「レイジや平賀が信用できなかったんだろう。あいつらのやっている事が悪行と知りつつも手を貸したのは、前野さんやアリーシャの野望のため――何度も言っているが、古科学者はスタンドプレーが多いからな」

「でもさ、時間を稼ぐとも言ってたよね。ボクたちを攻撃して、ミズチの計画のためにとかって」

「それはミズチに対する義理だろう。ミズチのために働きつつ、自分たちの目的もかなえたかったんだ。彼らなりに色々考えた結果なんだろうな。前野さんだって、他の古科学者同様、現代科学に恨みを持っていた人だから」

「そだね……」

　カンジくんも頷うなずく。

　まったく古科学者ってのは、物事を複雑に考えようとして自爆する人が多いものだ。前野とかいう人しかり、青江さんしかり、この二人しかり。

「でも、良かったね」

　私の背後に立っている、師匠が明るい声を出す。

「ある意味、一番平和的に解決できた敵なんじゃないかな。説得に応じて、これからも農業に精せいを出すって約束してくれたんだろう？」

「はい。それに関しては、本当に良かった。元の前野さんに戻ってくれて……」

　心から安あん堵どした表情の喜一郎くん。前野さんって人にはいっぱい世話になったのだろう。平賀や他の古科学者とは、わりと血なまぐさい別れ方をした分、喜びも大きいのだ。そういえば、事件から三ヶ月ほど経たつけど、彼らは何をしているのだろうか。

　特に平賀だ。ミズチの頭領の彼は、またよからぬことを企たくらみはしないか――

「元通りニハ、なりまセンよー！」

　突然、師匠の家のリビングに飛び込んできたヒッシャムさん。近所だからとはいえ、インターホンも鳴らさずにどうやって。

「どういうことです、ヒッシャムさん？」

　平静を装よそおって師匠が尋ねると、

「ミスター前野は、新しい生き方ヲ探シはじめマーシタ！」

　そう言ってヒッシャムさんが差し出したのは、何かの招しよう待たい状じよう。

　結婚式だ。

「アリーシャ君とケッコンして、二人仲良く暮らすソーデス！　元通りじゃありまセーン！　もっと幸せにナルのデース！」

　クルクルと回って踊おどりだすヒッシャムさん。

　お弟子さんが結婚して、本当に嬉しそうだ。

「あ、その招待状なら俺ももらった」

「ボクも」

　招待状を取り出す喜一郎くんとカンジくん。

「なんで私はもらってないの!?」

「だって、寝てたし」

　カンジくんの容よう赦しやのないツッコミが胸を抉えぐる。

「ふんだ、いーもんいーもん。三人でおいしいもの食べてくればいいじゃない。まだ蓄えはあるもんね」

「やはりそれが目当てか」

　喜一郎くんの冷ややかな視線も、落ち込んだ今の私には届かない。

　コンコン、と何かが叩かれる音に顔を上げる私。

『教授。そろそろ仕事の時間じゃ』

　東宮邸ていの窓から、植物が顔を出していた。ヒッシャムさんが作ったというオシリスだ。

「オー！　今行きマース！　オシリース！　それじゃミナサン、バッハハーイ！」

　飛び上がるようにして、部屋を出ていくヒッシャムさん。

　オシリスの顔は私も数回見たことあるけど、とっても綺麗だ。ヒッシャムさん、こういうセンスはいいんだけどな。なんで普段はああなんだろう。

「…………」

　難しい顔で考えている喜一郎くん。

「どしたの喜一郎くん」

「似てるんだよな。オシリスとアリーシャ」

「そりゃあヒッシャムさん、アリーシャさんのこと、実の娘さんみたいに可か愛わいがってたんでしょ？　想い入れがあったんだから、似るのも仕方ないじゃない」

「アリーシャはあのオシリスの顔を見たことがあるんだろうか」

　真剣な顔で尋ねる喜一郎くん。

「……なんで？」

「アリーシャの結婚式にヒッシャムさんが来るということは、オシリスもついてくるんだろう？　それってかなり悪あく趣しゆ味みじゃないか？」

　想像して、私も頷く。

　新しん郎ろうはいい人だから苦笑されるくらいで済むけど、新しん婦ぷはいい気分じゃないだろうなあ。最悪、修しゆ羅ら場ばになるかもしれない。

　たとえ全員が許しても、新婦の近くで蠢うごめいている同じ顔の植物かぁ……。

　ああ、非常に見たい。面おも白しろそうな結婚式なのに。

「うー、行きたいなぁ。誰か招待してよー……」

「まぁまぁひかる、今度僕の会社でパーティがあるから、そっちにくればいいさ」

「うう、お兄ちゃん、ありがとう！」

　師匠が神様に見える。平伏する勢いでお礼を言いつつ、私の頭の中ではすでにパーティに持っていくタッパーの数を考え始めていた。

　この時は、まさかあんなことになるなんて想像もしてなかったけどね。
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「緊きん張ちようすることはない。練習したとおりに狙ねらって、練習したとおりに撃うてばいい。もっとも撃つようなことはほとんどない。この銃じゆうが本物であることを証明できれば、あとはおとなしく従ってくれる」

　ホテルのベッドに転がる、三丁の銃。

　どれもが軍隊で使うような小銃で、新品だ。まるでモデルガンのようだが、全て実弾が込められた本物である。

「……触っていいですか」

「ああ」

　二十代くらいの若い男がひとり、小銃を持ち上げた。その重みにフラつきながらも、怯おびえを殺したような目でしっかりと銃身を見ている。

　その若者を見ながら、壮そう年ねんの男がタバコに火をつけた。

「怖いだろ。だがそれも気にするな。うまくいけば、撃たなくて済むんだ。誰も傷つかずに済めば、我々だって嬉うれしい」

　若者をリラックスさせるために、壮年の男はわざと明るく振ふる舞まう。

「世間は俺たちをテロリスト呼ばわりするだろうが、より良い日本を作るための、ちょっとしたプロセスだ。誰も傷つかなければ、テロじゃない」

「……はい」

　若者が小銃をベッドに戻す。

　壮年の男も小銃を触ろうとしたが、手が止まった。

　彼の隣となりにいた男が銃を手にしていたからだ。

「…………」

　若者と壮年の男の中間くらい――三十代後半くらいだろう、がっしりとした体格の男が全ての銃を持ち、構かまえて点検していた。

　他の二人とは動きも態度も違っている。

「心配するな。いざという時は俺がなんとかする」

　低い声で呟つぶやく男。

「……実戦経験があるのは、アンタだけだしな」

「殺したことはないがな」

　壮年の男の呟きに、笑いもせず答える男。

　彼は外国で傭よう兵へいの経験があるというので、組織が雇やとった教官だ。マンガのように金さえ払えばいいというものではなかったが、幸いなことに彼らの思おも惑わくを知りつつも協力してくれた。

「そろそろ時間だな。準備はいいか」

　タバコを消す壮年の男。

「は、はい」

　立ち上がる若者。チラチラと窓の外を見ているのは、ホテルの下に停めてある車に乗っている仲間を気にしているのだ。

「下の方も心配いらないさ。俺たちが突入すれば、すぐに来てくれる。それから屋おく上じようの部隊もな。大丈夫、みんな作戦通りに動いてくれるさ。大丈夫」

　先ほどから喋しやべり続けている壮年の男。怖いのは彼も同じなのだ。気を紛まぎらわせるために、ずっと何か喋っている。

「時間だ。行くぞ」

　体格のいい男が自分の銃を手にする。

　残る二人も銃を手に取った。

「――正しい日本のために」




　　　　　[image: ]




　そりゃね。

　確かに私は貧びん乏ぼうですよ。毎日の食費をいかに効率よく削けずるかに、脳みその九割以上を使ってますよ。

　今日ここに来たのだって、ほとんど食べ物が目当てですよ。タッパーだってカバンいっぱいに用意してきましたよ。ええ、ガー助にもセカンドバッグ持ってもらって、準備は万ばん端たんですよ。

　はしたないって、少しは思ってるんだから。

「それなのに、これだけしか食事が出ないって、どういうことよ!?」

　私は目の前のボーイのネクタイを摑つかむ。みっともない行為だろうがなんだろうが、こればっかりは我が慢まんがならない。客人をなんだと思っているのか。

「あ、あの、お客様……落ち着いてください。まだ始まったばかりでございます。これから新しい料理が参りますので、いましばらくお待ちいただけますか」

　ボーイは情けない目でテーブルを見る。

　ビュッフェ式の料理が並ぶその台は、もう皿しか載のっていない。全て食べてしまったからだ。サラダが多かったけど、さすが一流ホテル、とっても美お味いしかった。

『ひかる。あんまり暴れるな。オメー何しにここに来たんだ』

「食べるために決まってんでしょ！」

　頭の上のガー助に怒ど鳴なる私。

　この鳥は食欲がないから、この日のために私がどれだけお腹を空かせてきたのかわかっていないのだ。瑪め瑙のうさんに催さい眠みん術じゆつまでかけてもらって、食事制限したんだから。

『食うのはいいけどよ。あっちも見てやらねーと可か哀わい想そうだぜ？』

　ガー助が翼で指し示すのは、パーティ会場の壇だん上じよう。そこでは私の師し匠しようであり叔お父じである東ひがし宮みや天あま祢ねがマイクを手に、何かを大声で喋っていた。

「だって内容は前から知ってるし。今更お兄ちゃんの話聞いたって仕方ないじゃない。むしろみんなが話聞いている間に料理を独占できるはずだったのに」

『独占ってお前、これ全部食うつもりかよ！』

　ここ皇こう帝てい閣かくホテルの二階にあるホールは、二百人ほど収容できる。結婚式などにも使われるそうだが、今はマスコミや電器業界の人たちでいっぱい。

　師匠が経営しているトーグーエレクトロニクスが、新型の携帯電話を開発したんだって。私はケータイを選ぶ時は見た目最優先だから、細かい機能とかは気にしないんだけど、今度開発したケータイはなんかスゴイらしい。

「ゲームができたり、音楽が聴けるんだよね？」

『それ今までのケータイでもできんだろ。まぁ俺も良くわかってねーんだけどよ』

　師匠が何か説明するたびに、会場からどよめきが走る。巨大なスクリーンに映し出されるスペック表は、私には全然理解できない。

　そんな調子だから、私の興味は自然と料理に釘くぎ付づけになるわけだ。

　お、まだ残ってるローストビーフ発見。

「ちょっと行ってくる！」

　皿を持って駆かけ出だす私。

　残っているローストビーフは一枚だけだ。あれを食べている間に、メインディッシュが来てくれるだろう。

　やがて来るであろう食の楽園に期待を膨ふくらませつつ、肉を取るトングを手にする。

　そのローストビーフを、私と同時につまむトングがあった。

「!?」

「あ！」

　相手も私に取られるとは思っていなかったのだろう、驚おどろいた顔でこちらを見ている。

　なんだ、よく見たら子どもじゃない。ブレザーの制服を着てるってことは、中学生かな。ポニーテールの、元気そうな女の子。

　うん、紳しん士し的てきに考えれば、この子にローストビーフを分けてあげるのが大人の対応ってモンよね。これからメインディッシュも来るんだし。

　けど、私のお腹は本能に忠実だった。

「よこしなさいっ！」

「あっ、畜ちく生しよう！　渡すかよ、最後の一枚！」

　トングを引っ張る私と、それに負けじと抵抗する中学生。

　くっ――この子、意外にやる！

「は、な……せっ！」

「だれ……が……っ！」

　相手の子の血走った目に負けじと睨にらみ返かえす。

　そんな事をしていたら、ローストビーフがちぎれてしまった。お互いのトングに、半分ずつ――あれっ！

「ヘヘン、いただきっ！」

　私のトングに残ったローストビーフは、四分の一もない。残りの四分の三はあの子のトングに収まっているじゃない！

　なんてことだ。この私が、食べ物の取り合いで負けるなんて……。

　この中学生、いったい何者!?

「やるわね……」

　料理がなくなったので、睨みあう私たち。

　こんな強い相手に名乗らないのは、失礼だ。

「――東宮ひかるよ。覚えておいて」

「吉よし永なが双ふた葉ばだ。久々に楽しめそうだぜ」

　強い子だ。戦士の目をしている。

　きっと将来はさらに強くなっているだろう。とても楽しみだ。

「あ、お待たせいたしましたお客様。ただ今、メインディッシュの肉料理が――」

　ボーイの声が聞こえたときには、すでに私の身体からだは動いていた。耳よりも鼻が新しい料理の在あり処かを教えてくれている。

　ローストビーフ用のトングを持ったまま走り、新たに運ばれてきた料理に手を伸ばす。まずは一番大きなローストチキンから確保――

「させるかぁっ！」

　直前、真横から伸びてきたトングが、私のそれを弾はじいた。

　双葉と名乗った女の子だ。

「よっしゃ、こいつもイタダキっ！」

　なんとこの子、両手にトングを持っており、片方で私を牽けん制せいしつつもう片方でローストチキンを取っているではないか。もっとも近い皿にはすでに彼女の手によってチキンが盛りつけられている。

　只ただ者ものじゃない。

　けど、この東宮ひかるが、こんな小さな子に負けるわけにはいかない！

「はぁああっ！」

　双葉ちゃんのトングを持つ手を押さえつけ、トングをローストチキンの深いところまで差し込む。まるまる一羽分あったローストチキンは、私のトングによって全て捕まえられた。もう誰にも渡さない。

「いいっ!?　一摑みで、一羽分も!?」

　驚く双葉ちゃん。だが、まだ早い。

　私はそのチキンを素早く取り分けて、バッグに入れておいたタッパーに詰める。タッパーを開けて料理を入れて閉めるまで、片手で五秒かからない。さらに私の視線はもうチキンではなく隣となりのマッシュポテトに移っている。

「くっ……！」

　双葉ちゃんも分ぶが悪いと感じたのか、私を睨みながらポテトにトングを伸ばす。

　今度はあの子の早はや業わざ。トングで皿を摑むと、もう片方の手にあるトングで直接口に入れたではないか。ものすごい早さでマッシュポテトが消えていく。なるほど、料理を載せる皿を自分の取り皿にしてしまうとは、侮あなどれない。

　が、そのくらいなら私もできる。すぐにピラフの乗った大皿を手にして平らげたところで双葉ちゃんは春はる巻まきをザラザラと口に流し込み、そこで私は焼きそばを手づかみで飲み込むと、双葉ちゃんは唐から揚あげを四つ同時に――

『おい、ひかる。あとそこの双葉とかいうガキンチョ』

　頭から煩わずらわしい声。

「なによ、今食事中――」

『終了のゴングが鳴ったっぽいぞ』

　気配に振り返ると、先ほどのボーイが立っていた。

　さらにその後ろには、怖そうな黒服の方々が。

「恐れ入ります。これ以上は勘かん弁べんしていただけないでしょうか」

　丁てい寧ねいに頭を下げるボーイと、指の骨を鳴らすコワモテの男たち。

「あ、あはは……」

　私も双葉ちゃんも、揃そろって一礼する。

「ごちそうさまでしたーっ！」

　示し合わせたわけじゃないのに、二人揃って同時に走り出した。

　ざわめく会場に背を向けて走る私は、心の中で師匠に謝あやまる。

　――ごめんお兄ちゃん、でもおいしかったっ！
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「だいたいさ、あのくらいでつまみ出す方も根こん性じようがねーんだよ！　あたしん家ちの近くにある焼肉バイキングなんて、サッカーチーム三十人くらいで押しかけても、並べられた料理が減へらねーんだぜ？　その上、店員もあたしたちを満腹にして動けなくなるのを見るのが大好きってツラしやがって、一人倒れるごとにガッツポーズとかすんだよ」

「店はともかく、店員さんもすごい趣しゆ味みね、それ。でもいいなそこ。今度私も行ってみようかな」

　パーティ会場を出たところにあるソファに腰掛ける私たち。

　例の双葉と名乗った子も一緒に放り出されたので、ここで一緒にジュースなんて飲んでる。さっき確保したものだ。

　いやー、こんな事もあろうかと魔ま法ほう瓶びん持ってきておいて良かった。ジュース代もバカにならないしね。

「あれ、ひかるねーちゃんの頭に乗ってた鳥は？」

「あ、ガー助のこと？　今ね、私の泊まってる部屋に戦利品を運んでもらってる」

「ふーん……」

　首をかしげる双葉ちゃん。何かガー助のことが気になるのだろうか。

「あのさ、ひかるねーちゃんって東宮って苗みよう字じだけど、トーグーの社員とかじゃねーよな？　お客さんって感じ？」

「そうだよ。さっき壇上で話してた人いたでしょ。あの人の姪めいなの」

「姪……ってことは、東宮の兄貴の娘ってことだから……」

　指折り数える双葉ちゃん。うん、よく言われるんだ。

「けっこう離れてるよね、トシ。私が生まれたとき、お兄ちゃんも小学校に上がりたてだったから。お父さんもそれなりに若かったけど、今になって考えれば苦労したんじゃないかなー」

　しみじみと語る私。

　実を言うとね、パーティが始まる前に父に会ったんだ。

　二年ぶりかな。向こうは全然変わってないのに、私を見た途と端たん「どういう成長の仕方したんだ？」って驚かれた。

　錬れん金きん術じゆつで食べていくと決めた時から、いや、そのずっと前から反発していた父だけど、今日久しぶりに会ったら、普通に会話できるようになっていた。

　といっても、ほんの二、三分しか話してないけどね。私が「自分でお金を稼かせいで食べていくって大変だね」って言ったら、笑ってくれた。父の笑顔も久しぶりに見た。

　まぁ、パーティ会場からつまみだされた時は、他人のフリしてたけどね。あの親父おやじ。

「双葉ちゃんは？　誰かのつきそい？」

「つきそい……なのかな。あたしの家族と一緒に招しよう待たいされたんだよ」

「ありゃ。じゃあご家族にも迷めい惑わくかけちゃったかな」

「あ、それはいいんだ。パーティにはあたししか出席してないし。アイツは別の場所で仕事してるから」

　トーグーの社員の娘さんなのだろうか。イベントを取り仕切っている人なのかもしれない。いずれにせよ、会ったら謝らないと。

　会場の入り口には、警備員さんがいる。周囲を見回しつつも、五秒に一度は私たちを見ている。何をしでかすかわからないのだろう。もともとの原因を作ったのは私たちだが、非常に気分が悪い。

　食べ物もないし、師匠の話は聞いててつまらないし、私にできることと言ったら会場を出入りしている高そうなスーツを着たおじさんたちを眺ながめることだけ。

「ヒマね」

「ヒマだな」

　私と双葉ちゃんが、同時に呟つぶやく。

「あと、お腹減ったね」

「そだなー」

　こんな事になるなら、ガー助に全部のタッパーを運ばせなければ良かった。

　会場に忍び込んで、食べ物をちょろまかしてやろうかとも考えたのだが、私が立ち上がると同時にもう一人の客人がやってきた。

「ちょっと！　なんでわたしもつまみ出されるのよ!?　ちゃんと節せつ度どを守って食べてたでしょーが！」

「節度を守って召し上がっても、会場のお酒を全てお飲みになられたら困ります！」

　屈くつ強きような警けい備び員いんにふたりがかりで押し出されたのは、妙みよう齢れいの女性。黒い服で全身を覆おおっており、長い髪かみと黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが印象的だ。

「あ、ねーちゃん！」

　双葉ちゃんが手を振る。姉妹だったのか。あれ、でもそんなに似てないな。さっき私のこともひかるねーちゃん、って言ってたし、お父さんの同どう僚りようとかなのかな。

　むしろ私の知っている誰かによく似ている気がするのよね。

　それとは別に、この人どっかで見たことあるんだけど、どこだったっけなー……。

「あれ双葉ちゃん。部屋に戻ってたんじゃないの？」

「おう、このひかるねーちゃんと喋ってた」

「あらあら、双葉ちゃんの面めん倒どう見てくれてありがとうねー」

　人ひと懐なつっこく笑うお姉さん。

　あれー、どこで会ったんだっけなぁ……。

「なぁ、ねーちゃん。ハラ減らねー？」

「うん、減った」

「でも会場は締め出されちゃったし、どうしようかなって話してたんですよ」

「だったらいい方法があるわよ」

　指を立てるお姉さんに、私も双葉ちゃんも注目する。

「会場に入れないんだったら、厨ちゆう房ぼうからもらってくればいいのよー」

「それって、いいのか……？」

　アゴに手をあてて考えこむ双葉ちゃん。そうだよね、いくらなんでもそれは無む謀ぼうってモンだよね。

「作ったばかりだと、熱くて食べられないしねぇ」

「そっちで悩むのかよ！」

　双葉ちゃんのツッコミはなかなか激しい。

「でもさ双葉ちゃん。厨房で作られる料理って、いずれあそこのパーティ会場に運ばれるんでしょ？　早いか遅いかの違いじゃない」

「……まぁ、それもそうか」

　それで納なつ得とくする双葉ちゃんも双葉ちゃんだ。

「厨房ってどこかな？　地図に書いてあるかな？」

　さっそくロビーの案内板を見るお姉さん。双葉ちゃんも近くのボーイさんに尋たずねており、私はというと料理が運ばれてきた方向とホテルの地図から、厨房の大体の場所を推測する。

　三人の情報を頼りにスタッフ専用の入り口に侵入する私たち。

　このとき、私たちの中で誰も犯罪だと騒さわがなかったのは、空腹と「あとでトーグーエレクトロニクス社長がなんとでもしてくれる」という変な自信だった。実際、この後ホテルから怒られたのは師匠ひとりだった。お兄ちゃん、本当にごめんなさい。

　スタッフ専用通路に出た私たちは、軽く鼻を鳴らす。

「近いね」

　私の呟きに、二人が頷うなずく。

　突き当たりに大きな扉があった。スーパーとかでよく見る、両開きの扉だ。その奥ではなにやら大声が聞こえている。ホテルのコックさんって、こんなに怒鳴り合って料理を作ってるのか。

　そして私たちは、厨房の扉に手をかけると勢い良く開いた。

「すみませーん！　トーグーエレクトロニクスの者でーす！」
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　弾も一発しか消費せず、厨房は誰も傷つけずに占せん拠きよできた。

　威い嚇かくのために使った銃弾はワインの瓶を打ち抜き、芳ほう醇じゆんな匂いと恐怖を厨房に充満させてくれた。

　マスクとアーマーで顔を隠した三人のテロリストたちは、かねてから何度も練習した行動を順序良く進行させていた。

「よーし動くな！　全員、両手をあげて並べ！　逆らったヤツは、その隣の人間から殺していくからな！」

　事前に決めておいた脅おどし文句にも、素直に従ってくれた。あるいはホテルにこういう非常時のマニュアルがあるのかもしれない。それならこちらもありがたいが。

「な、なんだアンタたち……!?」

　コックの中で一番偉えらそうなオヤジが問いかける。

「黙って並べ！」

　体格のいい男がコックを銃で殴なぐる。倒れたコックを無理やり立ち上がらせ、他のコックの群れに突き飛ばす。

「モデルガンじゃないって、さっきわかったろ。弾も実弾だから、その重みの分だけ痛いぞ。撃たれて殺されるか、殴られて殺されるか、好きな方を選べ」

「……！」

「それがイヤなら、そこの隅の部屋に入ってろ！」

　震えるコックに銃を向けながら、男が叫ぶ。あごで示した扉の向こうは、食材が入った倉庫になっている。事前に調べてある。

　コックたちが震えながら移動するのを、若者がじっと見守る。その間に壮年の男がトランシーバーを取り出してスイッチを入れた。

「こちら突入班。目標Ａを確保。無傷だ。実行班を入れてくれて構わない」

『了解。行動に移る』

　短い返事の後、通信が切れた。

　しばらくして、搬入口の扉が開き、男達と同じような格好をした者達が素早く入ってくる。いくつか手のサインと簡単な単語で言葉を交わすと、彼らは淀みなくホテル内に進んでいく。

　再びドアが閉まると、若者がほっと一息ついた。

「おい、気を抜くな」

　すると大柄な男に銃じゆう把はで小こ突づかれた。

「す、すみません！」

「わかればいいさ。実際、作戦の半分は成功したようなものだ。眉まゆ唾つば物ものの情報だと思っていたが、本当に一階に警備員が誰もいなかったからな。おかげでスムーズにいけた。このままイレギュラーがなければ、きっと成功する」

「は、はい！　このまま何事も起こらなければ、ですね！」

「そうだ」

　三人のテロリストが頷いた次の瞬間。

「すみませーん！　トーグーエレクトロニクスの者でーす！」

　三人組の女性が元気良く入り込んできた。

　床を流れるワインですら固まってしまいそうな、気まずい雰ふん囲い気きが流れる。

「……あれ？」

　三人組の中で一番幼おさない少女が首をかしげる。

　そこで全員が我に返った。

「お、おい！　なんでここに人が来るんだよ!?　誰も来ないって話だろ!?」

「俺に聞くなよ！」

　完全なイレギュラーだ。

　しかしこういう不ふ慮りよの事態はあらかじめ予測し、ある程度マニュアル化されている。作戦行動中に予定外の人間が入ってきた場合、拘こう束そくもしくは射殺する。脅している時間はないのだ。

「マニュアル通りに行くぞ」

　銃を構える大柄な男。

「女三人だ。五分もかからないだろう」
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　三分後。

　とりあえずボコボコにした武装集団を厨房に転がしつつ、私は周囲を見回す。たぶんこれで全部だと思うんだけど、まだどこかに潜ひそんでいたら困るしね。三人やっつけたけど、これ以上はいないだろう。私だったらこれ以上の人員を厨房に待たい機きさせたりはしない。まぁ目的にも依よるんだけどさ。

「ん、大きなケガはないみたいね。良かったー」

　双葉ちゃんとお姉さんは、厨房の隣室で震えていたコックさんを介かい抱ほうしている。双葉ちゃんはともかく、あのお姉さん、ホントに何者なんだか。私がひとりやっつけている間に、青せい竜りゆう刀とうで二人相手にしてたし。

　双葉ちゃんも双葉ちゃんで、小銃を持った相手をまったく恐れずに突っ込んでいくし。よっぽどお姉さんが渡してくれた特とく殊しゆ警けい棒ぼうを信頼してるのね。あの警棒、そこらへんのスタンガンの十倍以上の威い力りよくと射しや程ていあったもんね。

「た、助かりました！　ありがとうございます！」

　壮年のコックさんが立ち上がり、頭を下げる。

「こいつら、なんだったんですか？」

　単純な質問をする私。

「はぁ、それが私たちにもさっぱりで……強ごう盗とうだとは思うんですけど」

「強盗にしちゃ装備が充実しすぎてるわね」

　お姉さんの言葉に、私も頷く。

　だって中東のテロリストだってＡＫ47とかの安い小銃なのに、こいつらときたらＰ90やらＭ16やら、どっかの軍隊みたいな武ぶ装そうしてるし。

　そんなイイ武器持ってるのに、ホテルに強盗って割りが合わないでしょ。

　ま、そのへんの詳くわしい事は本人たちに聞いてみることにしますか。

「お姉さん、拷ごう問もん道具とか持ってます？」

「あるけど、あなたの方が上う手まそうねー」

「私もありあわせですけど、スタンガンとかナイフくらいなら」

「まぁ、手作りのスタンガンね。あなたイイ腕してるわー」

「え、えへへ。まだ未み熟じゆくなんですけどね」

　なんだか照れてしまう。

「編み物みたいに拷問道具の話してんじゃねーよ……」

　私たちの隣で双葉ちゃんが呆れているが、気にしない気にしない。拷問道具ってのは、こういう時のためにあるんだもんね。

「そんじゃ、起こすわよー」

　お姉さんが何かの薬を嗅かがせて、一人の強盗を叩き起こす。見た目的に一番ゴツい人だ。私が相手にしたんだけど、熟じゆく練れんの腕してたからリーダー格なのかな。

「んん……？」

「それじゃ、まず最初にあなたたちの正体と目的から教えてもらおっかな」

　両手のステキな道具をチラつかせながら、私は彼にお願いした。
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「ぎゃあああっ！」

　電撃に撃たれて悶もん絶ぜつする野郎を見ながら、俺は残った敵がいないか視線を巡めぐらせる。

　高いところからバカの匂いがしたから屋上のヘリポートまで上ってみたら、案あんの定じようよからぬ輩やからが銃なんて持ってやがる。

　真っ赤なランプが照らし出すバカが俺を見つけた時、俺が鳥の自動人形だったモンだから驚いてたけど、怪しいヤツだと判断したら躊躇ためらわずに発砲してきやがった。

　俺たちが住んでるビルにも、銃なんざ見慣れたヤクザがいるけどよ、こんなに簡単にトリガー引く度ど胸きようなんてないぜ。自衛隊でも難しいんじゃねーのか？

　おまけに、ビルの屋上なんつったら風がきつくてまともに照しよう準じゆんなんて合わせられないはずだ。それなのにコイツ、俺に当てやがった。

　使っている銃も、ＰＳＧ－１。立りつ派ぱなスナイパーライフルだ。たぶんこいつはビルの上から下を狙い撃つ係なんだろうな。ここ、すっげー高いビルなんだけど、当てられんのか？　ゴルゴじゃねーよな、こいつ？

『んで、つまるところ、オメーはなんなんだ？』

「…………」

　返事がない。

　ちょっと電撃が強すぎたようだ。身体の一部が焦こげている。爆発物の類たぐいは無いはずなので、ここに放置して仲間を――

　突然、俺の視界を何かが横切った。

『っ――！』

　銃弾か何かだと思ったら、違った。

　人だった。

　俺が倒した男と同じ格かつ好こうをしたヤツが、吹っ飛んで転がっていた。

　ということは、こいつを倒したのは――

『動くな。汝なんじもこやつらの仲間か』

　そこに、それはいた。

　ヘリポートの隅っこに座っている――ありゃ犬か？　喋る犬。いや、石像だ。目をテールランプのように真っ赤に光らせている犬の石像だ。

　翼の生えた犬か。まるでどっかの悪魔だな。

『仲間だって？　見てわかんねーのか？』

『すまぬ。確認のために尋ねただけだ』

　堅かた物ぶつに見えたが、割と素直に謝ってきた。

　声はまともだ。渋しぶくて無ぶ骨こつで、まっすぐな性格を表していそうだ。













『で、こいつら、何だ？』

　とりあえず知っておかなければならないのは、この石像よりも寝転がっている武装集団だろう。

　チンピラにしちゃ、装備が良すぎるぜ。

　ミズチでもねーな。ミズチだったらもっとフザけた武器で襲おそい掛かかってくるし、ましてやこんな簡単にやられたりしねぇ。

『我われの推測では、この建物に何らかの目的で侵入を試こころみた犯罪者だ』

『んなこたぁわかってるっつーの。問題は、目的と正体だ』

『狙撃銃を持っている、ということはこの建物より外に攻撃する可能性がある。つまり立たて籠こもるつもりだ』

　確かにそうだ。

『けどよ、だったら屋上だけじゃなくて――』

　下にも仲間がいるだろう、そう話そうとした時。俺の命がひかるの行動を感じとっていた。案の定、下でもドンパチやってるっぽい。

『どうした』

『あぁ……下にもこいつらの仲間がいるっぽいな』

『組織的な強盗だな』

『強盗……まぁ、そんなモンか』

　考えてみりゃ、今このビルには金持ちがいっぱいいるんだよな。

　おまけにトーグーのお偉いさんもいる。人質にして身みの代しろ金きんを要求すればかなりの額が期待できるし、殺しても対立企業は大喜びってもんだ。

『下には我の家族もいる。一刻も早く鎮ちん圧あつせねば』

『そっちの心配はいらねーよ』

『何？』

『俺の相あい棒ぼうがついてる。それより、俺たちは別のことをしようぜ』

『聞こう』

　神しん妙みように（いつもか？）している石像に、俺は簡単な作戦を伝える。
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「お、お願いします！　ゆ、許してくださいっ！」

　こいつらテロリストだって名乗った割には、一分しか拷問耐たえられなかったじゃない。

「なんでも話します！　だ、だからアレだけはもう勘弁してください！」

　土ど下げ座ざして謝る男。

　私のスタンガンなんて何の役にも立たなかった。その代わり、お姉さんがたまたま持っていたという奇き妙みような虫が、彼のプライドを根こそぎ奪っていった。お姉さんが彼のパンツの中にそれを放り込んでから一分、その虫が何をやったのかは想像もしたくない。

　放心状態の男に、とりあえず色々訊いてみた。

「それで、テロリストって、何の目的で？」

「そ、それは……より良い日本を作るために、我々は腐くさった政党を武力で正すのだ！　今の茶ちや番ばん劇げきのような政治に、我々は飽あき飽あきしている！　与党も野党も保身のことしか考えず、外国の脅きよう威いに晒さらされた日本を――」

「あー、もういいもういい。ありがと」

　意外なことに、日本人なのね、こいつら。

　てっきりどっか海外のマフィアとかに雇われた人たちだと思っていたのに。でも、それだったら日本でこんな大それた犯罪なんてしないか。いくらなんでもリスクが高すぎる。

「それで、その崇すう高こうな目的のために、このビルで何しようとしてたわけ？」

「今日はトーグーエレクトロニクスの社長以下、多くの幹かん部ぶが来ており、さらに警備態勢はいつもの五割減だという情報が入ったのだ！　この機きに乗じて、社長たちを誘ゆう拐かいして身代金をせしめようとしたのだ！」

「トーグーは腐った政府とやらには関係ないんじゃない？」

「もちろんだ。だから殺しはしない。邪じや魔まをするヤツは容よう赦しやしないがな！」

「ふーん」

　なんか徐々に偉えらそうな態度を取り始めた男に、お姉さんが持ってきた虫をチラつかせると、貝のように黙ってくれた。

「で、あんたたちの人数はこれだけ？」

「そ、そうだ！　それがどうした!?」

「屋上にいるお友達は？」

「うっ！　どうしてそれを!?」

「ハイ、ウソついたから罰ばつゲーム決定」

　私は男のパンツを引っ張ると、例の虫を放り込んだ。ガー助がとっくに見つけてたっつーの。この期ごに及んで隠すなんてバカみたい。

　断だん末まつ魔まのような悲鳴を背中で聞きつつ、コックさんたちを介抱していたお姉さんと双葉ちゃんに今後の方針を尋ねる。

「どうしよっか」

「ほっといてもいいんじゃね？」

　そう言い放ったのは、双葉ちゃん。

「警備が半減って言ってたけど、それ多分ウチの門番がいるからだぜ」

「門番？」

「おう。東宮に頼まれたんだろうな。だからほっといても大丈夫」

　なにやらすごい存在がいるみたいだ。

　私とガー助だけが張り切っても、このビル全体はさすがに守りきれないだろう。しかし双葉ちゃんの口ぶりでは、警備が減ってもその門番さえいれば平気なように聞こえる。あれ、でもお兄ちゃんが頼んだっていうことは、もしやその門番って――

「あ！」

　唐突に大声をあげるお姉さん。

「ど、どうしたんです？」

「ダメ！　こいつら放っておいちゃダメ！」

「なんで？」

　尋ねる双葉ちゃんは、厨房のキッチンテーブルに載った食べ物をつまみ食いしている。テロリストに襲しゆう撃げきされた際に暴れられたみたいだ。お皿に載っていた食べ物が崩くずれてしまっていた。

「こいつら、社長を狙うって言ってたでしょ！　つまりあのパーティ会場に入りこんでドンパチやらかすってことよ！」

　私も双葉ちゃんも想像してみる。

　テロリストがパーティ会場に飛び込み、まず銃を乱射する。「動くな！」とか言って、お客さんを隅っこに移動させたりして。そんでもって、テーブルに載った料理とかもドカーンと蹴けっ飛とばしたりして――

「ああああああ！　料理が！」

「やべえ、今すぐ行かねーと！」

　私も双葉ちゃんも事の重大さに気づいた。

　ここでコックさんを制圧し、さらには会場の料理まで奪うというのか、テロリストたちは。それは人間の所しよ業ぎようじゃないだろう。鬼畜生の成せる業わざだ。

「他にテロリストはいないの？」

　双葉ちゃんと同じように崩れた料理をつまむお姉さん。

「上から降りてくる班と、この搬入口から入ってくる班の二つに分かれてるみたいね。このホテルの宿泊客を装よそおって潜せん伏ぷくしてる人たちが、まだいるみたい。でも上の方は、すでに私の相棒がやっつけてくれてるから」

「残る下の班をやればいいわけだな」

　双葉ちゃんはお姉さんから渡されたプロテクターのようなものを手足につけている。スポーツが得意そうに見えるけど、この子、いったい何をするのかな。

　私もポケットからグローブを取り出して、嵌はめる。いつも使っている電でん磁じグローブだ。ラーの天てん秤びんという最強武器もあるけど、人間相手に使うもんじゃない。

　そしてお姉さんは青竜刀のまま。シンプルな武装だが、拷問虫の件といい、とても頼もしく見える。まだ何か隠し持っているという期待もある。

「さーて、んじゃやりますか！」

　グローブを打ち鳴らす私。

「おうよ！」

「ほいほーい」

　元気良く返事する二人。

　この時の私は、パーティ会場の食べ物の安あん否ぴしか考えていなかった。だから双葉ちゃんとお姉さんに一番訊きたかった「アナタタチは、何者？」という質問をつい先送りにしてしまったのだ。

　正直、テロリストよりも物ぶつ騒そうな経歴持ってると思うのよね。

　人のことは言えないけど。







　お互いの事がまだ良くわかっていないので、作戦は簡かん潔けつかつ綿めん密みつに。

　ここでガー助が役に立った。

　私はホテル内のことまで把は握あくできないけど、ガー助ならある程度はわかる。ガー助にホテル全体をスキャンさせ、銃の在り処を教えてもらうのだ。

　ラーの天秤のおかげで、私とガー助は大抵の感覚を共有できる。だから遠えん隔かくカメラ代わりに使うこともできるし、その気になればガー助に味や匂いだって伝えられる。

「うん、まだパーティ会場は安全みたい。その代わり、この厨房から出ていった実働部隊がいるみたい。まだ一階の――従業員の休きゆう憩けい室しつかな？」

　銃が移動するのが、感覚でわかる。視覚でも聴覚でもない。この感じは人に言ってもわからないだろう。

「下から順に制圧していくつもりなのか？」

　双葉が首をかしげる。外から人がやってくる可能性が一番高い、下からの制圧は危険すぎる気がする。

「本当は上から同時に攻めるつもりだったのかな？　でも上のはやられちゃったしね」

　下の連中も、今頃は慌あわてているのではないだろうか。

　などと話している間に、目的の部屋に辿たどり着ついた。

　ドアにつけられた看かん板ばんには「資材管理室」と書かれてあった。何を管理するのかよくわからないが、扉は他のものより大きい。倉庫のようなものだろうか。

　ドア越しに声が聞こえてくる。

「おい！　応答しろ!?　何があったんだ!?」

「なぁ、なんでやられちまったんだ？　あいつら、あんな場所にいるのに……！　俺たちより先にやられるって」

「うるせぇな！　知るかよそんな事！　それより指示がないと――」

　なにやら中で揉もめているようだが、そんな事は私の知ったことではない。

　私は双葉ちゃんとお姉さんと目で合あい図ずしつつ、資材管理室のドアを開けた。

「ちわーす！」

　飛び込んだ瞬間、双葉ちゃんがボールを投げる。一瞬だけ見えた室内は、本当に倉庫そのものだった。なぜ一瞬なのかと言うと、ボールが床に当たった瞬間、ものすごい煙が噴ふん出しゆつしたからだ。

　忍者がよくやるドロン、とかいうレベルじゃない。失明したのかと錯さつ覚かくしてしまうほど、短時間で煙が充満するのだ。

「な、な、なぁ!?」

　テロリストたちの慌てる声を尻目に、私はゴーグルを着ける。煙の中で慌てている五人の男たちがよく見える。

　お姉さんの青竜刀の柄で、もう一人やられていた。

「このっ……！」

　テロリストの一人が小銃を構える。

　が、撃てない。味方に当たっちゃうかもしれないもんね。

「ほらよっ！」

　双葉ちゃんが両足を揃えて跳とび、そのバカを蹴り飛ばす。マンガのように吹っ飛んで壁かべに激突する男。あのプロテクターの力なんだろうな。

　あれ？　よく見てみれば、私が作ったプロテクターに似てるなぁ。一年ほど前に喜き一いち郎ろうくんに貸して、まだ戻って来てないけど。

　そして残った三人は、私がまとめて殴り倒す。電磁グローブで殴られたら、しばらくモノが食べられないほど気持ち悪くなるはず。その上、問答無用で戦意を奪うという追加効果付きだ。

　煙が晴れると、五人のテロリストがのびていた。

「おー！　ひかるねーちゃん、すっげー！」

「ふふん。食べ物のためなら、私は最強になるわよ」

　胸を張る私に、双葉ちゃんも強く頷く。

　よく見ると、なかなか可か愛わいいわねこの子。千秋ちゃんとはまた違った可愛さだ。

「さて、次はどこを制圧すればいいのかしら？」

　ロープで男たちを巻きながら尋ねるお姉さん。お姉さんが縛しばっているのではなく、ロープが勝手に男たちに巻きついているようだ。

　古こ科か学がく者しやなのかな。それとも錬れん金きん術じゆつ師し？

　ま、その辺は全てが終わってから、食事でもしつつゆっくり聞かせてもらおうかな。
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　さて、小規模な戦闘が始まった皇帝閣ホテルはどのくらい混乱しているのかというと、実のところまったく動じていなかった。コックはすでに通常業務に戻り、警備員たちも厨房にいたテロリストたちを警けい察さつに引き渡すために連絡をするだけ。

「しかし、よく慌てませんね？」

　トーグーグループのパーティ会場の隣室は、社長の控ひかえ室しつになっている。そこで東宮と一緒に休んでいるのは、双葉の兄である和かず己み。

「普通、ガーくんがいるって言っても、もっと慌てていいと思うんですけど」

『当然ですよ』

　和己の隣で羽を休めているのは、金色の石像ケルプ。

『ガーゴイル殿は、以前このホテルでレイジの犯罪組織を壊かい滅めつさせた実績がありますからね。警備員たちも楽ができるというものです』

「信頼されてるんだねぇ」

　紅茶を飲みながら微笑する東宮。

　テロリストたちの最終ターゲットは彼なのだが、まったく落ち着き払っている。億が一ここまで来られた場合でも、ケルプが守ってくれるからだ。

「で、でもテロリストなんでしょう？　ケルプ、さっきそう言ってたよね？」

『ええ。日本人ですが、自らをそう名乗っておりました。小生が当ホテルを走査スキヤン致しましたところ、あと十人ほど残っておりますな。まぁ、ひかるさんもいますし、問題ないでしょう。無関係のお客様は誰も傷つかずに終わりますよ』

「ほ、本当に？」

『ご安心ください、和己さん。彼らはテロリストと名乗るだけあって、中には実戦経験のある者もおりました。おそらく自衛隊か海外の軍隊で訓練を受けた者もおります。動き方で大体わかります』

　この部屋にいるのに、ケルプはホテル中の人間の動きがわかるというのか。ガーゴイルもそのくらいはできそうだが、実際に話に聞くとやっぱりすごいと思う。

『そうですね――平時でしたらこの犯罪が成功する確率は十五パーセントほどありました。ですが日時が悪かった。今日、この日に犯罪が成功する確率は、紛れも無くゼロです』

　ケルプが強調するだけの実力が、ガーゴイルにはあると思う。

　そしてまだ会ったことのない、東宮の姪っ子やら相棒やらも信じていいのだと思う。

　ただ問題は、その姪についていった二人だ。

「ああ、やっぱり心配だなぁ……」

　無茶をしすぎる妹と、それを焚たきつけるお姉さんを思い、和己は溜ため息いきをついた。
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　彼らは日本を正すために決起した、正義の集団であった。

　政治家の息子や大病院の院長の息子、またそれら権力によって虐しいたげられた者たち。大学の頃に知り合い、いつの日か真の日本を取り戻すために訓練を積み、武器をかき集め、綿密に作戦を立てた。

　いつしか彼らの正義も歪ゆがみ、日本のためなら人殺しも辞じさなくなった。実際に殺したことはない。なにしろ今日のこの作戦は、武器やアジトを手に入れるために使った資金を補充するための、いわば第二段階のようなものだったからだ。

　計画に穴がまったくないわけではなかった。

　が、それでも、このような形で失敗するとは夢にも思わなかった。

「な……なんで……!?」

　そこは北海道の山中にあるロッジだった。

　首しゆ謀ぼう者しやの父が所有している別荘のひとつで、彼らはよくここに集まって日本の未来について語り合ったものだ。

　トーグーの社長を拉ら致ちしたら、彼らもこのロッジを捨てて、どこか別のアジトから指示を出すつもりだった。仮に警察にバレても、足がつかない隠れ家はいくつも持っていた。

　そう、バレるなら計画の後だと思っていた。

　まさか作戦実行中に踏み込まれるとは思わなかった。無線も電話も使っていない。どう考えてもこの位置が割れるはずがないのに。

「なんだよお前ら!?」

　しかもやってきたのは、警察ではなくヘンテコな石像と人形。

『お、本当にビンゴだったみたいだな』

　部屋に飛び込み、拳銃を構える同志を何かで撃ち倒す鳥の人形。

『問題ない。この者らが首謀者のようだ』

『見りゃわかるっての』

　犬の石像が目を光らせると、テーブルの上に置いてあったパソコンが破壊される。同時に無線機器や携帯電話なども、まとめて焼き焦がされた。

「最新型のロボットか!?　ふ、ふざけ――」

　首謀者が小銃を構える。

　引き金を引くのに躊躇いはなかった。ここでこいつらを殺さない限り、逃げられないと思った。首謀者が撃った瞬間、他の数名の同志たちも撃った。

　弾は人形と石像に全弾命中したが、驚かせることすらできなかった。

「そ、そんな……!?」

　恐怖に震えている首謀者。もはや他の連中は言葉すら出せない。

『なぁ石像、どう思う？』

『ただの道楽者だな。革命家を気取っているが、日常に退たい屈くつしているだけの子供だ』

『手て厳きびしいねえ。ま、テロリストっていう名前の響きに憧あこがれただけっぽいしな』

『うむ。このような輩に東宮の客人たちが脅おびやかされるなど、あってはならぬ』

『そうと決まりゃ、さっさと終わらせるか』

　石像と人形が、同時に目を光らせる。

『己が自じ己こ顕けん示じ欲よくを正義と勘かん違ちがいし、無む辜この民から金を巻き上げようとした罪、万ばん死しに値あたいする』

『てめーら、銃なんて持ち出して、フザけたマネしやがって……未来はどうなるか、想像ついてんだろうなぁ？』

「ひ、ひぃぃいっ！　ば、化け者っ！　た、助けて！」

　銃を捨てて逃げ出す仲間たち。

　首謀者もその中に加わろうとしたが、もう遅かった。

『――覚悟せよ！』

『覚悟しなっ！』

　閃光が室内を満たし、そこから意識が途と切ぎれた。
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　ガー助が遠くでドンパチやっている間、私の方も楽しませてもらった。

　今となっては泡と消えた、というか私たちが消した計画なんだけど、もし成功していたらどうなっていたかな。日本中が震え上がる大事件になっていたかな。

　少なくとも、ホテルの誰かは犠ぎ牲せいになっていたかもしれないよね。厨房のコックさんたちだって、私たちがいなかったら誰か傷つけられていたかもしれないし。

　まだテロリスト――いや、テロリストとも呼べないか。ただの強盗だ――は、ホテルのスタッフルームや客室に潜んでいる。それを逐ちく一いちあぶりだして捕まえないと。

　と言っても、残り五人くらいだったんだけどね。

「た、助けて！　なんだこいつら!?」

　客室で待機していたのだろう、五人の強盗が小銃を構える。

「おっと、そいつはさせねーぜ」

　その銃を双葉ちゃんが片手で摑むと、まるでゴムホースのようにぐにゃりと曲がる。彼女が身に着けているプロテクターのおかげだろう。筋肉の動きをサポートしているのだという。私が作ったプロテクターには、そんな技術なかったんだけどな。

　発はつ砲ぽうなんてされたら、他の人に気づかれちゃうもんね。

　厨房からここまで、一人も撃っていない。だからこの事件を知っているのは、コックさんたちだけ。それでいい。お客さんが騒さわぐ前に事件をぶっ潰つぶしてやる。

「ヤッホー」

　怯えた強盗と、私と双葉ちゃんがいる客室に入ってくるお姉さん。

「外に停めてあったライトバン、あんたたちのでしょ？　中にヤバそーな人とヤバそーな武器があったから、みんな差し押さえといたよー」

「な、えっ、一人で!?」

　拳銃を構えながらも、驚く男。

　部屋の中にいるのは五人だけど、もう残っているのは二人だけなのよね。片方は拳銃を構えており、もう片方はうろたえて何もできやしない。本当に訓練を積んだテロリストなのかしら。

「さーて、覚悟はいい？」

「い、いいわけないだろっ！」

　私が拳銃を持った男に向き直ると、そいつは私に向かって引き金を引いた。

　って、こんなところで発砲したら！

「っ……！」

　咄とつ嗟さに駆け出し、銃弾を腹に受けた。

　よかった、弾は貫通したけど、ベッドの枕に当たっただけだ。私のお腹から血がドクドク出てるけど、まぁなんとかなるだろう。

　倒れこむようにして、私は撃った男の肩を摑む。

「や、やった！　どうだザマーみやがれ！」

「……何が？」

　喜ぶ拳銃男の肩を握にぎり締しめ、私は体内のラーの天秤をフル活動させる。

　心しん臓ぞうが一瞬だけ大きく跳はね上あがり、男の命をポンプのように吸い上げる。

「え……？　あ……」

　死ぬギリギリまで命を吸われた男は、その場に崩れて動かなくなる。同時に腹の銃じゆう創そうもあっという間に癒いえた。

　いやー、撃たれたのが私で良かったわ。他の人だったら死んでるって。

「まー、すごい技持ってんのねー」

「えへへ」

　なぜだろう、お姉さんに褒ほめられるとすごく嬉しい。

「さーて、あと一人は……」

　部屋の中を見回す。

　いた。さっきまでガタガタ震えてたのに、泡を吹いて倒れてるわ。

「てことは、これで終わりか？」

「うん、そうみたい」

「よっしゃ！」

　ガッツポーズをする双葉ちゃん。

　この子、まだ中学生だっていうのに銃にも物もの怖おじしないし、大人相手に平気でドロップキックかますし、とっても面おも白しろい子だ。

「双葉ちゃん、手伝ってくれてありがとねー」

「ひかるねーちゃんも、強いな！　見直したぜ！」

「まーねー」

　話していると、自然に力が抜けた。今まで変態みたいな強敵ばかり相手にしてきたから強盗なんかじゃ怖がらないけど、それでも銃を向けられたら誰だって緊張する。

　ぐう。

　終わったと思ったら、急にお腹が鳴ったわ。

「なぁ、腹減らねー？」

「減った」

　双葉ちゃんに言われるまでもない。

「じゃ、下に行きましょうか」

　お姉さんがドアを開けて部屋の外に出る。

「下って、どこです？」

「さっきの厨房。外の車ブッ壊しに行った時に教えてもらったんだけどさ、コックさんがお礼に美味しい料理作ってくれるんだって」

「え、本当ですか!?」

「マジで!?　行こ行こ！」

　レストランにディナーを食べに行く雰囲気で部屋を出る私たちだけど、部屋の中には自称テロリストが五人ほどのびてる上に、私も洋服が血ち塗まみれだったりするのよね。ま、いいか。美味しいもの食べられれば満足だわ。

　楽しい友達もできたしね。
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「うーん……」

「なにやってるんですか、東宮さん？」

　トング片手に迷っている東宮天祢に尋ねる和己。パーティは終わり、客人は各おの々おのお土産みやげを持たされて帰路についている。事件の兆ちよう候こうはまったく見られず、東宮とホテル関係者しかテロリストの存在は知らないままだ。

　すでに犯人は全員拘束されており、無抵抗のままパトカーならぬ救急車に乗せられて運ばれていった。

　東宮も念のため、簡単な警察の事情聴取を受けたところだ。

　それが終わったというのに、こうしてトングを手に残った料理の前で悩んでいる。

「いやね、ウチの姪や双葉ちゃんたちがまだ帰ってきてないだろう？　料理、取っておいた方がいいかなーって。むしろ取っておかないと後で色々言われそうで」

「……パーティの主宰者の台詞せりふじゃないですよ」

　残った食べものをタッパーに詰めるトーグーエレクトロニクス社長を、可哀想なものを見るような目で見送る和己だった。

『必要ないかも知れぬぞ』

　そこへ、和己の家の門番がやってきた。

「あ、ガーくん」

『現在、双葉たちは厨房で食事をしている』

『半はん端ぱねー量食べてる上に、保存の効きく土産ももらってっから、いらねーと思うぜ？』

　ガーゴイルの上には、和己が知らない鳥の人形がいた。

　今は事件の処理に追われているケルプが言うには、この人形とガーゴイルのふたりで北海道にあるテロリストの本ほん拠きよ地ちを潰してきたらしい。道警から連絡があり、首謀者も含めて全員逮捕したそうだ。

　事件発生から、まだ三十分も経っていないのに。

「ああ、ガーゴイルくんにガー助。ご苦労さま。けどね、それでも取っておくよ。高たか原はらあたりが、どんなものでも保存できるタッパーとか作ってそうだし」

『うむ。すでに厨房で使用していた』

「やっぱり……」

　肩を落とす東宮。

　よく考えたら、テロリストより恐ろしい存在がいるではないか。

「あ、あのー……東宮社長でしょうか」

　突然、おずおずと話しかけてくるのは、コックの制服を着たおじさん。

「はい、姪たちがお世話になって――」

「そのことなのですが……あの、すみません、少々お客様には足りなかったようなのですが、これ以上やるとホテルの食材がなくなってしまいそうでして……」

「全て理解しました。ガーゴイルくん、ガー助、お願いできるかな？」

『承知』

『はいよ』

　東宮の質問に、ガーゴイルもガー助も目を光らせて答える。

　本気でかからねば対処できない案件だと思っているのだ。

『おい、コレ終わったらオメーの事いろいろ聞かせろよ？』

『よかろう』

　軽く会話を交わすとガー助は扉から飛び去り、それを目で追っている間にガーゴイルの姿は消えていた。

「……なんか、口調は違うのに似てるなぁ、あのふたり」

　料理を詰める東宮を眺めつつ、和己はひとり呟いた。

　そしてこれから始まるであろう厨房の惨さん事じを想像して、小さく震えるのだった。




　翌日の新聞の三面に、小さな記事が載った。

　皇帝閣ホテルの倉庫から食料品がごっそり消え、コックが全員過労でぶっ倒れたというもの。

　そしてトーグーエレクトロニクスの社内報には、タッパー片手にさまよう社長の写真が大きく掲けい載さいされたという。

　前者は読者からすぐに忘れられ、後者は社員の記憶にいつまでも残っていたという。








おわり　　　　　










　あとがき




　お久しぶりですっ！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます！







　やー、ずっとずっとやりたかった事が、とうとう叶いましたよ。

　今回の『ガーゴイルおるたなてぃぶＺＥＲＯ』は、読んだら分かりますが、今までの短編を集めた代しろ物ものです。一度書いたんだけど、文庫には収録されなかった短編たちの復活の場所とでも言いましょうか。

『ガーゴイル』シリーズも終了してしまい、このままでは永遠に日の目を見ぬまま消えたかもしれない作品を、こうして全ての皆様に読んでいただくことができて、本当に嬉うれしいです！　まぁほとんど一話目のことなんですけど。







『ガーゴイル』シリーズも、これでようやく全て終了です。最後の最後に、一番書きたかった話を書くことができたので、もう思い残すことはありません。デビューしてから現在までやってきたことの総まとめのような感じでした。

　今後、『ガーゴイル』を書くことは、たぶんないでしょう。

　仮に何かの社会現象で『ガーゴイル』が突然バカ売れして、新しいのを書かないとエンターブレイン的にもったいない、という状況でも起きれば話は別ですが。

　総理大臣あたりが『ガーゴイル』読んでくれれば話題になるかな？　でも総理はラノベは読まないし。

　今は『魔王城』シリーズも書き始めて、新しい作品をバンバン出していくつもりですが、このシリーズは俺の原点として永遠に残っていくでしょう。だけどまぁ、『コッペ』も俺の中でなんか残ってるんですよね。亜流の原点とでも言いましょうか。おそらく『魔王城』も変則的な原点として残るんでしょう。全部原点かよ。







　ところで話はガラッと変わるんですが、この『おるたなてぃぶＺＥＲＯ』が発売した月に、もう二冊ほど俺が書いた本が出てるんです。

　いや、俺が全部書いてるわけじゃないんですけど。

　片方は『まじしゃんず・あかでみい』のコラボアンソロジー小説。もう片方は『ＦＦⅪ』のアンソロジー小説です。

　えーと、これで俺、通算四冊もアンソロ書いてるんですよね。なんで俺にばっかりオファー来るんだろう……。

　ちょうど今やってる『ディシディア　ファイナルファンタジー』で色々なキャラの技を使いこなすバッツを操作しつつ、「あぁ、俺ってものまね師の才能でもあるのかな……」と最近思い始めてきました。

　そんなわけで、俺が全力でものまねしたアンソロジー小説、お財さい布ふに余裕があったらぜひ読んでください！







　いやいや……。

　日ひ向むかいさん、五年間もお世話になったね。

　最初の頃から絵の上う手まい人だと思っていたんだけど、現在の絵と見比べると明らかにスゲェ成長速度してたね。今じゃアンタほどの絵描きさん、そうそう見なくなったよ。そのお手伝いができたのなら、満足だよ。

　またいつか組みたいね。どっかで組める機会があれば、絶対にまたお願いします！

　担当Ａ女史も、ありがとう！　だけど『魔王城』シリーズがまだ残っております故ゆえ、まだまだお世話になります！　むしろ俺も手探りのジャンルなので、かなり苦労かけます！　というか、死ぬほど迷めい惑わくかけます！　先に全巻分謝あやまっておきます！　マジですいませんでした！







　ということで、田口仙年堂の『ガーゴイル』シリーズはこれにて完全に閉幕します！

　アンコールまでつきあってくれて、本当にありがとう！

　次は『魔王城二限目』でお会いしましょう！








田口　仙年堂　　　　
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